






　この報告書は，街路事業潟山丈六線改良工事に伴って，平成１７年及び１９年度に実
施した指宿市に所在する南摺ヶ浜遺跡の発掘調査の記録です。
　本遺跡は，指宿温泉郷の南端に位置し，眼下に海を臨む地にある，縄文時代晩期
及び弥生時代終末～古墳時代にかけての遺跡です。調査の結果，弥生時代から古墳
時代にかけての壺棺墓，合わせ口甕棺墓，円形周溝墓，土坑墓，立石などから成る
墓地群が発見され，枕崎市の松之尾遺跡や同じ指宿市の成川遺跡などと同じ南薩地
方特有の立石を伴う墓であることが分かりました。また，南九州特有の多様な在地
土器や，須恵器，移入土器，鉄製品等，供献もしくは副葬されたと思われる遺物も
多数出土しました。
　これらは，当時の墓域および墓地構成，その変遷などを知る上で貴重な資料とし
て注目されています。この墓地に関連する集落跡は今回，特定できませんでしたが，
今後，解明が進むものと期待されています。
　本報告書が，県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対
する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いで
す。
　最後に，調査に当たりご協力いただいた南薩地域振興局建設部指宿支所，指宿市
教育委員会，関係各機関及び発掘に従事された地域の方々に厚くお礼申し上げます。

　平成２１年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター
所長　宮原　景信

序　　　文
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特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主な時代種　別所収遺跡名

上加世田式土器・入佐式土
器・刻目突帯文土器・打製
石鏃・楔形石器・石錐・石
匙・削器・磨製石斧・打製
石斧・石皿・磨石・敲石・
石錘・異形石器
突帯文土器
入来式土器・磨製石鏃

縄文時代晩期

弥生時代前期
弥生時代中期

散布地南摺ヶ浜遺跡

中津野式土器・東原式土
器・笹貫式土器
丹塗研磨土器・二重口縁壺
須恵器・磨製石鏃・砥石・
鉄鏃・鉄剣・鉄刀・人骨

壺棺墓１６基
甕棺墓１基
立石（板石）２５基
円形周溝墓１２基
土坑墓７２基

弥生時代後期
　　～
古墳時代

墓地

　縄文時代晩期から古墳時代にかけての複合遺跡である。縄文時代晩期の上加世田式土
器・入佐式土器などの土器や，打製石鏃・打製石斧などの石器が出土している。弥生時
代後期から古墳時代にかけては，壺棺墓１６基，甕棺墓１基，円形周溝墓１２基，土坑墓７２
基，立石（板石）２５基を検出し，成川遺跡や松之尾遺跡などに次いで南薩地方特有の墓
が発見された。遺物としては中津野式土器から笹貫式土器まで３～５世紀末の壺・甕・
鉢・高坏などがほぼ完全な状態で多数出土し，須恵器や丹塗土器，二重口縁壺，磨製石
鏃，鉄製品など多種で豊富な遺物も出土している。また，壺棺墓内からは，人骨片も検
出されている。このことは，この場所が墓域として脈々と使われてきたことを意味して
おり，南薩地方における墓制の変遷や地域における墓制の違いなどを示す標識となる遺
跡である。

遺跡の概要
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１　本書は，街路事業潟山丈六線改良に伴う南摺ヶ浜遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県指宿市十二町字黒ヶ岡に所在する。

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，鹿児島県土木部都市計画課から鹿児島県教育委員会
が依頼を受け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成１７年９月７日から１２月２２日までと，平成１９年５月８日から１２月２６日まで実施
した。整理作業・報告書作成は平成１９年度と平成２０年度に実施した。

５　遺物番号は，通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，鹿児島県土木部が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高であ
る。

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，調査担当者が行った。空中写真撮影は，有限会
社ふじたに委託した。

９　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て久保田昭二が行った。

１０　土器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て久保田昭二・辻明啓が行った。

１１　土器，石器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て久保田昭二・辻明啓が行った。一部
は，平成１７年度に石器の実測・トレースを株式会社九州文化財研究所に，平成１９年度に土器，石
器実測・トレースを株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託し，監修は長野眞一・馬籠亮道
が行った。

１２　壺棺墓及び土坑内の埋土に関しての放射性炭素年代測定は株式会社加速器分析研究所に委託し
た。

１３　遺物の写真撮影は，吉岡康弘・西園勝彦が行ったが，巻頭カラーの写真撮影は，独立行政法人
奈良文化財研究所の牛嶋茂氏の指導の下，吉岡康弘・西園勝彦が行った。

１４　本書の執筆・編集は，Ⅰ第１章・第２章，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ第１章，Ⅴ，Ⅵを久保田昭二が，Ⅰ第３
章，Ⅳ第２章を辻明啓が担当した。

１５　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。
　なお，南摺ヶ浜遺跡の遺物注記の略号は「ミナスリ」である。
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　南摺ヶ浜遺跡における土器実測図について，調整痕の表示，黒斑並びに丹塗り痕の表示が重要と
考え，下記のとおり表示を統一した。また，縮尺については，土器，石器，鉄製品それぞれ縮尺を
統一して記載した。

１．土器実測図調整痕表示について

２．黒斑及び丹塗り痕表示

　　黒斑・・・・　　　　　丹塗り痕・・・　　　　　　ベンガラ文様・・・

３．実測図スケール
　○　土器の器高５０�を超えるものは原則，原寸の１／６で，それ以外は１／３で記載
　○　石器は，原寸・１／２・１／３・１／４で記載
　○　鉄製品は，１／３記載

留意点実測図表示例調整痕種

・工具幅を明瞭に
・始点終点の表示
・切り合い関係の重視

ハケメ

・指ナデ幅を明瞭に
・ナデ方向を矢印で

指ナデ

ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ

・工具幅を明瞭に
・輪郭幅を角張ったものに
・ナデ方向を矢印で

工具ナデ

・ナデ幅を明瞭に
・ナデ方向を矢印で

ナデ

・ナデ幅分かれば記載
・ナデ方向は片刃矢印で

原体不明

・指幅の明示指頭圧痕

・ミガキ痕の重なりミガキ

黒色研磨
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　県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた
め，各開発関係機関との間で，事業区域内におけ
る文化財の有無及びその取扱いについて協議し，
諸開発との調整を行っている。
　この事前協議制に基づき，県土木部都市計画課
（指宿土木事務所，現南薩地域振興局建設部指宿
支所道路係，以下土木部）は，指宿市内において
街路事業潟山丈六線改良工事を計画し，事業対象
地内における埋蔵文化財の有無について鹿児島県
教育庁文化財課（以下文化財課）に照会した。
　当該工事の予定地内は，周知の遺跡である南
摺ヶ浜遺跡の隣接地が含まれており，土木部，文
化財課，指宿市教育委員会及び埋蔵文化財セン
ターの四者で，その取り扱いについて協議を行っ
た。その結果，対象地内の遺跡の広がりを確認す
るため，平成１６年３月，指宿市教育委員会が詳細
分布（試掘）調査を行い，古墳時代の遺物包含層
を確認した。この結果を受けて，平成１６年度に指
宿市教育委員会が確認調査を実施し，縄文時代晩
期・古墳時代の遺構・遺物を確認し，事業区内に
おける遺跡の範囲が確定された。

　そこで，土木部，文化財課，指宿市教育委員会
及び埋蔵文化財センターの四者で再度協議し，
４，０００㎡ について記録保存のための発掘調査を埋
蔵文化財センターが実施することとなった。
　当初の計画では，平成１７年度に約１，６００㎡，平
成１８年度以降に２，４００㎡ の発掘調査を行う予定で
あった。しかし，用地買収等の関係で平成１７年度
に１，２００㎡ の調査を行い，残りは平成１８年度以降
に調査することとなった。このため，平成１７年度
は，当初６か月の予定だった調査期間を４か月間
（平成１７年９月７日から１２月２２日）に短縮して調
査を実施し，縄文時代晩期から弥生時代及び古墳
時代の遺構・遺物が確認された。
　当初予定していた平成１８年度の調査は，買収が
難航したため実施できなかった。
　そこで，さらに土木部，文化財課，指宿市教育
委員会及び埋蔵文化財センターの四者で協議し，
前年度分も含めた３，９２０㎡ について，平成１９年５
月８日から平成１９年１２月２６日までの８か月間，埋
蔵文化財センターが調査を実施した。調査総面積
は５，１２０㎡となった。
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事業主体　鹿児島県土木部都市計画課　　
　　　　　（指宿土木事務所）　　　　
調査主体　鹿児島県教育委員会　　　　　
調査統括　県立埋蔵文化財センター　　　
　　　　　所　　　　　　　長　上　今　常　雄
調査企画　次 長 兼 総 務 課 長　有　川　昭　人
　　　　　次長兼調査第一課長　新　東　晃　一
　　　　　主任文化財主事兼　　　　　　
　　　　　調査第一課第一調査
　　　　　係　　　　　　　長　池　畑　耕　一
　　　　　主 任 文 化 財 主 事　中　村　耕　治
調査担当　文 化 財 主 事　寺　原　　　徹
　　　　　文 化 財 主 事　久保田　昭　二

調査事務　主 幹 兼 総 務 係 長　平　野　浩　二
　　　　　主　　　　　　　査　寄井田　正　秀
�������	
��
���

事業主体　鹿児島県土木部都市計画課
　　　（南薩地域振興局建設部指宿支所道路係）
調査主体　鹿児島県教育委員会　　　　　
調査統括　所　　　　　　　長　宮　原　景　信
調査企画　次 長 兼 総 務 課 長　平　山　　　章
　　　　　次長兼南の縄文調査
　　　　　室　　　　　　　長　新　東　晃　一
　　　　　調 査 第 一 課 長　池　畑　耕　一
　　　　　主 任 文 化 財 主 事　　　　　　　
　　　　　兼 第 一 調 査 係 長　長　野　眞　一
　　　　　主 任 文 化 財 主 事　井ノ上　秀　文
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調査担当　文 化 財 主 事　久保田　昭　二
　　　　　文 化 財 研 究 員　辻　　　明　啓
調査事務　総　 務　 係　 長　寄井田　正　秀
　　　　　主　　　　　　　事　田之畑　美　幸
調査指導　　
鹿児島大学埋蔵文化財調査室准教授　　
　　　　　　　　　　　　　　　中　村　直　子
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事業主体　鹿児島県土木部都市計画課
　　　　　（南薩地域振興局建設部指宿支所道路係）
調査主体　鹿児島県教育委員会　　　　　
調査統括　県立埋蔵文化財センター　　　
　　　　　所　　　　　　　長　宮　原　景　信
調査企画　次 長 兼 総 務 課 長　平　山　　　章
　　　　　次　　　長　　　兼
　　　　　南の縄文調査室長　池　畑　耕　一
　　　　　調 査 第 一 課 長　青　�　和　憲
　　　　　主任文化財主事兼　　　　　　
　　　　　第 一 調 査 係 長　長　野　眞　一
調査担当　文 化 財 主 事　久保田　昭　二

　　　　　文 化 財 研 究 員　辻　　　明　啓
調査事務　総　 務　 係　 長　紙　屋　伸　一
　　　　　主　　　　　　　事　木　曽　美　幸
調査指導　　　　　　　　　　　　　　　
鹿児島大学埋蔵文化財調査室准教授　
　　　　　　　　　　　　　　　中　村　直　子

福岡女子短期大学文化
コミュニケーション学科日本文化コース教授
　　　　　　　　　　　　　　　橋　口　達　也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鹿児島大学総合研究博物館資料研究系准教授　　
　　　　　　　　　　　　　　　橋　本　達　也

企画委員会　文化財研究員　　　川　口　雅　之
　　　　　　〃　　　　　　　　馬　籠　亮　道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
報告書作成検討委員会　　　　平成２０年１２月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　所長ほか１１名
報告書指導委員会　　　　　　平成２０年１２月９日
　　　　　　　　　　　　　　池畑次長ほか５名

　発掘調査の経過は，日誌抄から略述する。
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１　９月の調査内容
・５日開始予定だったが，台風１４号接近のため７
日に変更。オリエンテーション，機材搬入，環
境整備を行う。
・表土剥ぎのあと，次の地点を調査する。
　Ｂ～Ｄ－４～７区４層，Ｂ～Ｃ－６・７区１５層。
・Ｂ－７区で成川式土器の完形出土。出土状況写
真撮影。（８日）
・新東晃一次長，現地指導。（１４日）
・台風１７号接近のため台風対策。（２２日）

２　１０月の調査内容
・発掘調査をした地点。
Ｂ・Ｃ－６・７区１５層，Ｂ～Ｄ－５～７区１３・
１４・１５層
・Ｂ－１～４区，Ｃ－３・４区表土剥ぎ。

・１５層では，縄文晩期の遺物多数出土。Ｂ－６区，
土器集中部写真撮影。（２０日）
・丹波小学校６年生見学。６年生９０名，引率担任
３名参加。（２４日）

３　１１月の調査内容
・発掘調査をした地点。
　Ｂ－１～７区１５層，Ｃ－１～７区１５層。
・現地説明会実施，見学者８１名。（５日）
・Ｂ・Ｃ－７区東側土層断面写真撮影。（７日）
実測。（８日～１６日）

・Ｂ－４～７区北側土層断面写真撮影。（９日）
実測。（９日・１０日・１６日）
・Ｂ－１～４区北側土層断面写真撮影。（２２日）
実測。（２５日～１２月１日）
・Ｂ－１・２区１５層遺物多数出土。出土状況写真
撮影。（２４日）
・航空写真撮影。（２８日）
・１１・１４日は，雨天の為作業中止。
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４　１２月調査の内容
・発掘調査をした地点。
・Ｂ－２～４区１５層，Ｃ－３・４区１５層，Ｂ・Ｃ
－４・５区１５層。
・Ｂ－１区西側土層断面写真撮影。実測。（１日）
・Ｂ・Ｃ－３・４区１５層上面コンタ図作成。（６日）
・鹿児島市立生見小学校５・６年生発掘体験。児
童１７名，担任２名。（７日）
・Ｂ・Ｃ－１～４区１５層上面コンタ図作成。調査
区域図作成。（１９日）
・Ｂ－１～４区北側土層断面，Ｂ－１区西側土層
断面（１３層以下）写真撮影，実測。（１９日）
・調査区完掘状況写真撮影。（２１日）
・機材・図面整理。室内清掃。（２１日・２２日）
・雪による交通マヒのため，撤収作業を２６日に延
期。
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１　調査の方法・工程
・表土剥ぎ
　当初では，７層まで重機で表土剥ぎを行う予定
であったが，７層で完形壺（Ｐ３）が検出された
ため，５層まで重機で表土を剥ぎ６層の調査から
入る。７層上面での遺構・遺物は他に発見されな
かった。そのため，最初の表土剥ぎ以外は７層途
中まで重機で表土剥ぎを実施した。
Ｂ・Ｃ－６～７区（５月），Ｂ・Ｃ－６～９区
（５月中旬），Ｄ－３～５区（６月中旬），Ｂ－６
～９・Ｂ～Ｄ－９・Ｂ～Ｄ－５・６区（７月初旬
～中旬），Ａ～Ｂ－６～１１区（９月）

・調査
　土器，遺構の出土・検出により下記のような工
程で発掘調査を実施した。
Ｂ・Ｃ－６・７区６層（５月），Ｂ～Ｄ－６～９
区９ａ層（５月～７月），Ｃ・Ｄ－１０・１１区確認ト
レンチ（５月），Ｃ・Ｄ－１０・１１区表土精査（５月，
９月），Ｂ～Ｄ－６～９区９ｂ層（８月６日～９
月末まで），Ｂ・Ｃ－１０区（８月中旬～），Ｂ～Ｄ
－５～１０区９ｂ層（８月２０日～），Ａ～Ｂ－６～
１１区９ａ層（９月～９月末まで），Ａ～Ｂ－６～
１１区９ｂ層（９月末～），Ｃ・Ｄ－１０・１１区１５層
（１０月中旬），Ｂ・Ｃ－９～１１区９ｂ層（１０月中旬

～１０月末），Ｂ・Ｃ－９～１１区９ｃ層（１０月末～），
Ｃ・Ｄ－４～７区１５層（１０月末～），Ａ～Ｄ－５
～１１区９ｃ層（１１月～１２月初旬），Ａ～Ｄ－６～
１０区１５層（１２月初旬～１２月２６日まで）
１）５月の調査内容
・Ｃ・Ｄ－１０区の確認トレンチ内から縄文晩期の
遺物が出土。
・９ａ層から遺物が出土し始め，９ｂ層からは完
形土器も含めて多数出土する。
・調査区内安全対策（落下防止杭・廃土置き場周
辺へコーンバー設置）を実施。（１７日）
・Ｂ～Ｄ－６～９区遺物出土状況写真撮影。（２２日）
２）６月の調査内容
・９層は，遺物の出土状況や土の状態から，９ａ
層（明褐色粘質土）９ｂ層（黒褐色土）９ｃ層
（暗褐色硬質土）の３層に分層。（７日）
・中村直子氏（鹿児島大学准教授，６日）・竹中
正巳氏（鹿児島女子短期大学准教授，８日）
・９層板石・完形土器配置図作成。（１１日）
・Ｃ～Ｄ－９区東側土層断面写真撮影，実測。
（１２日）
・Ｂ～Ｄ－７～９区１／２０土器割付図面実測。
（２０日）
・Ｂ～Ｄ－９区東側土層断面写真撮影。（２１日）
・２２日・２６～２８日は，雨天のため作業中止。
３）７月の調査内容
・台風接近のため，台風対策を発掘作業と並行し
て実施。（１２日・１３日）
・調査区範囲図作成。（２５日）
・Ｂ～Ｄ－１０・１１区Ⅸｂ層土器配置図作成。（２６日）
・３・４・１１日は，雨天のため作業中止。
４）８月の調査内容
・１日は，台風対策を実施。２日は台風のため作
業中止。
・１７日～１２月１３日は，１／２０土器割付図面実測。
・Ｂ－６～１０区北側土層断面写真撮影（２４日）。
実測。（２８日）
５）９月の調査内容
・１／１０土器平・断面実測（５日～１２月６日）。
・１３日は，雨天のため作業中止。
・現地説明会実施。参加者４６１名。（１５日）
・土器配置図及び調査範囲図作成。（２５日）
・Ａ～Ｄ－９区東壁土層断面写真撮影。（２６日）
実測。（２８日）
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６）１０月の調査内容
・１／２０土器割付図面に記入した完形土器のレベ
ル入れ及び取り上げ。（３日～１２月１３日）
・Ｃ・Ｄ－１０・１１区１５層上面で土坑２基検出。
（２３日）
・中村直子氏（鹿児島大学准教授），現地指導の
ため来跡。（２５日）
７）１１月の調査内容
・Ｃ・Ｄ－７～９区９ｃ層遺構検出状況写真撮影。
（１日）
・壺棺１・板石１周辺の出土サンプル土は，人骨
確認。（鹿児島女子短期大学准教授竹中正巳氏）
（８日）
・Ａ～Ｄ－９～１１区９ｃ層全面遺構調査。遺構多
数検出。（１９日～１２月１４日）
８）１２月の調査内容
・全区Ⅸｃ層遺構検出状況写真撮影。（７日）
・１／２０遺構割付図面作成。（１３日～２６日）
・Ａ～Ｄ－８～１０区１５層上面で，９ｂ層の土を埋
土とする遺構検出。（１１日～２１日）
・Ｂ～Ｄ－９区東側土層断面（１３層以下）写真撮
影。実測。（２６日）
・Ｂ－６～９区北側土層断面（１３層以下）写真撮
影。実測。（２６日）
・機材・図面整理。室内清掃。撤収作業。（２６
日）

※主な来跡者（敬称略）
南薩地域振興局建設部指宿支所道路係
　　　　　　　（上園健一郎，下御領清治）
指宿市教育委員会
　　　（鎌田洋昭，中摩浩太郎，渡部徹也）
鹿児島大学（橋本達也，本田道輝）
鹿児島女子短期大学（竹中正巳）
愛媛大学（村上恭通，三吉秀充）
鹿児島国際大学（上村俊雄）
琉球大学（土肥直美）
南種子町教委（徳田有希乃）
大阪府立弥生文化博物館（東徹志）
大阪府文化財調査研究センター（本間元樹）
指宿市砂むし温泉商店街振興組合
※取材：南日本新聞，読売新聞
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１　整理・報告書作成作業の流れ
　整理・報告書作成作業は，平成２０年６月２日か
ら平成２１年３月３１日まで県立埋蔵文化財センター
で行った。作業の経過は下記のとおりである。

１）（６月）
・縄文・弥生時代の土器及び石器の実測，トレー
ス。
・古墳時代の土器接合及び実測。

２）（７月）
・古墳時代の土器接合及び実測。遺構図面トレー
ス。

３）（８月）
・縄文・弥生時代の土器レイアウト及び原稿作成。
・古墳時代の土器実測及び接合。

４）（９月）
・古墳時代の土器接合及び実測。

５）（１０月）
・古墳時代の土器実測・トレース及び接合。

６）（１１月）
・縄文・弥生時代の石器レイアウト及び原稿作成。
・古墳時代の土器実測・トレース及び接合。
・古墳時代の遺構・遺物レイアウト。

７）（１２月）
・報告書原稿作成及びレイアウト

８）（１月～３月）
・遺物及び図面整理。

２遺物指導
・１０月１７日鹿児島大学中村直子准教授
・１０月２１日福岡女子短期大学橋口達也教授
・１１月７日鹿児島大学橋本達也准教授
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　南摺ヶ浜遺跡は鹿児島県指宿市十二町字黒ヶ岡
に所在する。
　遺跡の所在する（旧）指宿市は，薩摩半島の南
東部に位置している。北は田貫川を境に鹿児島市
喜入町と，西は標高約３５０～４００ｍの山地を境にし
て南九州市頴娃町と接し，南は池田湖のある指宿
市開聞町及び良港として名高い指宿市山川町と接
している。東は，約１９�に及ぶ断層海岸線をなし
て鹿児島湾に臨み，対岸の大隅半島の西側を一望
できる。市内のほぼ中央部を南北方向に鹿児島市
と指宿市を結ぶ国道２２６号線が通り，鹿児島湾側
には温泉観光街が広がる。
　指宿市の地形の特徴としては，山地・台地・平
地・湖沼の大きく４つに区分される。西側には標
高約３００ｍ程度の山地が連なり，主に安山岩類火
砕物質からなっている。場所によっては，温泉変
質を受け赤色や黄色の粘土となっている。この上
に，姶良カルデラ起源の大隅降下軽石や桜島起源
の薩摩が堆積し，さらに鬼界カルデラ起源のいわ
ゆるアカホヤが堆積する。さらにその上には黒色
腐植土を挟んで，池田カルデラ起源の池崎火山灰，
尾下スコリア，池田降下軽石が，そして，山川湾
起源の山川ベースサージ堆積物，池田湖火山灰が
堆積する。これらが指宿地方の地形形成要因とな
る。指宿市開聞町にはトニコロイデ型の火山とし

て有名な開聞岳がある。この開聞岳の活動は，約
４，５００年前頃から始まり，有史以来，史料にも活
動記録が見えるが，この開聞岳起源の固結した火
山灰にも広く覆われ指宿地方特有の地形をなして
いる。指宿周辺では他にも阿多カルデラ・鰻池な
どの古い火口がある。
　開聞岳起源の噴出物堆積層は，通称，黄ゴラ，
暗紫ゴラ，青ゴラ，紫ゴラがある。また，近年，
あとひとつのテフラが確認され，縄文時代後期か
ら８７４年まで計５回の大きな活動があったものと
推定されている。
　指宿市街地は東側から南側に鹿児島湾が開き，
西側から北側に山が迫る地形をなしており，海岸
へ向かって西から東へゆるやかに下降する扇状地
上にある。北側の山の基盤は安山岩で，海岸に接
した部分は断崖となっている。
　南摺ヶ浜遺跡は，市街地の南端近くにあり，国
指定史跡『指宿橋牟礼川包含地』の南側およそ
５００ｍの位置にある。市教委によって調査された
南摺ヶ浜遺跡土壙墓群とは県道を挟んで南側に隣
接する。遺跡の東側は急な崖をなして鹿児島湾に
近接している。海岸は北から続く砂丘の端にあた
り，これから南は岩礁性海岸となっている。西側
から広く延びる扇状地の先端部に位置し，緩やか
な丘の斜面に面している。
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　指宿市における周知の遺跡は，池田湖及び開聞
岳噴出物などの堆積層の年代と深くかかわってい
る。　
　旧石器時代の遺跡は，市北部に集中している。
薩摩半島南部では旧石器時代の遺跡として初めて
調査された小牧３Ａ遺跡は，シラスよりも上にあ
るナイフ形石器文化期において当時の拠点として
くり返し利用された可能性があることや，遺跡以
外から石材剥片を持ち込み，最終加工を行ってい
たと考えられていることで注目されている。ナイ
フ形石器・台形石器・剥片尖頭器・三稜尖頭器・

両面加工尖頭器などナイフ形石器文化期の石器と，
細石刃核，細石刃など細石器文化期のものとがあ
る。また，水迫遺跡では，赤色頁岩や黒曜石を素
材とした小形のナイフ形石器や台形石器などから
なるナイフ形石器文化終末期から，野岳・休場型
細石刃核や細石刃からなる細石刃文化初期のもの
が出土している。また，後期旧石器時代の竪穴状
遺構や炉跡，杭跡，道跡などが検出され，日本の
集落の起源を考える上で重要な遺跡である。鹿児
島市喜入町帖地遺跡はシラスより下位の後期旧石
器時代前半期のナイフ形石器文化期の遺跡である。
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　縄文時代には水迫，橋牟礼川，南摺ヶ浜，新番
所後，大渡などの遺跡がある。水迫遺跡では草創
期・早期の遺構・遺物が発見されている。草創期
では集石・舟形配石炉・落とし穴・柱穴などが検
出され，この時期の土器は岩本式土器に先行する
貝殻文系円筒形土器で，水迫式土器と呼ばれてい
る。早期でも集石や舟形配石炉，落とし穴，柱穴
などが検出され，岩本式土器・石鏃・石皿・磨石
などが出土している。岩本遺跡では早期初頭の円
筒形土器が出土しており，岩本式土器と呼ばれて
いる。石器は打製石鏃や磨製石鏃・局部磨製石
槍・石匙などが出ているが，石皿は周辺を加工し
て楕円形や台形状に仕上げている。近くにある小
牧３Ａ遺跡でも早期の前平式土器・吉田式土器な
どが出土している。橋牟礼川遺跡では，中期～晩
期にかけての遺物が出土しており，このうち後期
の土器はかつてこの遺跡で縄文土器と弥生土器が
火山灰層を境に上下で出土し，その時期差を明確
とした学史に残るもので，当時指宿下層式土器と
呼ばれ，現在では指宿式土器と呼ばれているもの
である。大園原遺跡では松山式土器・市来式土器
などの後期の土器とともに，石斧・砥石なども出
土しているが，その中に掘立柱建物を描いている
のではないかとみられる線刻画土器が見つかって
いる。これは絵の中身とともに，その描き方が一
視点画であることが貴重だとされている。片野田，
南摺ヶ浜，新番所後遺跡では，晩期の上加世田式
土器，入佐式土器，刻目突帯文土器が出土してい
る。特に南摺ヶ浜遺跡で出土した宇宿上層式土器
は，当時南西諸島との交流があったことを示す貴
重な資料である。他に異形石器なども出土してい
る。これらのことからこの周辺の人々の生活の様
子が徐々にではあるが明らかになりつつある。
　弥生時代の遺跡数はそれほど多くない。南丹波
遺跡では，後期の花弁状住居跡が発見され，当時
の人々の生活の様子の解明が今後，期待される。
水田となる低湿地がほとんどないため，遺跡が少
ないものと思われるが，成川遺跡の低地では中期
後葉の竪穴住居跡が８軒検出され，山ノ口式土器
の他に須玖式土器・凹線文土器などの外来系土器
や，磨製石鏃・石剣・砥石などが出土している。
隣接して３基の立石とともに須玖式土器が供献さ
れている。また，市の北側に位置する横瀬遺跡で
は後期の竪穴住居跡が１２軒検出され，その中の１

軒からは朝鮮半島製と考えられる「変形渦文鏡」
が出土している。破砕鏡ではあるが，貴重品であ
る。鏡の出土はこの地域に権力者のいたことを示
している。さらに，南摺ヶ浜遺跡の墓の一部と重な
る後期の竪穴住居跡が，近くの南丹波遺跡で検出
されている。この竪穴住居の一部は花弁状を呈し
ているが，横瀬遺跡のものの一部も花弁状である。
　古墳時代においては，南摺ヶ浜遺跡の周辺に連
綿として集落遺跡がみられる。橋牟礼川遺跡では，
２００軒を越える多くの竪穴住居群，土器捨て場，
貝塚，溝状遺構等が発見されており，長期にわ
たって多くの人が住んでいたことがわかる。遺物
では，多量の成川式土器と呼ばれる在地の土器と
ともに，初期須恵器，子持勾玉，青銅製鈴，青銅
製鏡片，ガラス製の丸玉や小玉・土製丸玉・蛇紋
岩製装飾品・勾玉等の特殊遺物も出土しているこ
とから，力のある人々の生活の様子が見え，重要
な遺跡である。住居の中から鉄器やふいごの羽口
も出土し，鉄製品を作っていたことがわかる。ま
た、鉄製釣針・石錘・土錘などの漁撈具とともに，
舟形をした軽石製品も出土しており，漁撈生活に
も頼っていたことがうかがえる。市街地の北にあ
る尾長谷迫遺跡でも４軒の竪穴住居が検出されて
おり，そのうちの１軒からは高坏形土器を再利用
したふいごの羽口や鉄床石と考えられる台石，砥
石とともに６６点の鉄滓が出土し，６世紀頃に鍜冶
場として使われていたようである。
　墓としては指宿地方で初めて発見された高塚古
墳の弥次ヶ場古墳，南摺ヶ浜遺跡の土坑墓群が発
見されている。また，山を越えた西側には南薩地
方における墓制を解明する上で重要な立石を伴う
土坑墓群のある成川遺跡があるが，ここは古墳時
代の土器である成川式土器の標式遺跡でもある。
　古代においては，貞観１６年の開聞岳噴火による
火山礫・火山灰におおわれた村落・畠などが橋牟
礼川・敷領などの遺跡で検出され，注目されてい
る。橋牟礼川遺跡では火山灰の重みで倒壊した掘
立柱建物など多くの建物・道跡・貝塚・畠跡など
からなる村落が検出されている。畠は広い範囲に
みられ，馬鍬の跡なども検出されている。多くの
出土品の中には「府」あるいは「厨」，「真」など
の墨書土器，転用硯，丸鞆・巡方もあり，敷領遺
跡とあわせて揖宿郡役所など役所的性格をもつ遺
跡と考えられている。敷領遺跡でも橋牟礼川遺跡
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備考遺物等時代地形所在地遺跡名番号

弥生・古墳低　地指宿市西方松ヶ迫・松ヶ迫
原松ヶ迫１

古墳台　地指宿市東方玉利瀬坂付玉利水源地２
柱穴，杭穴，硬化面，柱材　弥生・古墳・古代・中世丘　陵指宿市東方玉利上玉利上玉利Ⅱ３

弥生（後）・古墳・奈良～
平安・中世低　地指宿市十町字矢石　矢石　４

弥生・古墳・平安低　地指宿市十町弥次ヶ湯弥次ヶ湯５
古墳低　地指宿市東方玉利上玉利上玉利Ⅰ６

五輪塔，笠，成川式土器，青磁，
白磁古墳・古代・中世低　地指宿市十二町迫田他迫田７

縄文（後）～現代低　地指宿市十町高迫田南迫田８
弥生（中）・古墳・奈良～
平安低　地指宿市十町敷領・敷領他敷領９

円墳，弥生土器，辻堂原式土器，
笹貫式土器古墳低　地指宿市十二町赤塚弥次ヶ湯古

墳９

古墳　低　地指宿市十二町湯之里湯の里１０

古墳低　地指宿市十二町大牟礼西尾
建之後大牟礼西１１

中世山頂指宿市十二町中小路原田城跡１２
古道，起耕跡，笹貫式土器，須恵
器，青磁，土師器，輸入陶磁器，
染付　　

古墳・奈良～平安・中世　低　地指宿市十二町小田小田　１３

弥生・古墳・古代低　地指宿市十二町高田原高田原１４
柱穴，竪穴式住居，土壙，浅鉢，
深鉢，成川式土器，須恵器，鉄器，
軽石製品

縄文（晩）・弥生～近代　低　地指宿市十二町片野田片野田１５

竪穴住居，土器捨て場，貝塚，畠
跡，鍛冶遺構，土壙，成川式土器，
須恵器，子持勾玉，鉄器，青銅製
鈴，墨書土器　　

縄文（中・後・晩）～現代低　地指宿市十二町下里他橋牟礼川　１６

古道，畠跡，柱穴，成川式土器，
土師器，須恵器，青磁　

弥生（後）・古墳・奈良～
平安低　地指宿市十二町南丹波小牟

礼原他南丹波　　１７

古墳・奈良～平安低　地指宿市十二町丈六丈六１８
笹貫式土器，壺形土器，鉢形土器，
高杯古墳　　低　地指宿市十二町向吉向吉ノ

上向吉　１９

成川式土器，円盤形土製品古墳低　地指宿市十二町山王平他山王２０

本報告書
土坑墓，成川式土器，上加世田式
土器，入佐式土器，刻目突帯文土
器，石錘，異形石器

縄文・弥生・古墳・平安低　地指宿市十二町摺ヶ浜南南摺ヶ浜２１

古墳低　地指宿市十二町摺ヶ浜南牟
礼瀬　牟礼瀬　２１

上加世田式土器，入佐式土器，黒
川式土器，刻目突帯文土器，円盤
状加工品，石斧，石皿，敲石

縄文・弥生・古墳・古代山　麓
緩　斜指宿市十二町字新番所後２２

古墳台　地指宿市十二町摺ヶ浜南
黒ヶ岡　黒ヶ岡　　２３

古墳台　地指宿市十二町摺ヶ浜南道
ノ尻道ノ尻　２４

縄文・古墳台　地指宿市十二町大渡大渡　２５
縄文・古墳台　地指宿市十二町内山他　内山　２６

壺形土器，鉢形土器，甕形土器，
高杯弥生（後）・古墳低　地指宿市山川町成川下原・今

村下原・神方２７

指宿式土器縄文（中・後）台　地指宿市山川町成川内山内山　２８
山城中世山　地指宿市山川町成川５０７－１馬背城跡２９
「考古学雑誌」４３－４
「鹿児島史学」
６巻県埋文報（２４）

立石，山ノ口式土器，須玖式甕棺，
成川式土器，鉄鏃，鉄剣，鉄刀，
磨製石鏃

縄文（前・中・後）・弥生・
古墳丘　陵指宿市山川町成川曲道（成

川バイパス近辺）成川３０

成川式土器古墳丘　陵指宿市山川町成川森山３１
弥生土器，散布多し弥生（後）台　地指宿市山川町成川川口坂川口坂３２

完形壺形土器弥生（後）台　地指宿市山川町成川山根（電
波観測所内）２１４７山根貝塚３３

「日本考古学年報」
「水産講習所研究報告」
人文科学編第１号

石器，弥生土器，銅鏡，骨角器，
須恵器，人骨，骨製品，軽石製品弥生（後）崖　下指宿市山川町福元（山川港

崖下）福元洞窟３４
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と同じように掘立柱建物や畠などが検出されてお
り，「糒」・「智」などの墨書土器，転用硯，圭形
の亀トに用いられたと考えられる鉄製品など役所
的出土品がみられる。この一帯が古代の中心地
だったのであろう。また，山川湾の西壁の岩のさ
け目を古代の墓として使った福元岩陰遺跡では，
中国製の鏡も出土した。

　中世には松尾城・清見城などといった山城が周
囲にあるが，開聞岳噴火による火山礫，ゴラに広
くおおわれているため，畠などの開発が進まず，
遺跡は少ない。近世も同様であるが，鹿児島湾口
に近いこともあり，現在の港付近は交易の地とし
て栄えた。

�� �� �

　南摺ヶ浜遺跡の基本層序は，指宿市教育委員会
が実施した確認調査をもとにした。また，この層

位については，橋牟礼川遺跡の基本層位と対比し
て設定されている。

�������	
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１　層　黒褐色土 
４　層　黒色土 
５ａ層　紫ゴウ（２回目噴出堆積層） 
５ｂ層　紫ゴウ（１回目噴出堆積層） 
６　層　暗オリーブ褐色土 
７　層　青ゴウ 
９ａ層　明褐色粘室土 
９ｂ層　黒褐色土 
９ｃ層　暗褐色硬質土（パミス含） 
11　層　暗紫ゴウ 
13・14層　黒褐色土 
15　層　暗褐色土 
 

１　層　黒褐色土 
４　層　黒色土 
５ａ層　紫ゴラ（２回目噴出堆積層） 
５ｂ層　紫ゴラ（１回目噴出堆積層） 
６　層　暗オリーブ褐色土 
７　層　青ゴラ 
９ａ層　明褐色粘質土 
９ｂ層　黒褐色土 
９ｃ層　暗褐色硬質土（パミス含） 
11　層　暗紫ゴラ 
13・14層　黒褐色土 
15　層　暗褐色土 
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　指宿周辺は平安時代の開聞岳噴火出物である通
称ゴラ（５層に該当する）が腐食化した層が表土
となっており，現在の表土は礫が多く滞水性のな
い土壌である。平安時代以降の層はここでは１層
と４層にあたり，１層が黒褐色土，４層が黒色土
である。２層・３層はここでは確認されていない。
紫ゴラと呼ばれている紫灰色火山灰はこまかい礫
をも含んでおり，山クワも使えないほど固結した
層である。この付近では約１．５ｍほどの厚さがあ
る。６層は暗オリーブ褐色土の層で，奈良・平安
時代の包含層に該当する層だけが，ここでは無遺
物層である。７層は青灰色固結火山灰の層で，７
世紀第４半期頃の開聞岳起源の噴火物とされ，俗
に青ゴラと呼ばれている。この層にも細かい礫が
多く含まれ，紫ゴラ同様，固い地層である。当遺
跡では厚さが１ｍほどあり，古墳時代の土器の一

部はこれにおおわれている。８層は橙色土層だが，
ここでは検出されていない。９層は弥生時代終末
期から古墳時代にかけての包含層で，上からａ，
ｂ，ｃの３つの層に分けられる。ａ層は明褐色粘
質土，ｂ層は黒褐色土，ｃ層はパミスまじりの暗
褐色硬質土である。１０層は赤橙褐色粘質土だが，
ここでは検出されない。１１層は下部に火山礫が堆
積した俗に暗紫ゴラと呼ばれている暗紫色火山灰
層で，これも弥生中期頃の開聞岳噴火出物とされ
ている。１２層は明褐色土だが，ここでは検出され
ていない。１３層・１４層は微妙に色調の異なる黒褐
色土で，弥生時代中期の遺物包含層である。１５層
は暗褐色土で，縄文時代晩期から弥生時代前期の
遺物包含層である。この下には暗青灰色火山灰な
どが堆積しているが，以下が無遺物層となってい
る。
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　調査の対象地は道が台地を削って走るため，幅
２０ｍ～４１ｍで，確認調査によって長さ１００ｍの範
囲となった。グリッドは道路予定の中心杭ＨＮ０５と
ＨＮ０６を結ぶ線を中軸線とし，１０ｍ四方をひとつの
区にすることとした。それぞれのグリッドは北か
らＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ，西から１・２・３・・・１２とし，それ
ぞれの区はＡ－１区，Ａ－２区などと呼んでいる。
　調査は用地買収が完全にできず立退き等が遅れ
たため，単年度ではできず，１７年度と１９年度の２
回に分けて行うこととした。１７年度がＢ・Ｃ・Ｄ
－２～７区，１９年度がＤ－２～６区，Ａ～Ｅ－７
～１２区である。当初，７層までを重機で剥ぐ予定
だったが，７層上面で壺形土器が出てきたため，
６層までとし，６層から人力に変えたが，その後
出土しなかったため，７層途中までを重機で剥ぎ，
その後は人力で調査した。６区までは縄文土器だ
けの出土だったため，山クワやジョレンを使って
の作業だった。７区から東側は古墳時代の墓地と
なったため，遺構面までを山クワやジョレンを用
い，遺構は移植ゴテなどを用いる作業とした。
　当遺跡は縄文時代から古墳時代の複合遺跡であ
るが，６区以西は縄文時代の単純遺跡で，逆に７

区以東は古墳時代の墓地を主体とする遺跡である。
縄文時代の遺物は晩期の上加世田式土器や入佐式
土器・刻目突帯文土器を主体とし，これに伴って
打製石斧や石皿・磨石・石錘など多種の石器が出
土している。遺構は検出されていないが，多くの
頁岩剥片・チップ等が出土していることから，打
製石斧等の製作跡のあったことが想定される。弥
生時代の土器も少量であるが出土しており，前期
の突帯文土器や中期の入来Ⅰ式土器，入来Ⅱ式土
器などがある。磨製石鏃も１点出土している。
　弥生時代終末期～古墳時代中期の土器はこの遺
跡の主体となる時代のものである。遺構として，
壺棺墓１６基，甕棺墓１基，円形周溝墓１２基，土坑
墓７２基，立石２５基などがあり，土器の集中区など
もみられる。供献土器と思われる立位の土器群な
ども遺構のひとつであろうが，元位置を留めてい
るか否かの判断がつきにくい。多量の土器ととも
に，鏃・刀・剣などの鉄製品，磨製石鏃・砥石な
どの石製品も出土しているが，いずれも供献品と
思われる。土器の中には丹塗土器・線刻画土器・
二重口縁壺などの特殊なもののほかに や小型壺
などの須恵器もみられる。
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　縄文時代晩期の遺物は，１５層で主として出土し
ている。１５層は，開聞岳噴出物の黄ゴラ層の上に
該当し，既存の土器型式でいうと上加世田式土器
から刻目突帯文が全区から出土している。縄文時
代晩期の主体は１５層であるが，１３層～１６層間でも
出土している。
　なお，石器は打製石鏃，磨製石鏃，石匙，石錐，
楔形石器，異形石器，磨製石斧，打製石斧，石皿，
磨石，敲石，石錘のほかに，石器製作に関わる調
整剥片が多く確認される。土器については，深鉢
形土器を６類，浅鉢形土器を３類に区分した。遺
構は検出されていない。
������
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　①深鉢
　深鉢は，口縁部の形状及び口縁部文様帯の沈線
文の本数を視点としてⅠ類～Ⅵ類に区分し，特に
Ⅱ類土器についてはａ，ｂに細分した。土器片の
数は多いが，接合するものが少なく口縁部を中心
に分類を行った。
Ⅰ類（第７図１～５）
　口縁部施文帯幅が狭く，直線的に立ち上がるも
のをⅠ類とした。口縁部が頸部から外に開く１～
３と，短く直線的に立ち上がる４・５が存在す
る。
　１の復元口径は３２�で，口径と胴部屈曲部径が
ほぼ一致する。口縁部の内外と胴部下位は横方向
に，胴部上位は縦方向に丁寧にみがかれる。２は
短く直行する口縁部に２本の沈線文を深く巡らし，
５は内傾する。２は横方向にみがき，５はヘラ状
工具の横方向ナデが確認できる。
Ⅱ類
　頸部屈曲部から直線的に外に開き，沈線文を回
旋する施文帯として発達する一群をⅡ類土器とし
て一括した。また，回旋する沈線文４本で構成す
る一群をⅡａ類，５本以上で構成する一群をⅡｂ
類と細分している。本遺跡の主体を成す深鉢形土
器で，入佐式土器に該当するものと考えられる。
Ⅱａ類（第７図６～２２）
　沈線文が４本のものを抽出しているが，施文帯
は６�に達するものもあり，概して沈線文はやや

太めで且つ深く刻まれる傾向にある。また，頸部
からの屈曲は特に内面で明瞭であり，内外の器面
調整は横方向に丁寧にナデている。
Ⅱｂ類（第８図２３～３７）
　口縁部は外に開き，沈線の条数は５本以上であ
り，沈線が雑に施文されているものも見られる。ａ
類に比べて沈線文は細くなる傾向がある。２７の復
元口径は３１．２�，２９の施文帯は大きく作り出され，
８�以上が現存する。器面調整はａ類と同じである。
Ⅲ類（第８・９図３８～４６）　
　抽出した９点からは屈曲部が確認できていない
が，その形状及び器壁状況から，Ⅱ類同様の器形
が想定される。多条の沈線文で施文し，沈線の規
則性は見いだしがたい。３８や４０は貝殻腹縁部で，
４３～４５等は櫛状工具で施文した可能性が高い。一
方，器面調整は丁寧にナデている。
Ⅳ類（第９図４７～５５）
　胴部が屈曲し，口径より屈曲部の胴部が大きく
なる一群で，口縁部は屈曲部から内傾する。器壁
は総じて厚めで，内外面の器面調整はいわゆる条
痕調整である。４７で２７．８�，５２で２８�の口径が復
元できる。
Ⅴ類（第１０図５６～５８）
　口縁部が内傾するが，口縁端部がわずかに外反
する。５６は，刻目突帯が口縁部下位及び胴部屈曲
部に配され，断面三角形の突帯にはヘラ状工具で
刻目が垂直方向に刻んでいる。割れた状態で集中
して出土したが，掘り込み等の関連する遺構は確
認できていない。また，底部の破片が見つからず
打ち欠いたことも考え観察をしたが，摩耗が激し
く確認することはできなかった。突帯間に２個の
穿孔がみられる。５７は刻目突帯を口縁端部に貼り
付け，５８は胴部の一部に貼り付ける。
Ⅵ類（第１０図５９～６７）
　Ⅰ～Ⅴ類の土器に該当しない資料を一括した。
５９～６３の器面は内外面共に丁寧にみがかれ，５９で
は波状に，６１では菱形を呈するように沈線文が施
されている。６７は底部片と考えられるが，摩滅が
非常に激しい。
胴部片（第１１図６８～７０）
　破片は多いが，ここでは接合作業を経て大きく
なった３点を報告する。６８は，胴部がくの字形に

�������	
��
�



－１５－

�������	
��
����

�������	
� �������	
�



－１６－

�������	�



－１７－

�������	�



－１８－

�������	�

屈曲し入佐式土器の特徴が見られる。６９は内外面
ともにミガキによる調整がされており，浅鉢Ⅰ類
の１３１・１３２に形状が似ている。７０は肩部に補修孔

が見られる。他に接合するものが無く，孔は一つ
だけしか確認できなかった。
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胎土色調調整・文様分類部位器種層出土区掲載№挿図№ 内面外面内面外面
角閃石・輝石黄褐黒褐ミガキ・ナデミガキ・ナデ・凹線Ⅰ口縁深鉢１５Ｂ５１

７

輝石黒褐黒褐ミガキ・ナデミガキ・凹線Ⅰ口縁深鉢１５Ｂ５２
輝石にぶい黄褐黒褐ナデナデ・凹線Ⅰ口縁深鉢１５Ｂ５３
角閃石赤褐黒褐ナデナデ・凹線Ⅰ口縁深鉢１５Ｃ６４
輝石にぶい橙にぶい赤褐ナデナデ・凹線Ⅰ口縁深鉢１５Ｂ６・Ｃ６５
角閃石褐灰黒褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｂ６６
角閃石・輝石黒褐黒褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｂ６７
角閃石・輝石にぶい黄褐赤褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５８
角閃石・輝石にぶい橙赤褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｂ６９
角閃石・輝石橙明黄褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１０
輝石橙橙ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｂ４・Ｃ５１１
角閃石・輝石にぶい褐にぶい橙ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１２
輝石橙にぶい黄褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１３
輝石にぶい褐にぶい赤褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５・６１４
角閃石・輝石にぶい褐にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１５
角閃石・輝石にぶい黄橙にぶい黄褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１６
角閃石・輝石にぶい褐にぶい赤褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１７
角閃石・輝石にぶい褐にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５１８
角閃石・輝石褐にぶい黄褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ４１９
角閃石・輝石褐黄褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ５２０
角閃石・輝石黒褐黒褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｃ７２１
輝石にぶい褐黒褐ナデナデ・凹線Ⅱａ口縁深鉢１５Ｂ５２２
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底部片（第１１図７１～９１）
　底部片は，胴部と底部の境目が不明瞭な底部Ⅰ
類７１～７６，胴部と底部の境目が明瞭な底部Ⅱ類７７
～８１，底部に台形状の張り出しが見られる底部Ⅲ
類８２～８９，円盤貼付けのみられる底部Ⅳ類９０・９１
の４つに分類が可能である。何らかの圧痕が認め
られるものもあったが，その種類について分類す
ることはできなかった。
②組織痕土器（第１２図９２～９８）
　組織痕がはっきりと見られる土器を図化した。
組織痕としては，編布の圧痕であると考えられる。
いずれも小破片のため正確な部位は特定できない
が，鉢の胴あるいは底部と思われる。

③浅鉢
　浅鉢は，口径と胴径のどちらが大きいかでⅠ・
Ⅱ類に分類した。浅鉢はいわゆる精製土器で，内
外面共に丁寧にみがかれる。
Ⅰ類（第１３図９９～１１０）
　口径が胴径よりも大きく，くびれから上が長い。
また，口唇部下に沈線をめぐらすものもある。口
縁部が短く立ち上がり，胴部で明瞭に屈曲し底部
に至る形状を呈し，口唇部は丸くその外面端部に
は沈線文が１条付されるものをⅠ類とした。口縁
部が短く直立し，胴部屈曲から口縁部にかけて長
く大きく開く９９～１０３と，口縁部までが短く外側
に大きく反った１０４～１１０が見られる。　
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胎土色調調整・文様分類部位器種層出土区掲載№挿図№ 内面外面内面外面
金雲母・輝石にぶい橙にぶい褐ていねいなナデていねいなナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ４２３

８

角閃石・輝石にぶい褐にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ５２４
金雲母明黄褐明黄褐ていねいなナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ４２５
金雲母・輝石にぶい橙にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｂ４２６
金雲母にぶい橙にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｂ５２７
角閃石・輝石にぶい黄橙黒褐ナデていねいなナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｂ３２８
金雲母黒褐にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｂ２２９
金雲母・角閃石黄灰黄灰ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ４３０
金雲母・角閃石・輝石暗赤灰暗赤褐ていねいなナデていねいなナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ６３１
金雲母・輝石暗赤灰暗赤褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ４３２
金雲母・角閃石・輝石暗赤灰暗赤灰ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｄ５３３
角閃石・輝石赤褐暗赤褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１３・１４Ｃ２３４
金雲母・角閃石・輝石暗赤灰赤褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｂ４・Ｃ４３５
角閃石にぶい橙暗赤褐ナデナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｄ４３６
金雲母・角閃石・輝石暗赤灰暗赤灰ナデていねいなナデ・凹線Ⅱｂ口縁深鉢１５Ｃ４３７
角閃石・輝石にぶい黄褐にぶい褐ナデ貝殻条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｂ３・Ｂ４３８
金雲母・角閃石・輝石にぶい橙黒褐不明貝殻条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｃ６３９
金雲母・角閃石にぶい橙橙ていねいなナデ貝殻条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｂ４４０
金雲母・角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい橙ていねいなナデ貝殻条痕もしくは条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｂ４４１
角閃石・輝石黒褐黒褐ていねいなナデ貝殻条痕もしくは条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｄ４４２
角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい橙ていねいなナデ条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｂ４・Ｂ５４３

９

角閃石橙にぶい橙ていねいなナデ条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｂ５４４
金雲母・角閃石橙にぶい橙ナデ条痕Ⅲ口縁深鉢１５Ｂ４４５
角閃石・輝石にぶい橙橙ナデ条痕後ナデⅢ口縁深鉢１５Ｂ４４６
角閃石明黄褐にぶい黄橙ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｄ４・Ｄ５４７
輝石にぶい黄橙黒褐ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｄ４４８
輝石にぶい赤褐暗赤褐ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｄ５４９
角閃石・輝石にぶい橙にぶい橙ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｄ４５０
角閃石にぶい橙にぶい褐ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｂ４５１
輝石にぶい黄橙にぶい橙ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｃ６５２
角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい橙ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｃ５５３
金雲母・輝石にぶい橙にぶい赤褐ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｄ４５４
角閃石黒褐黒褐ナデナデⅣ口縁深鉢１５Ｄ６５５

角閃石・輝石明黄褐にぶい黄橙ミガキ・ナデミガキ・ナデⅤ完形深鉢１５Ｂ６５６

１０

指頭圧痕刻目突帯二条
角閃石・輝石にぶい黄橙褐灰ミガキ・ナデミガキ・ナデ・刻目Ⅴ口縁深鉢１５ＢＣ７・Ｃ６５７
金雲母褐灰黒褐工具ナデ工具ナデ・刻目Ⅴ胴部深鉢１５Ｃ６５８
金雲母・角閃石にぶい赤褐にぶい赤褐ていねいなナデナデ・凹線Ⅵ口縁深鉢１５Ｂ６５９
角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい褐ナデナデ・凹線Ⅵ口縁深鉢１５Ｂ４６０
金雲母・角閃石にぶい赤褐にぶい赤褐ていねいなナデナデ・凹線Ⅵ口縁深鉢１５Ｂ３６１
角閃石赤褐にぶい赤褐ナデナデ・凹線Ⅵ口縁深鉢１５Ｃ５６２
輝石にぶい赤褐にぶい橙ナデナデ・突帯Ⅵ口縁深鉢１５Ｂ５６３
角閃石にぶい橙にぶい橙ナデナデⅥ口縁深鉢１５Ｃ４６４
金雲母にぶい橙橙ていねいなナデナデⅥ胴部深鉢１５Ｃ６６５
金雲母・輝石にぶい橙橙ナデナデⅥ胴部深鉢１５Ｂ１６６
輝石にぶい橙にぶい橙指ナデナデⅥ底部深鉢１５Ａ１０６７
角閃石・輝石にぶい黄橙灰褐工具ナデ・指ナ

デ工具ナデ胴胴部深鉢１５Ｃ４６８

１１ 金雲母・角閃石褐灰黒褐ミガキ・ナデミガキ胴口縁～
胴部深鉢１５Ｃ４６９

角閃石・輝石灰褐灰褐ナデナデ胴胴部深鉢１５Ｃ４７０
金雲母・角閃石・輝石黒褐にぶい橙ナデナデⅠ底部深鉢１５Ｂ３７１
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Ⅱ類（第１３・１４図１１１～１２７）
　頸部から口縁部までの距離が短くなり，頸部の
屈曲は不鮮明となる。
　１１１～１１４は，Ⅰ類の特徴であった口唇部外面の
沈線文が無くなり，口唇部の内外面はそのまま丸
く収められ，胴部が器の最大となる。
　１１５・１１６は口唇部が最大部であるが，屈曲部の
形状は個体差が見られる。１１５は屈曲部から口唇
部までが短く，１１６では内面に整形時のアクセン
トで屈曲部を表している。１１７～１２７は，頸部屈曲
部から口縁部までが短く，胴部が発達した形状を
呈している。胴部が丸く膨らみマリ形を成す１１８
～１２０と椀形を成す１２１，１２３，１２４とが見られる。

Ⅲ類（第１４図１２８～１３６）
　Ⅰ・Ⅱ類に分類できなかった土器を掲載した。
　１２８は屈曲部上位が内弯気味に立ち上がり，口
唇部は４カ所が山状に突起し，胴部は丸く作られ
る。口唇部外面は面取りされ，内面には沈線文が
１条巡らされる。１２９・１３０は，口唇部が外反し幅
が広い。口縁部のくびれ部分に浅い沈線が見られ
る。１３１・１３２は口縁部幅が広く深鉢の可能性もあ
る。調整がミガキであり他の深鉢形土器とは調整
方法が異なるためこの類に分類した。１３３・１３４は，
胴部及び頸部の屈曲が無く，器高の低い小型の一
群である。１３５は，１点の確認であるが，口縁部
が外反し，胴部で屈曲する形状をもつ。
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胎土色調調整・文様分類部位器種層出土区掲載№挿図№ 内面外面内面外面
金雲母・角閃石・輝石黒褐にぶい赤褐ナデ・ミガキナデⅠ底部深鉢１５Ｂ３７２

１１

角閃石・輝石にぶい黄橙にぶい橙不明ナデⅠ底部深鉢１５Ｂ５７３
角閃石黒にぶい赤褐ていねいなナデナデⅠ底部深鉢１５Ｃ４７４
金雲母・輝石にぶい黄橙にぶい黄橙不明ナデⅠ底部深鉢１５Ｂ６７５
角閃石・輝石にぶい橙にぶい赤褐ナデナデⅠ底部深鉢１５Ｂ４７６
角閃石・輝石にぶい黄褐赤褐不明ナデ・ミガキⅡ底部深鉢１５Ｃ４７７
角閃石にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ・ミガキⅡ底部深鉢１５Ｂ４７８
輝石黒褐にぶい赤褐不明ナデⅡ底部深鉢１５Ｃ６７９
金雲母・角閃石・輝石黒褐にぶい橙不明ナデⅡ底部深鉢１５Ｃ６８０
角閃石明黄褐にぶい黄褐不明ナデⅡ底部深鉢１５Ｄ４８１
角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい赤褐ナデナデⅢ底部深鉢１５Ｂ１８２
角閃石・輝石にぶい黄橙赤褐ナデミガキⅢ底部深鉢１５Ｃ４８３
角閃石・輝石黄褐褐不明ナデⅢ底部深鉢１５Ｃ４８４

金雲母・角閃石にぶい赤褐明赤褐ナデナデⅢ底部深鉢１５Ｂ４・Ｂ５８５ Ｃ４　　 
輝石にぶい赤褐にぶい赤褐不明ナデⅢ底部深鉢１５Ｂ２８６
角閃石・輝石にぶい橙にぶい橙不明ナデⅢ底部深鉢１５Ｂ２８７

にぶい赤褐にぶい赤褐ナデナデⅢ底部深鉢１５Ｃ４８８
角閃石にぶい橙にぶい橙ナデナデⅢ底部深鉢１５Ｂ２８９
角閃石にぶい赤褐にぶい赤褐不明ナデⅣ底部深鉢１５Ｄ５９０
金雲母・輝石赤褐赤褐不明ナデⅣ底部深鉢１５Ｂ６９１
角閃石・輝石にぶい黄褐赤褐不明組織痕組織痕胴部深鉢１５Ｃ５９２

１２

金雲母にぶい赤褐にぶい赤褐不明組織痕組織痕胴部深鉢１５Ｃ６９３
金雲母にぶい黄橙にぶい赤褐不明組織痕組織痕胴部深鉢１５Ｂ７９４
輝石にぶい黄橙赤灰不明組織痕組織痕胴部深鉢１５Ｃ５９５
角閃石・輝石にぶい黄褐にぶい赤褐不明組織痕組織痕胴部深鉢１５Ｂ５９６
金雲母・輝石にぶい褐明褐不明組織痕組織痕胴部深鉢１５Ｂ６９７
金雲母にぶい黄褐にぶい赤褐ナデ組織痕組織痕胴部深鉢１３・１４Ｃ６９８
角閃石黒褐黒褐ミガキミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｃ６・Ｄ４９９

１３

輝石黒褐黒褐ミガキミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｄ５１００
金雲母・角閃石・輝石黒褐黒褐ミガキミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｂ１１０１
角閃石・輝石にぶい赤褐暗赤褐ミガキミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｃ３１０２
角閃石・輝石にぶい黄褐褐灰ていねいなミガキミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｃ３１０３
角閃石・輝石黒褐黒褐ミガキミガキⅠ口縁浅鉢１５Ｄ４１０４
金雲母暗赤灰暗赤灰ミガキ・ナデ・凹線ミガキⅠ口縁浅鉢１５Ｂ５１０５
金雲母・輝石暗赤灰暗赤灰ミガキ・凹線ミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｃ４１０６
金雲母・角閃石にぶい赤褐暗赤褐ミガキ・浅い凹線ミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｃ４１０７
角閃石・輝石暗赤褐暗赤灰ミガキ・浅い凹線ミガキ・ナデⅠ口縁浅鉢１５Ｃ４１０８
金雲母・角閃石・輝石暗赤灰暗赤灰ミガキ・浅い凹線ミガキ・凹線Ⅰ口縁浅鉢１５Ｃ４・Ｄ４１０９
角閃石・輝石暗赤褐暗赤褐ミガキ・浅い凹線ミガキ・ナデⅠ口縁浅鉢１５Ｃ５１１０
金雲母・角閃石・輝石にぶい黄橙灰褐ミガキ・ナデミガキⅡａ口縁浅鉢１５Ｂ２１１１
角閃石・輝石褐灰黒褐ミガキミガキⅡａ口縁浅鉢１５Ｂ２１１２
角閃石・輝石黒黒褐ミガキミガキⅡａ口縁浅鉢１５Ｂ３１１３
輝石にぶい黄橙明黄褐ナデナデⅡａ口縁浅鉢１５Ｂ５１１４
角閃石・輝石暗灰黄黒褐ミガキ・凹線ミガキ・凹線Ⅱｂ口縁浅鉢１５Ｃ４１１５
角閃石・輝石灰褐黒褐ミガキ・浅い凹線ミガキ・凹線Ⅱｂ口縁浅鉢１５Ｃ４１１６
角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい赤褐ミガキ・凹線ミガキ・凹線Ⅱｂ口縁浅鉢１５Ｃ５１１７
角閃石・輝石にぶい赤褐にぶい赤褐ミガキ・凹線ミガキ・凹線Ⅱｂ口縁浅鉢１５Ｂ６１１８
金雲母・角閃石・輝石浅黄にぶい黄橙ミガキ・浅い凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ４・Ｃ４１１９
角閃石灰黄灰黄ミガキ・浅い凹線ミガキ・浅い凹線Ⅱｂ口縁浅鉢１５Ｃ４１２０
金雲母・角閃石黒褐黒褐ミガキ・凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ２１２１
角閃石にぶい赤褐黒褐ミガキ・凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ２１２２
金雲母黒褐黒褐ミガキ・浅い凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｄ４１２３
角閃石灰褐黒褐ミガキ・凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ４１２４
角閃石褐灰褐灰ミガキ・浅い凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ３１２５

１４

金雲母・角閃石・輝石褐灰黄灰ミガキ・浅い凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ４１２６
角閃石・輝石黒褐黒褐ミガキ・浅い凹線ミガキⅡｂ口縁浅鉢１５Ｂ４１２７
角閃石・輝石褐灰にぶい褐ミガキ・凹線ミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｃ３１２８
角閃石・輝石褐灰黒褐ミガキミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｃ５１２９
角閃石・輝石黒褐黒褐ミガキミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｂ５・Ｃ５１３０
金雲母・輝石黒褐黒褐ミガキミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｂ３１３１
角閃石・輝石黒黒褐ミガキミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｂ２１３２
輝石黒褐黒褐ミガキ・ナデミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｂ２１３３
輝石黒褐にぶい赤褐ミガキミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｃ４１３４
輝石明赤褐明赤褐ミガキミガキⅢ口縁鉢１５Ｄ５１３５
角閃石・輝石にぶい褐にぶい褐ミガキミガキⅢ口縁浅鉢１５Ｃ７・Ｄ５１３６
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　①打製石鏃（第１５図Ｓ１～Ｓ１１）
　Ｓ１～Ｓ３（以下，Ｓは略す）は平基の三角形
鏃で，１が正三角形，３は二等辺三角形，２はそ
の中間に位置する。１の背面は礫面で，石鏃剥離
は縁辺に限られ，腹面は素材剥離面を多く残す。
　４～１１は凹基で，それらの中で４～７，９は，
両脚の形状に特徴的な共通点が見られる。９はそ
の長身鏃，他は三角形鏃である。１０は凹基の正三
角形鏃，１１はその凹二等辺三角形鏃となる。
　②石匙（第１６図Ｓ１３～Ｓ１５）
　１３は両面を剥離面で構成する扁平な剥片を利用
したもので，頭部と左側縁の一部が欠損する。１４
は頭部片いわゆる“摘み部”で，体部が大きく失
われている。１５は不定形な横長剥片の一部に摘み
（頭部）を設けた，不定形石器である。
　③石錐（第１６図Ｓ１６～Ｓ１８）
　先端に水平方向の回転擦痕が観察されたのを石
錐とした。
　１６は表面に礫面を残す横長の不定形剥片の端部
に，両面から交互の剥離により断面形が凸レンズ
状の錐部に仕上げている。１８は加工部が錐状に仕
上げられた二次加工剥片である。
　④楔形石器（第１７図Ｓ１９～Ｓ２３）
　上端と下端に対峙する方向の剥離面及び衝撃痕
が観察されることから，楔形石器と判断した。１９
の正面は礫素材面で，裏面は剥離面がそのまま残
される。２０は，打点移動する石核から取り出され
た調整剥片を素材としている。２２の正面下端の微
細剥離面は衝撃痕と判断した。２３は残核の再利用
と思われ，正面下端に衝撃痕が認められる。
　⑤石核（第１７図Ｓ２４・Ｓ２５）
　２４の最終剥離（作業面）は平坦打面から行って
いるが，先行した裏面の打面は９０度転移している。
２５も打面転移が見られ，横長・縦長の不定形剥片
が取り出されたと見られる。
　⑥異形石器（第１７図Ｓ２６・Ｓ２７）
　西北九州産の良質な黒曜石を用いたもので，２
点とも中央部付近の断面形が凸レンズ状を呈して
いる。
　２６の右側縁部は先行する剥離面であり，正面右
側の整形剥離がこの面より実施されていることか
らこの形状が最終形状と判断される。なお，裏面
は剥離面がそのまま残されている。２７も同様と判

断している。
　⑦微細剥離痕剥片（第１８図Ｓ２８～Ｓ３５）
　剥片の一部に小剥離及び微細剥離痕が認められ
るもので，残される剥離面の角度は鋭角である。
なお，３０・３１の小剥離痕は明瞭で，３０では両側縁
部に，３１は下端に認められる。２９・３２は縦長剥片
の左側縁部を中心に微細剥離痕がみられる。
　⑧両面加工石器（第１８図Ｓ３６～Ｓ３８）
　石鏃製作の痕跡は確認できていないが，３６は未
製品の可能性が高い。３７は厚手の剥片の両側縁に
剥離を加えたもので，完成品に近いのかもしれな
い。３８は白色の玉随を用いた両面加工石器で，平
坦打面から取り出した横広剥片を素材としている。
最終的には，分厚い打面の除去が障害となり放棄
したと見られる。
　⑨その他の剥片石器（第１９図Ｓ３９～Ｓ４４）
　３９はチャート剥片で，二次加工は判然としない。
４０は，表裏に礫面を残す一次剥片で，左側縁部に
刃つぶし状の二次加工が見られる。西北九州産の
良質な黒曜石である。４１はホルンフェルスの剥片
の右側縁部に，刃部形成が見られる，加工痕剥片で
ある。４２は，断面三角形の不定形剥片を使用したも
ので，主剥離面を切る複数の剥離が見られる。楔形
石器或いは剥片石器の未製品と見られ，鹿児島市
三船産黒曜石と考えられる。４３は，礫面を残す一
次剥片の左側縁部に，表面方向から刃部が造られ
る。樋脇町上牛鼻産黒曜石と考えられる。４４は頁
岩で，不定形剥片の縁辺部に二次加工が見られる。
　⑩磨製石斧（第２０図Ｓ４５～Ｓ４８）　
　４６は重量感のあるホルンフェルス製の部分磨製
石斧で，刃部を中心に磨かれている。体部の整形
は丁寧な叩打仕上げがなされ，刃部欠損後も使用
されている。４７も同じ石材で，叩打整形後，大部
分を丁寧に磨き仕上げている。断面形から棒状石
斧と判断できる。なお，刃部の破損は使用による
と見られるが，体部の破損状況からは熱破損の可
能性が伺われる。４８の両面の刃部には磨き面が残
ることから，刃部主体の部分磨製石斧の破損品と
見られる。
　⑪打製石斧（第２０図Ｓ４９～Ｓ６５）
　本遺跡では，４９～７２の２４点を一括して取り扱っ
たが，主に短冊形と分銅形で構成し，４９・５０・５２
～５４が短冊形，５５～６２が分銅形で他は製作に関わ
る資料の可能性も高い。また，使用石材が黒色の
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頁岩と灰色のホルンフェルスで，それらが薄く剥
離される特徴を利用し扁平な石斧を作り出してい
る。なお，黒色の頁岩５０～５４・６０・６３・７１・７２の表
裏には，特徴的に多量のマンガンが付着している。
　４９の裏面は横広剥片の主要剥離面に相当し，剥
離面及び刃部を構成する剥離ライン等が著しく摩
滅している。５０は頭部が欠損した短冊形，５１は成形
剥片である。５２の左側縁は厚みのある素材に丁寧
な整形剥離が見られるが，右側縁はシャープな剥
離面で構成することから，整形段階のアクシデン
トの可能性もある。５３は最長１６�の短冊形の典型
で，刃部を含め丁寧な整形剥離が見られる。５４は
薄い剥片素材を使用したもので，側縁成形と刃部
の叩打により摩滅が見られることから取り扱った。
　５５の正面左頭部には，ローリングした礫面がそ
のまま残される。礫面を残した剥片素材に成形加
工を施しているが，刃部は大きく損傷し，敲打具
的機能が推測される。５６の頭部は節理で欠損し，
やや厚手の剥片素材に二次加工を加えている。５７
の頭部は上位方向からの加撃で欠損するが，刃部
は鋭利な状況を保っている。５８・６１・６２は刃部が

再生される。５９は刃部が欠落し，全体が激しく摩
耗し，抉りが上部に設置されている。なお，正面
頭部には，礫面が確認できる。６０の最大長は１４�
で，横広の剥片を用い，抉りは浅い。６３の素材は
扁平礫の可能性が高い。図示したように，上部は
両面からの二次加工で突起状に，右側縁部から下
半部には敲打痕が残される。
　６５は図示した下位部を刃部と判断し，６６の右側
は大きく欠損するが，左側縁部と下縁部に成形剥
離が認められる。６７の右側縁部には整形加工が確
認できるが，左側縁にはシャープな剥離面を残し，
また，正面右側上部には平坦な摩耗面が残される。
６８も横広剥片の周辺に，平坦剥離状の浅い二次加
工が施される。６９の裏面は主要剥離面で，上下及
び両側縁の中央部に抉入状の加工が見られ，石錘
状の仕上がりとなっている。７０については，下半
部が欠落したと判断した。７１の上半部は欠落する
が，最大幅が１０�を越すことから大型であったと
推測できる。刃部も大きく欠損する。７２は下半部
が欠落した後，刃部の再生が認められる。
　石斧の石材として多く使われているのが，黒色
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重さ（g）厚さ（�）幅（�）長さ（�）石材層出土区器種掲載№挿図№
０．９５０．２２．０２．３頁岩１５Ｂ２打製石鏃１

１５

１．３６０．４１．９２．３頁岩１５Ｂ３打製石鏃２
２．０３０．５１．８２．６頁岩１５Ｂ２打製石鏃３
０．５８０．２１．８１．６頁岩１５Ｃ５打製石鏃４
０．７７０．４１．６１．７黒曜石１５Ｂ５打製石鏃５
０．５８０．３１．５１．７黒曜石１５Ｂ１打製石鏃６
＋０．５００．３＋１．２１．８黒曜石１５Ｂ２打製石鏃７
＋０．８００．３＋１．４＋１．８黒曜石１５Ｃ４打製石鏃８
０．８９０．５１．３２．２頁岩１３・１４Ｃ６打製石鏃９
０．８２０．２１．８２．１頁岩１５Ｂ３打製石鏃１０
１．３５０．４１．８３．０頁岩１５Ｂ２打製石鏃１１
２．０９０．３２．２３．９ホルンフェルス１５Ｂ２磨製石鏃１２
５５．６００．９８．５６．９頁岩１５Ｃ４石匙１３

１６

３７．６０１．２５．２６．１ホルンフェルス１５Ｂ１石匙１４
１５．７２１．１３．１５．５チャート１５Ｂ４石匙１５
０．９２０．６１．６２．４黒曜石１５Ｂ７石錐１６
１．４００．４１．２２．３玉随１５Ｂ２石錐１７
１．８００．６１．４２．７頁岩１５Ｂ３石錐１８
９．２０１．２２．５３．０頁岩１５Ｃ５楔形石器１９

１７ ２．２００．８２．０１．９黒曜石１５Ｂ６楔形石器２０
１．８００．５１．１２．７水晶１５Ｂ６楔形石器２１
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の頁岩と灰色のホルンフェルスである。今回の調
査では，これらの石材を使って石器製作をおこ
なった際に出ると考えられる剥片も多数見つかっ
ている。主に調査区Ｂ～Ｃ―４～６区を中心に分
布している状態であった。
　特に黒色の頁岩の破片が多く，中でも図５０～
５４・６０・６３・７１・７２で見られる多量のマンガンが
付着した頁岩の破片が大部分を占めている。これ
らの破片の分布状況から考えると，石材を持ち込
んで石器製作をおこなったり，再加工するなどの
作業をこの場でおこなった可能性がある。
　⑫その他の剥片（第２２図Ｓ７３～Ｓ９１）
　７３は摘み状の仕上がりが見られるが，判然とし
ない。６７は裏面の剥離状況から分銅形石斧の破損

品で，周辺加工からその後の二次利用が想定され
る。７４は刃部周辺の破損品，７５は製品の破損品或
いは製作段階の可能性が想定される。７７の頂部は
ローリングされた平坦面，他の３面には粗の二次
加工が見られるが，その用途は明らかでない。７８
の下半部は大きく欠損し，両側縁部に二次加工が
施される。７９は，裏面に剥離面がそのまま残る欠
損品である。８０も欠損品で，右側縁部を中心に二
次加工を行い再利用したと見られる。８１は摩耗が
激しく詳細な観察は出来ないが，二次加工と使用
による打撃痕は確認できる。８２の右側縁部には刃
こぼれ状の小剥離が見られる。８３はその形状から
円盤状石器（石斧）を想起するが，図化した右側
縁部が破損した石斧の可能性も指摘でき，左側縁
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重さ（g）厚さ（�）幅（�）長さ（�）石材層出土区器種掲載№挿図№
８．８０．７２．３３．５頁岩１５Ｂ６楔形石器２２

１７

４．５１．２２．０２．４黒曜石１５Ｃ６楔形石器２３
７．０１．７２．５２．３黒曜石１５Ｃ６石核２４
４６．３３．９４．４２．９黒曜石１５Ｂ２石核２５
１．００．３５１．２２．９黒曜石１５Ｂ３異形石器２６
０．９０．５０．９２．９黒曜石１５Ｃ５異形石器２７
９．１１．４２．８３．３黒曜石１５Ｂ５微細剥離痕剥片２８

１８

２．８０．３２．１３．８ホルンフェルス１３－１４Ｂ５微細剥離痕剥片２９
３．２０．４２．１３．４黒曜石１５Ｂ５微細剥離痕剥片３０
２．８０．４２．４２．５黒曜石１５Ｂ７微細剥離痕剥片３１
１４．６０．８４．３３．８頁岩１５Ｃ６微細剥離痕剥片３２
９．００．７２．５５．１チャート１５Ｂ４微細剥離痕剥片３３
７．４１．５１．６３．９玉随１５Ｃ５微細剥離痕剥片３４
１．００．２１．６３．０頁岩１５Ｂ３微細剥離痕剥片３５
＋２．３０．５＋２．３＋２．０安山岩１５Ｃ５両面加工石器３６
４．４０．９２．１２．７玉随１５Ｃ６両面加工石器３７
２６．４１．６３．６５．０玉随１５Ｂ５両面加工石器３８
１０．２１．０２．６３．９チャート１５Ｂ２剥片石器３９

１９

９．０１．１２．５４．６黒曜石１５Ｃ６剥片石器４０
１２．８０．７３．１４．８ホルンフェルス１５Ｃ４剥片石器４１
８．４１．１２．６３．５黒曜石１５Ｂ２剥片石器４２
１８．０１．２３．７４．７黒曜石１３－１４Ｃ６剥片石器４３
２０．０１．０３．７４．３頁岩１５Ｂ５剥片石器４４
３８８．０３．５５．７１４．８花崗岩１５Ｂ５磨製石斧４５

２０

３０１．６３．１５．４１４．６ホルンフェルス１５Ｃ８磨製石斧４６
＋７９．６２．１３．０＋８．５ホルンフェルス１５Ｂ６磨製石斧４７
４７．８１．２６．１７．４頁岩１５Ｂ２磨製石斧４８
１２５．６１．４６．１１１．０頁岩１５Ｄ７打製石斧４９
６６．２１．１５．２９．８頁岩１５Ｃ６打製石斧５０
４８．２１．１５．６７．８頁岩１５Ｂ４打製石斧５１
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重さ（g）厚さ（�）幅（�）長さ（�）石材層出土区器種掲載№挿図№
１４４．５２．０６．８１１．７頁岩１５Ｂ４打製石斧５２

２０

２３５．０２．３６．５１５．９頁岩１５Ｂ４打製石斧５３
７０．０１．２５．５１２．０頁岩１５Ｂ５打製石斧５４
２０２．４１．６６．７１３．２ホルンフェルス１５Ｂ５打製石斧５５
１２９．２１．７７．１１０．９ホルンフェルス１５Ｃ４打製石斧５６
２３９．８１．９７．６１２．９ホルンフェルス１５Ｃ６打製石斧５７
１７２．０２．０６．５１２．４ホルンフェルス１５Ｄ４打製石斧５８

２１

１６２．４１．３７．０１２．９ホルンフェルス１５Ｄ５打製石斧５９
２１４．０２．３７．５１３．９頁岩１５Ｃ５打製石斧６０
１５２．８１．７６．４１１．９ホルンフェルス１５Ｃ４打製石斧６１
１１０．０１．３６．１１１．２ホルンフェルス１５Ｂ３打製石斧６２
１４１．６１．６６．６１１．２頁岩１５Ｃ４打製石斧６３
５５．８０．９６．４９．９頁岩１５Ｄ４打製石斧６４
８３．０１．３７．１７．８頁岩１５Ｃ７打製石斧６５
８０．６１．０６．０１０．３頁岩１５Ｂ８打製石斧６６
１２８．０１．７６．４１０．９頁岩１５Ｄ１０打製石斧６７
８３．４０．９６．６１０．６頁岩１５Ｂ１１打製石斧６８
７７．０１．３６．９７．６頁岩１５Ｄ７打製石斧６９
＋７７．８１．１＋６．７＋８．８頁岩１５Ｃ８打製石斧７０
＋２４５．０１．９１１．１＋１１．９頁岩１５Ｂ６打製石斧７１



－３７－

両面の剥離は破損後に実施されている。なお，裏
面は礫面である。８４は，小型で扁平な角礫の剥落
した二辺に使用痕が観察される。８５は横長剥片素
材（ホルンフェルス）で，打面への二次加工と端
部に使用痕が見られることから取り扱った。８６は
横位に図示したが，元来は裏面右側端の研磨面か
ら磨製石斧の破損品の可能性がある。本資料の上

辺には対向する剥離が，下辺には裏面方向への剥
離が認められる。８７も石斧等に関わる二次剥片の
再利用で，裏面は礫面で構成する。８８の上辺左
コーナーには研磨面が形成され，部分磨製石器の
破損品の再利用と見られる。８９の正面の大部分は
礫面で，石斧製作剥片である。なお，下辺に微細
な剥離痕が観察される。９０の裏面は剥落面で，上
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辺正面の剥離面は剥落に先行する。したがって，
下辺の小剥離は剥落後と判断できる。９１の表裏は
風化が激しく，著しく摩滅している。上辺には辛
うじて交互剥離が観察できるが，下辺の弯曲部は
節理による剥落面である。８５・８６・９０は，刃部を
横方向に設置した可能性が高い。
　ここに紹介した剥片の石材は，頁岩もしくはホ
ルンフェルスである。⑪で紹介した石斧の石材と
ほぼ同じであり，石斧を再加工して使ったと考え
られるものもある。
　⑬磨石・敲石（第２４・２５図Ｓ９２～Ｓ１０３）
　磨石と敲石の両機能を兼ねた９２～９８・１０３が多
数を占め，単体としての磨石は９９の１点，敲石で
は１００～１０２の３点が抽出できる。使用石材では，
９９が砂岩でその選択は限定されると言える。なお，
９７・９８の隈丸方形で両面に広い平坦な磨り面を，
側面の４面に敲打痕を持つ形状のものは，南九州

縄文時代早期に特徴的に出現することが知られて
いる。敲石の３点は，その形状及び敲打痕の状態
から石器製作に関わるいわゆるハンマーストーン
と見られる。
　⑭石皿（第２６図Ｓ１０４～Ｓ１０８）
　１０４・１０５・１０８砂岩，１０６安山岩，１０７花崗岩で
ある。１０４の作業面は平坦で，１０４は１／４程度，
１０７は１／２程度の残りで，１／４作業面が平坦で
ある。１０６はやや厚みがある。
　⑮石錘（第２７図Ｓ１０９～Ｓ１２０）
　扁平な円礫を素材とし，礫の両側縁を打ち欠い
た，いわゆる礫石錘である。両側縁部の打ち欠き
は，敲打により抉入状に実施している。１２０の大
型を除く他の１１点の規格は類似し，その平均は
１３６ｇである。１１３・１１５・１１９の抉入部には，結束
による摩耗痕が残される。
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重さ（g）厚さ（�）幅（�）長さ（�）石材層出土区器種掲載№挿図№
１２２．０１．５６．９１１．５頁岩１５Ｂ３打製石斧７２

２２

４１．４１．１５．３８．３頁岩１５Ｂ２その他の剥片７３
５５．４１．２８．６６．５頁岩１５Ｂ４その他の剥片７４
４０．６０．７５．５８．７頁岩１５Ｂ４その他の剥片７５
３９．２０．６５．７９．７頁岩１５Ｃ７その他の剥片７６
６８．６１．２６．５６．７頁岩１５Ｂ４その他の剥片７７
７４．０１．１６．１８．５頁岩１５Ｂ１その他の剥片７８
８３．４１．１７．１１０．９頁岩１５Ｃ６その他の剥片７９
６７．００．９６．５１０．１頁岩１５Ｃ２その他の剥片８０
４７．８１．１４．６７．３頁岩１５Ｃ６その他の剥片８１
３７．２１．１６．６６．６頁岩１５Ｃ４その他の剥片８２
１１５．０１．７７．１８．０頁岩１５Ｂ４その他の剥片８３
４０．０１．２６．５４．２頁岩１５Ｂ６その他の剥片８４
４２．６０．８１０．０４．６頁岩１５Ｂ２その他の剥片８５
４５．６０．８９．３５．０頁岩１５Ｂ２その他の剥片８６

２３

６２．２１．２７．４５．９頁岩１５Ｃ６その他の剥片８７
４５．６０．８８．３４．７頁岩１５Ｃ４その他の剥片８８
２８．８１．０６．７３．８ホルンフェルス１５Ｂ４その他の剥片８９
３１．０１．０７．５３．９頁岩１５Ｃ７その他の剥片９０
４２．６１．４７．４３．８頁岩１５Ｃ４その他の剥片９１
３００．０２．５８．６８．２花崗岩１５Ｃ６磨石・敲石９２

２４

＋４５０．０４．０１０．８＋７．１花崗岩１５Ｂ１１磨石・敲石９３
＋６５０．０５．３＋９．６＋１３．３花崗岩１５Ｃ４磨石・敲石９４
５８０．０３．９９．３１０．０花崗岩１５Ｃ８磨石・敲石９５
＋３６０．０５．０８．６＋７．３花崗岩１５Ｃ６磨石・敲石９６
＋５６０．０４．５８．６＋７．５花崗岩１５Ｃ７磨石・敲石９７
＋７６０．０５．５１１．４＋８．６花崗岩１５Ｃ４磨石・敲石９８
１４２０．０７．１１１．０１３．１砂岩１５Ｄ７磨石・敲石９９
２０５．０４．５４．０９．７花崗岩１５Ｂ８ハンマー１００

２５ ３７０．０３．４５．７１１．９花崗岩１５Ｂ２ハンマー１０１
１２０．０２．４４．８７．０花崗岩１５Ｄ４ハンマー１０２
１７０．０３．６４．９６．７花崗岩１５Ｄ６ハンマー１０３

＋４７００．０５．３＋１９．３＋２７．２砂岩１５Ｂ４石皿１０４

２６
＋３８００．０７．７＋２２．７＋２３．４砂岩１５Ｃ４石皿１０５
６８００．０１１．７１９．９２２．９安山岩１５Ｄ５石皿１０６
＋６０００．０７．５２７．０＋２３．９花崗岩１５Ｂ３石皿１０７
＋３５００．０７．７＋１９．４＋２０．７砂岩１５Ｃ３石皿１０８
６０．０１．７４．６５．６花崗岩１５Ｂ４石錘１０９

２７

８０．０１．５６．７５．３花崗岩１５Ｂ４石錘１１０
１１０．０１．６８．０６．４頁岩１５Ｃ７石錘１１１
１２０．０２．１７．１６．０頁岩１５Ｃ２石錘１１２
１００．０１．４８．７５．１頁岩１５Ｂ１石錘１１３
９０．０１．３８．１６．９花崗岩１５Ｂ６石錘１１４
１１０．０２．１７．１６．０花崗岩１５Ｂ１石錘１１５
２１０．０３．０１０．６７．８花崗岩１５Ｃ７石錘１１６
２７０．０２．８９．４８．８花崗岩１５Ｄ４石錘１１７
１６０．０１．４８．５８．１花崗岩１５Ｂ２石錘１１８
１９０．０２．０７．８７．４花崗岩１５Ｂ６石錘１１９
１１５０．０４．１１４．３２１．５花崗岩１３・１４Ｂ３石錘１２０



－４０－
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　弥生時代前期から中期の遺物は，広い範囲に散
布しているが，主として２～５区の北側に多い。
１３・１４，１５層で出土しているが，１５層で主として
出土しており，１３・１４層での出土数は少なかった。
ほとんどが土器片であり，特徴のある１４点の土器
を図下した。１３７～１４３は甕形土器，１４４～１５０は壺

形土器である。石器は，この時期に該当する磨製
石鏃が１点出土している。
������

１　甕形土器
　１３７は，口縁部の断面が三角形を呈する逆Ｌ字
形のもので，上面は外がやや下がっている。１３８
は口縁直径が３３�あり，口縁部は口唇部が窪む逆
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Ｌ字形で肩部に４条の低い三角突帯が貼り付けら
れている。１３９・１４０は肩部に突帯が巡るもので，
１３８と同じタイプになると考えられる。１４１は口縁直
径が３５�，高さ３３．２�の充実高台をもつものであ
る。口縁部はやや細長く，内面がやや下がり，内側
にやや張り出している。肩部に一条の三角突帯が
貼り付けられている。１４２・１４３は，口唇部断面が台
形を呈し，口唇端部が窪む。上面はやや跳ね上がる。
２　壺形土器
　１４４・１４５は，調整・色調から同一個体の可能性
が高い。口縁直径が１４�で，口縁部に三角突帯を
貼り付けて肥厚させている。口縁部から外へ広が

り，胴中央部がふくらんでいる。内面・外面とも
にミガキによる調整がされている。１４６は口縁部
が強く外反し，端部が窪む。１４７は，口縁部が逆
Ｌ字形に外反し，口唇端部は窪む。１４８～１５０は如
意状に外反する口縁部である。　
��������	
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　Ｂ－２区で出土した長さ３．９㎝，基部幅２．２㎝，
厚さ２．５㎜，重さ２．０９ｇの二等辺三角形を呈した
磨製石鏃である。先端は鋭くとがっており，基部
は少しへこんでいる。先端から途中まで，中央に
稜があり，その下は左右に広がっている。両面と
も主として斜方向に磨いている。
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胎土色調調整・文様部位器種層出土区掲載№挿図№ 内面外面内面外面
角閃石・輝石明赤褐明赤褐ナデナデ・ハケ目口縁甕形土器１３・１４Ｂ２１３７

２８

角閃石・輝石にぶい黄橙にぶい赤褐ナデミガキ・ナデ・四条突帯口縁甕形土器１５Ｃ７１３８

金雲母・輝石にぶい赤褐にぶい褐ナデ・ハケ目ナデ・突帯胴部甕形土器１５Ｂ・Ｃ１３９ １０・１１
金雲母にぶい褐にぶい褐ナデナデ・ハケ目・突帯胴部甕形土器１３・１４Ｂ５１４０
金雲母・輝石にぶい黄褐暗赤褐ハケ目後ナデハケ目後ナデ・一条突帯完形甕形土器１３・１４Ｂ２１４１
角閃石・輝石にぶい黄褐にぶい黄橙ナデナデ口縁甕形土器１３・１４Ｂ１０１４２
角閃石・輝石にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ口縁甕形土器１５Ｃ９１４３
輝石にぶい黄橙橙ミガキミガキ・突帯口縁壺形土器１５Ｄ４１４４

２９

輝石にぶい黄橙にぶい黄橙ミガキミガキ胴部壺形土器１５Ｄ４１４５
金雲母・輝石にぶい褐にぶい褐ナデミガキ口縁壺形土器１３・１４Ｂ２１４６
金雲母にぶい褐にぶい褐ナデナデ口縁壺形土器１３・１４Ｃ６１４７
角閃石・輝石褐橙ナデナデ口縁壺形土器１５Ｂ５１４８
角閃石・輝石橙橙ナデミガキ口縁壺形土器１５Ｃ５１４９
角閃石・輝石橙橙ミガキ・ナデミガキ口縁壺形土器１５Ｃ５１５０
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（別添図「遺構・遺物出土状況図」参照）

　この時期の遺構は，甕棺墓１基，壺棺墓１６基，
円形周溝墓１２基，土坑墓７２基，立石（板石）２５基
である。この時期，この場所が墓地として利用さ
れていたことが判明した。これらの遺構は，平成
１７年度調査区では全く検出されていないことから，
墓地は７区以東の東側（海岸側）を中心に広がっ
ていると言える。立地は，黒ヶ岡という小丘陵地
の北側裾野，緩斜面である。
　壺棺墓及び甕棺墓は９ｃ層で検出され，丘陵地
の緩斜面，調査区の北西側（Ａ～Ｄ－７～９区）
を中心に広がりを見せる。円形周溝墓は９ｃ層下
で検出され，調査区の南側，丘陵地の中腹（Ｃ・
Ｄ－８～９区）を中心に広がりを見せる。土坑墓
は９ｃ層及び１５層上面で検出されており，９ｃ層
検出土坑墓は調査区東側（Ｃ・Ｄ－８・９区）を
中心に，１５層上面検出土坑墓は，更に海岸側に近
い所（Ｃ・Ｄ－９・１０区）を中心に広がりを見せ
た。立石（板石）は，調査区のほぼ中央部（Ａ～
Ｄ－７・８区）を中心に北向きにほとんど倒れた
状況で検出された。
　この遺構調査に当たっては，９ｂ層が暗黒褐色
土を呈し，遺構検出が非常に困難であったため，
下層の９ｃ層下層まで掘り下げた段階で９ｂ層を
埋土とする遺構ラインを検出した。このことから，
本来，これらの遺構は検出面より上の層を掘り込
み面として形成された墓地群であることを念頭に
おきたい。また，土坑墓に関しては異なる二層の
検出面であるが，これらはいずれも９ｂ層を埋土
とすること，遺構内遺物がこの時期に該当する遺
物であることから，これらの土坑墓はそれほど時
期差のない遺構として判断した。
　遺構内遺物及び人骨の出土は非常に少なかった。
人骨は，四つの壺棺墓からの検出のみであった。
その他の壺棺墓や甕棺墓は，本体に土が充填した
状況であった。また，円形周溝墓や土坑墓には人
骨が残存していなかった。
　遺構内の遺物は，鉄製品や丹塗研磨土器の坩，

及び破砕した状況で検出された壺形土器が見られ
たものの，全般的に少ない状況であった。

１　壺棺墓と甕棺墓

　調査区のほぼ中央部（Ａ～Ｄ－７～９区）で壺
棺墓１６基，甕棺墓１基が集中して発見された。こ
れらは，９ｂ層下部で壺棺・甕棺本体の土器を検
出し，それをもとにして９ｃ層上面で遺構ライン
を検出した。これら全ての壺棺墓・甕棺墓が９ｂ
層の黒褐色土を埋土としているため，同色での９
ｂ層遺構検出は非常に難しい状況であった。
　掘り込みの平面形ラインは楕円形状をしており，
長径の平均は１ｍ，深さの平均である。掘り込み
内の壺や甕は，口縁部を斜め上にして斜位方向に
埋設されている状況であった。軸方向としては１６
基中壺・甕の口縁部が西向きに埋設されているの
が１１基，東向きに埋設されているのが５基である。
蓋は１６基中１２基にあり，その他はない。その中に
は，高坏形土器を転用したものや壺形土器や甕形
土器の底部を転用したものがある。
　壺棺・甕棺は器高約６０�，最大径４２�ほどの大
型のものが多く，厚さは大きさのわりには薄く，
土器の造り等を観察すると埋葬用として製作され
ていると思われる。更に，壺棺・甕棺には線刻を
施したり，丹塗りを施したりするものがあり，こ
れらからも埋葬用として特別に製作されたと思わ
れるものもある。
　壺棺・甕棺のほとんどが，土の重さによって押
しつぶされ，壺棺・甕棺本体の中に土が入り込ん
でいる状況であった。人骨の有無について検出状
況は非常に厳しかったが，数基の壺棺から人骨片
が発見された。
　遺構検出の状況から本来，壺棺墓・甕棺墓は９
ｂ層で掘り込まれた墓である可能性が高く，調査
段階では大分下のレベルで検出されたことを留意
していただきたい。
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　１）１号壺棺墓（第３０図，図版３，２１）
①遺構
　Ｃ－８区，９ｃ層上面で検出された。脚部が折
れた高坏形土器を蓋にしている状態で検出された。
付近には立石１４が斜位に立った状態で検出され，
その近くに一条刻目突帯で穿孔のある土器が９ａ
層と９ｂ層の境で検出されている。掘り込みの平
面形は楕円形状を呈し，長径０．９ｍ，短径０．７ｍ強，
床面までの深さ０．６ｍである。埋土は９ｂ層の黒
褐色土であり，この壺本体の口縁部は残っていた。
その中に器高約７５�，最大径約３０�，一条突帯を
呈した土器の口縁部に脚を折った高坏形土器を蓋
に転用したものが口縁部に合わせるような形で発

見された。中には土が少量入っていたものの，人
骨や副葬品は検出されなかった。
②遺物（１５１～１５３）
　本体（１５３）の壺形土器は，器高７２．３�，最大
径４６．４�，口縁径２６．６�，底径４．７�の平底を呈
する。口縁部に特徴があり，ソロバン玉のような
形状に短く口唇部がラッパ状に外反する。頸部か
ら肩部にかけなだらかに膨らみ，底部にかけてほ
ぼ直線上にすぼむ。肩部から胴部にかけＭ字状の
一条突帯を巡らす。内外面ともにナデや工具ナデ
を施した後，全体的に丁寧な刷毛目調整を施す。
器部の継ぎ目に指頭圧痕が観察できる。これらは，
中津野式土器に該当すると考える。
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　蓋に転用されている高坏形土器（１５１）は，口
縁部径３５．５�で指ナデ，工具ナデ，指頭圧痕を観
察することができる。坏部はラッパ状に外反して
広がり，口縁から坏部の底まで非常に浅い。この
蓋も，口縁形状から中津野式土器段階において，
古い時期に該当するものと考える。
　周辺遺物として，（第６３図）が検出されている。

　２）２号壺棺墓（第３１図，図版３，２１）
①遺構
　１号壺棺墓とさほど遠くないＣ－８区の丘側で，
口縁部がない大型壺本体に脚部の折れた高坏形土
器を蓋に転用した壺棺が９ｂ層で検出され，９ｃ
層上面で遺構ラインが検出された。付近に立石は

ないが，指宿特有の赤みがかった色を呈した土器
が９ｂ層上面で検出されている。
　土坑は長径が０．８ｍ，短径が約０．５ｍ，検出面か
らの深さが０．４ｍある楕円形を呈しており，９ｂ
層の黒褐色土を埋土としていた。
　壺棺は一条刻目突帯を呈した壺形土器の口縁部
に，高坏の坏部口縁部を合わせたような状況で検
出された。壺形土器は口縁部を上にして斜位にし
た状況で埋設されていた。壺形土器は口縁部が打
ち欠かれ，高坏形土器と密接に合わせてあった。
壺形土器の中には土が若干入り込んでいたが，頭
骸骨片，および臼歯と思われる歯が検出された。
その他の部位の人骨は検出されなかった。
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②遺物（１５４・１５５）
　本体の壺形土器は，器高６４�，底径１１�の平底
を呈する。全体的に卵形のように胴部がふくらみ，
緩やかに底部へと楕円状にすぼむ。外面調整は，
ナデを中心に一部刷毛目調整も施す。底部には，
ケズリもみられる。内面調整は，剥離が激しく不
明瞭であるが，ナデ調整である。肩部から胴部に
かけて，一条の刻目突帯を巡らす。特筆すること
は，頸部から突帯部の間に，線刻が施してあるが，
何が描かれているか不明である。口縁部形態は不
明であるが，平底を呈していることや，プロポー

ション，刻目突帯，蓋形土器の形状から，中津野
式土器の時期に該当するものと考える。
　蓋に転用されている高坏形土器は，口縁部径が
３４�，器高１７．１�で，脚部が折られている。形状
は，壺棺１の蓋と類似している。

　３）３号壺棺墓（第３２図，図版１４）
①遺構
　器高約７０�強の大型壺（第６４図，２４７）が青ゴ
ラをかぶった状態でＢ－８区９ｃ層中ほどで検出
された。口縁の直下約４０�の９ｃ層で検出された。
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掘り込み面の検出が難しく，プランが不明瞭で
あったが，長径０．６ｍ，短径約０．６ｍ，遺構検出面
からの床面までの深さ０．１１ｍで，おそらく楕円状
を呈していたものと思われる。
　１・２号壺棺墓と異なり，蓋と思われる土器が
見られず，壺棺本体の中には土が充填し，人骨は
発見できなかった。
②遺物（１５６）
　本体の壺形土器は，器高６０�，最大径４６．３�で
卵形の器形を呈する。底部は，丸みを帯びており，
樹木の枝と思われる圧痕がある。口縁部は欠損し
ていた。胴部のほぼ中央に一条の刻目突帯を廻ら
せ，その下に焼成後の穿孔を施す。頸部から肩部
にかけ，線刻と思われる２条から３条の線が斜位
に施されているが，意図的であるか否かについて
は不明である。全体的に刷毛目調整を施すが，底
部はケズリ状のミガキも見られる。この壺形土器
は，中津野式土器該当の壺形土器と思われる。
　周辺遺物は，第６４図に記載する。

　４）４号壺棺墓（第３３図，図版４，２２）

①遺構
　Ｃ－８区，９ｃ層で検出された。すぐ近くに立
石４が横たわり，その立石の床着とほぼ同じレベ
ルで本体遺物が検出された。土坑は楕円形を呈し，
長径０．７ｍ，短径０．５ｍ，検出面から床面まで０．３
ｍある。この壺棺墓の特徴は縦１ｍ，横０．４ｍ，
厚さ０．１ｍの人力でも移動可能な板石が平置き状
態にあること，壺棺の頸部から胴部にかけて，何
らかの形でこわれ，その土器片が横にあり，土が
充填している上に坩形土器が口縁を上にして置か
れたような状況で検出されたことである。
②遺物（１５７）
　本体の壺形土器は，器高５８㎝，底径６㎝，最大
幅４１�で口縁部はない。頸部には頸部から肩部に
かけ，なで肩状に膨らみ，突帯部分から底部にか
け，逆三角形状にすぼむ。底部は平底である。胴
部の最大径の位置に一条のＭ字状突帯が巡る。調
整は丁寧で，外面は刷毛目，内面はヘラナデを施
す。底部付近には穿孔がある。
　周辺遺物は，第６５図である。
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　５）５号壺棺墓（第３４図，図版４，２２）
①遺構
　Ａ－８区，９ｃ層上面で検出され，近くには立
石１２が横たわっており，その周辺には土器集中が
見られた。
　壺棺は（１５９），一条刻目突帯を施す。口縁部が
斜位上面の状態で検出された。本体の口縁部は打
ち欠かれたと思われ欠損している。その口縁部の
すぐ上に壺形土器の胴部から底部が重なるように
圧破された状態で検出された。おそらく蓋用とし
て用いられたものと考えられる。土坑は長軸０．７
ｍ強，短軸０．６ｍの長方形を呈し深さは０．３ｍで
あった。長軸方向は東西方向を向いており壺棺内
で人骨は検出されなかった。
②遺物（１５８・１５９）
　本体の壺形土器は（１５９），器高６５．５�，底径６
�，最大径４２．８�で口縁部が欠損している。器形
は，肩部がなで肩状で，突帯部分から底部にかけ
なだらかにすぼむ長胴形である。突帯は，一条の
Ｍ字突帯を巡らし，底部近くに焼成後穿孔が施さ

れる。外面調整は，丁寧で密な刷毛目調整を施し，
内面調整は粘土継ぎ目に指頭圧痕，底部は工具ナ
デを施す。これらの器形から，東原式土器段階の
該当の壺形土器と思われる。
　周辺遺物は，第６６図にある。
　蓋形土器（第３４図，１５８）は，検出時，器形不
明の土器であったが，壺形土器となった。器高約
６４�，底径５．５�，最大幅４５．５�で逆卵形で平底
を呈する。無文であるが肩部に二本平行沈線の文
様が施されている。全体的にミガキを施し，丁寧
なつくりである。この沈線文様が何を表すのか不
明であるが，２号壺棺同様何を意図するのか大変
興味深い。

　６）６号壺棺墓（第３５図，図版５，２２）
①遺構
　Ｂ－９区，９ｃ層上面で検出されすぐ北側に円
柱状の立石１６が横たわった状態であった。
　この壺棺は，他の壺棺とは異なり，口縁部を斜
位下部にした状態で検出された。一条刻目突帯が
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あり，平底を呈す。蓋は検出されなかった。土坑
は，長軸方向を東西方向を向き，長径０．６ｍ，短
径０．５ｍ，深さ０．３ｍの楕円形状を呈している。人
骨は検出されなかった。
②遺物（１６０）
　本体の壺形土器は，器高５２．３�，底径９．５�，
最大径４２．２�で口縁部がない。器形は，卵形をし
ており，平底を呈する。頸部に一段の平坦面があ
り，胴部には一条の刻目突帯を巡らす。穿孔はな
い。調整は，外面が刷毛目調整を施すが，内面は，
剥離が激しく，不明瞭である。これらの器形の特
徴から，中津野式土器該当の壺形土器と考える。
　周辺遺物は，第６６図である。　

　７）７号壺棺墓（第３６図，図版２２）
①遺構
　Ｃ－９区，９ｃ層上面で検出された。壺棺本体
は平置きで，口縁部が残存している。上面には高
坏形土器を転用したと思われる蓋が口縁からはず
れた状態で検出された。土坑は長軸０．８ｍ，短軸
０．６ｍ，深さ０．３ｍほどで，長軸方向は東西向きで
ある。検出面上には完形の中小壺等が検出されて
いた。
②遺物（１６１・１６２）
　本体の壺形土器は，器高６６�，口径２４�，底径
４�，最大径４４．５�で口縁部が残存していた。器
形は，なで肩の長胴形で平底を呈する。突帯は無
い。胴部下部には大小２つの穿孔がある。特筆は，
実則図の裏面に，全体的な丹塗りを施した痕が見
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られることである。また，調整では，外面にナデ
調整後，ミガキを施す。
　蓋形土器は，口径２８�，底径４�，器高１１�の
鉢形土器を蓋に転用したものである。二等辺三角
形の器形をし，口縁部は二重口縁状にラッパ状に
外反する。
　これらの土器の器形から，中津野式土器段階の
土器と想定される。
　周辺遺物は，第６７図である。

　８）８号壺棺墓（第３７図，図版５，２３）
①遺構
　Ａ－９・１０区，９ｃ層上面で検出された。壺棺

本体は口縁部を斜位上部に置き，一条刻目突帯を
呈したもので，口縁部から胴部にかけて破損し，
その上に蓋と考えられる壺形土器の集中が見られ
た。土坑は長径０．９５ｍ，短径０．８５ｍ，深さ０．２ｍ
の楕円状を呈していた。中には土が充填しており，
人骨は発見されなかった。
②遺物（１６３・１６４）
　本体の壺形土器は，器高６０．５�，口径２２．７�，
底径６．５�，最大径３９．２�を計る。器形は，頸部
から口縁部にかけやや外側に直線状に開き，口唇
部で大きく外反する。また口唇部は平担面を呈す。
頸部から肩部はなで肩状で突帯部で最大となり突
帯からほぼ逆二等辺三角形状にすぼむ。底部は平
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底である。突帯部は断面三角の突帯を巡らす。穿
孔はない。頸部より下部に締縄状の沈線文が鋭い
もので施されている。そのほかの部位には見られ
ないことから，抽象的絵画ではないかと思われる。
調整は，外面が刷毛目，内面は胴部から口縁にか
けて刷毛目，底部にかけてはナデである。口縁部，
底部形態全体的はプロポーションなどから東原式
土器該当の壺形土器と思われる。
　周辺遺物は第６７図である。

　９）９号壺棺墓（第３８図，図版５，２３）
①遺構
　Ｂ－９区，９ｃ層上面で検出され，すぐ北側に

は本遺跡で最大級の立石１５と２５９（第６８図）の土
器があり，その下で発見された。壺棺は口縁部を
斜位上部にしている。器高が７０�，最大径が４６�
で，一条の刻目突帯を呈し，口縁部が打ち欠かれ
ていた。口縁部には胴部から底部にかけて，壺形
土器が履いかぶさるようにあり，蓋として転用し
たのではないかと考えられる。壺棺内は土が充填
しており，人骨は検出されなかった。土坑部は長
軸が東西方向を向き，長径０．８ｍ，短径０．６ｍ，深
さ０．５ｍの楕円形状を呈している。
②遺物（１６５・１６６）
　本体は壺形土器，蓋部壺形土器を転用している。
まず，本体の器高は６９．７�，口径２０．４�，底径５
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�，最大径は４８．５�を計る。頸部から口縁にかけ
て短くラッパ状に外反し，口唇部はＭ字状を呈す。
頸部から突帯部に大きく膨らみ底部にかけ逆二等
辺三角形状にすぼむ。底部は平底である。
　突帯部は胴部中央より，やや上に一条の刻目突
帯を巡らす。穿孔はない。調整は内外とも明瞭で
はないがナデまたは工具ナデを基本に施す。ただ
外面の頸部にミガキ状のナデが施される。次に，
蓋転用の壺形土器は器高４２�強，底径６�，最大
径３４�を計る。
　器形は，口縁部が欠けて不明であるが胴部中央
で大きく膨らみ底部にかけすぼむ。底部は平底で
ある。突帯はないが底部近くに穿孔がある。調整
は外面が頸部から肩部にかけミガキを施す。胴部
から底部にかけ丁寧に工具ナデを施す。穿孔より
下部に４本の鋭いもので線を刻んでいる。抽象的
絵画ではないかと思われるが，欠損している為全
容は見ることができない。これらの２つの壺形土
器の形状等から中津野式土器該当と思われる。
　周辺遺物は，第６８図である。

　１０）１０号壺棺墓（第３９図，図版５，２４）
①遺構
　Ａ－８区の，９ｃ層上面にあり，東側の少し離
れた所に立石９が斜位に立った状態で検出された。
これらの周辺には，透のある高坏形土器等の検出
が見られ，これらの下層からこの壺棺が発見され
た。土坑は長軸が東西方向を向き，長径０．７ｍ，
短径０．６ｍ，深さ０．２ｍで楕円形状を呈する。
　壺棺は器高が４１�強，最大径が２９．５�で，口縁
部を斜位上部にして発見された。口縁部は打ち欠
かれ，その上に高坏形土器を転用したと思われる
蓋が発見されている。中には，土が充填し，人骨
は検出されなかった。
②遺物（１６７・１６８）
　本体の壺形土器は，口緑部が欠損している。肩
部はナデ肩をし，緩やかに膨らみをもちつつ底部
へ卵形をなしながらすぼまる。底部は，平底であ
る。調整は全般的に不明瞭であるが，外面はナデ
後，工具ナデを，内面は粘土継ぎ目と思われる箇
所に指頭圧痕が見られ，ナデ調整を行う。頸部付
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近は，指ナデである。１６８の断面側に線刻が施さ
れていた。記号的なものか，絵画的なものか何が
描かれているかは不明である。
　蓋形土器（１６７）は高坏形土器を転用したもの
である。擬以口縁から緩やかに外反し，坏底部へ
膨らみをもちつつ脚部へと続く。脚部は，打ち欠か
れている。
　これらの遺物から，中津野式土器該当と思われる。

　１１）１１号壺棺墓（第４０図，図版５，６，２４）
①遺構
　Ａ－７区，９ｃ層上面で検出された。東側には
本遺跡最大級の立石１８が，近隣には北側に立石
１７・１３があり，これらの周辺にも土器集中が見ら
れ，その下層から検出されている。土坑は長軸が
東西方向を向き，長径０．８ｍ，短径０．７ｍ，深さ
０．４ｍの楕円形状を呈している。
　壺棺は，器高６２�，最大径４３�，口縁部を斜位
上部に向け，その口縁部の上に蓋に利用したと思

われる壺形土器の胴部から底部が壊れた状態で置
かれて検出された。
　壺棺の中は土が充填し，人骨は検出されなかった。
②遺物（１６９・１７０）
　本体遺物の蓋形土器は，器高５３�強，底径８�，
最大径４３�を計る。
　器形は他の壺棺本体と比べ特徴的である。口縁
部は欠損しており不明であるが頸部から底部にか
け菱形凧のような形状を呈し底部は平底である。
突帯は，最大径の胴部ではなく頸部と最大径の中
間に一条の刻目突帯を巡らす。しかし，これらの
突帯は連続せず左上りと右下りで互い違いとなっ
ている。また突帯より頸部寄りに，対の円盤状の
浮文が４ヶ所あり底部近くに穿孔もある。調整は
外面に丁寧な刷毛目を細かく施し，底部は工具ナ
デを施す。
　蓋形土器（１６９）は，検出時器種，器形とも不
明瞭であったが，口縁部が欠損した壺形土器で
あった。
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　器形はナデ形の少し膨らみをもった逆卵形をな
し，平底を呈す。突帯はない。検出時，本体
（１７０）にかぶせてあったのは蓋形の底部であり，
周辺にあった土器片が接合し１個の壺形土器と
なったことから，この墓のすぐ近くで壺を割り，
蓋として適当な大きさにしたものではないかと想
像される。形状や突帯などから中津野式土器の古
い段階該当と思われる。

　１２）１２号壺棺墓（第４１図，図版２３）
①遺構
　Ｃ－１１区で検出された。この区は丘稜地であっ
たと思われるが，宅地造成のため，９層はほとん
ど削平をうけていた。遺構自体の掘り込み面は不
明瞭で検出されず，壺形土器内部の埋土が９ｂ層
の黒褐色土であることや，壺と蓋であろうと考え
られる遺物を検出したことから壺棺墓とした。
　壺棺は，中が空洞の状況で早い時期につぶれた
と考えられる。器高６２�，最大径４９．６�で，口縁
部は残存しなかった。口縁部から底部にかけてつ
ぶれた状況で検出された。人骨は検出されなかった。

　口縁部が西方向を向いているため，遺構の長軸
は東西方向と思われる。
②遺物（１７１）
　削平を受けている影響で本体が半分欠損してい
る。口縁部もない。また，蓋部もない。本体の壺
形土器は器高約６２�，底径７�，最大幅４９．６�を
越える大型土器である。
　器形は頸部から胴部にかけ，緩やかに膨らみ，
胴部最大幅の所から底部にかけ逆二等辺三角形状
にすぼまる。底部は一旦平担面を呈した後，再度
逆三角形状にすぼまり平底を呈すといった二段の
平底状を呈す。突帯はない。
　調整は外面が全体的に丁寧なナデ調整を施した
後，胴部はヘラナデを，頸部と底部はミガキを施
す。内面は全体的に風化の影響か調整が全体的に
不明瞭であった。底部はナデ仕上げを，胴部は工
具ナデを斜位方向に，頸部は工具ナデを施す。粘
土継ぎ目と思われる所には指頭圧痕がある。色調
は，外面が浅黄橙色，内面がにぶい橙色をしてい
る。この壺形土器の時期は難しいが古い段階のも
のと思われる。
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　周辺遺物は第６９図にある。

　１３）１３号壺棺墓（第４２図，図版６，２５）
①遺構
　Ａ－１０区，９ｃ層上面で検出された。この壺棺
の両脇には器高７０�強の大型壺が壺棺をはさむよ
うに対にあり，斜位に立った状況で検出された。
これら対の大型壺の底部付近には鉢形土器や高坏
形土器が，壺を支えるかのように検出された。
　土坑は長軸が東西方向を向き，長径１ｍ，短径
０．９ｍ，深さ０．３ｍの楕円形状を呈し，本遺跡の壺
棺の中では最大級のものである。
　壺棺は，長さ８０�，最大径４９�で水平に置かれ
ていた。口縁部が打ち欠かれ，その上に壺形土器

に比べると小さな高坏形土器を転用した蓋が検出
された。胴上半部にＭ字状突帯が一条貼付けてあ
る。壺形土器内部には２／３程度が入り込んでお
り，人骨は検出されなかった。
②遺物（１７２・１７３）
　高坏形土器を転用した蓋と大型の壺形土器の組
合わせである。
　壺形土器（１７３）は器高７１．８�，底径５�，最
大径５１�の壺棺の中でも大型の土器である。口縁
部は打ち欠かれ欠損しているが，頸部から胴部の
突帯まで緩やかに膨らみ，底部にかけ逆二等辺三
角形にすぼまる。長胴形で底部は平底である。
　胴部中央よりやや上に断面台形状の突帯が一条
巡る。ほぼ胴部中央に穿孔がある。調整は外面が
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刷毛目調整を施した後，所々ヘラあるいは指ナデ
を施す。内面は刷毛目調整である。
　胴部の内面下部に黒ズミのようなものが観察で
きるが，何を意味するかは不明である。
　次に蓋（１７２）は高坏形土器の口縁を壺本体の
口縁に合わせるようにして使用されていた。大型
の壺に対し，かなり小さな蓋である。器高は１２．２
�，口径２５�である。器形は，脚部を欠損してお
り坏部のみだが，付け根から鉢状に外へ大きく開
き，一担上に伸びそして急に外反するが，稜は明
瞭でなく緩やかに屈曲する。口唇部は丸味を帯び
る。　
　全体的にナデ調整を施す。蓋・壺形土器の器形
等から東原式土器該当と思われる。
　周辺遺物は第７０図である。

　１４）１４号壺棺墓（第４３図，図版２３）
①遺構
　Ｃ－９・１０区，９ｃ層上面で検出された。この
遺構検出上面（９ｂ層）では壺などが多く検出さ
れ，これらの遺物の下層から検出されている。ま

た，立石２１も近くで検出された。
　土坑は長軸が東西方向を向き，直径約０．６ｍ，
深さ０．３ｍのほぼ円形状の掘り込みを呈している。
　壺棺は器高４３�，最大径３８�で，口縁部が壺棺
本体の横で検出された。一条の刻目突帯を施し，
中には土が充填しており，人骨は検出されなかっ
た。
②遺物（１７４）
　本体の壺のみである。器高５６．５�，底径４．５㎝，
最大径３７．５�である。
　器形は，肩部から口縁部にかけ一部欠損し不明
であるが，全体的に卵形を呈し，底部は平底であ
る。
　突帯は，胴部の最大径の部分に一条の刻目突帯
を巡す。穿孔はない。
　調整は，外面が非常に不明瞭であるが，刷毛目
調整を施し，内面は工具ナデを斜位に施す。
　突帯上部から左側の底部付近まで丹塗り痕が観
察できる。器形等から中津野式土器該当の壺形土
器と思われる。
　周辺遺物は第７１図である。
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　１５）１５号壺棺墓（第４４図，図版６，２５）
①遺構
　１４号壺棺墓より南西方向に隣接した，Ｃ－９区，
９ｃ層上面で検出された。上層の遺物出土状況は
１４号壺棺墓同様である。
　土坑は，長軸が東西方向を向き，長径０．９ｍ，
短径０．６ｍ，深さ０．３ｍの楕円形状を呈する。
　壺棺本体は早い時期に壊れた状況で内部に土器
片があると共に，蓋に用いられたと思われる別個
体の壺形土器の破片が入り込んでいた。この壺は，
貝殻押圧突帯文を呈しており，特異な土器の組み
合わせである。
　壺棺は，器高５３�，最大径３７�で，一条の刻目
突帯文を呈している。口縁部は残存し，口縁を斜
位上位に置かれてあった。中は土が半分ほど入り
こみ，人骨は検出されなかった。
②遺物（１７５・１７６）
　１７５の本体の壺形土器は，口縁部が短く，くの
字状に外反し，口唇部は平坦面をなし，刻目を施
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す。胴部器形はなで肩で丸味のある菱形凧の形状
をなし平底を呈す。肩部下位に一条の刻目突帯を
施す。１７６の壺形土器は，本体の底部付近で検出
されたもので，口縁部はやや長く外反し，口唇部
はＭ字状をなす。胴部器形はなで肩で逆卵形を呈
す。底部は欠損しており形状は不明である。頸部
には一条の刻目突帯を，胴部中央に一条の台形状
の突帯を施す。両者とも中津野式土器段階の遺物
と思われる。
　周辺遺物は第７２図である。

　１６）１６号壺棺墓（第４５図，図版２４）
①遺構
　Ｄ－８区，９ｃ層上面で，本遺跡最大級の立石
１及び，絵画土器等が集中した９ｂ層下層で検出
された。
　壺棺は器高７１�，最大径５２�で，口縁部は残存
し，ほぼ水平に平置き状で検出された。一条刻目
突帯を呈し，上面は圧力で壊れている状況であり，
中に半分土が入り込んでいることから，しばらく

後に壊れたことが推測できる。人骨は検出されな
かった。
　土坑は，他と異なり，長軸方向が南北方向を向
いている。長径０．７ｍ，短径０．５ｍ，深さ約０．３ｍ
の楕円形状を呈している。
②遺物（１７７・１７８）
　本体の口縁部は打ち欠かれており不明である。
壺形土器の器高は約６７�，底径約６�，最大幅約
４７�である。
　器形は，肩が張り胴部上方で膨らみ，底部にか
け逆二等辺三角形状にすぼまる。肩部に近いとこ
ろに一条の刻目突帯を施す。この突帯も連結せず
左下互い違いに切れている。また肩部には対の円
形浮文が４ヶ所にある。胴部下方には穿孔を施す。
調整は，全体的に不明瞭であるが，刷毛目調整を
施す。
　この遺物は，中津野式土器でも古い段階の遺物
と考えられる。
　周辺遺物は第７３図～第７５図である。
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　１７）１号甕棺墓（第４６図，図版６，２５）
①遺構
　Ｃ－８区，９ｃ層上面で検出された本遺跡唯一
の甕棺墓である。周辺には１号，２号壺棺が隣接
し，密集した状況で検出された。土坑は，長軸方
向が東西方向を向き，長径０．９ｍ，短径０．７ｍの楕
円形状を呈する。
　甕棺は，器高７８�，最大径３４�で，口縁を斜位
上向に向け，口縁には，小型の壺形土器を蓋に転
用した状況で，口縁に胴部を合わせていた。蓋は
上面が欠け，中には土が充填しており，人骨は検
出できなかった。
②遺物（１７９・１８０）
　本体の甕形土器（１８０）では，器高５７．５�，口

径３５．８�，底径５．６�である。器形は，胴部から
頸部にかけ緩やかに内傾し，頸部から口唇にかけ
直線状に緩やかに外反する。口唇部はＭ字状を呈
す。頸部から胴部にかけ，緩やかに膨らみ，底部
にかけ長胴形状に緩やかにすぼむ。突帯は，頸部
に一条の刻目突帯が巡り，胴部下位に穿孔を施す。
調整は，内外面ともに刷毛目が中心である。内面
底部にはミガキが観察できる。
　蓋形土器（１７９）は，壺形土器の底部である。
全体的に丁寧な刷毛目調整を行っている。
　これらの器形等から，中津野式土器の古い段階
に該当すると思われるが，中津野式土器特有の脚
台はない。
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土器棺部記土坑部軸
検出区棺墓種

挿
備考人骨副葬品蓋本体載深さ最小長最大長掘込方図

内容有無形状有無置き方器種№（㎝）（㎝）（㎝）有無向№
立石１４××高坏転用○口縁上部斜位壺１５１・１５２・１５３２５．０＋５０．０８５．０○ＥＷ８Ｃ１

壺棺墓

３０
頭蓋骨片○×高坏転用○口縁上部斜位壺１５４・１５５４３．０＋６０．０７３．０○ＥＷ８Ｃ２３１

×××口縁上部斜位壺１５６１１．０＋６０．０６４．０△ＷＥ８Ｂ３３２
立石４歯○××横平置き壺１５７３７．０５４．０７０．０○ＷＥ８Ｃ４３３
立石１２××壺型土器転用○口縁上部斜位壺１５８・１５９２７．０６６．０＋７５．０○ＷＥ８Ａ５３４
立石１６××△底部上位斜位壺１６０３０．０＋５３．０６４．０○ＥＷ８Ｂ６３５

××高坏転用○横平置き壺１６１・１６２２６．０６６．０８６．０○ＷＥ９Ｃ７３６
立石１９，立石２０××壺型土器転用○口縁上部斜位壺１６３・１６４２１．０８５．０９５．０○ＷＥ９１０Ａ８３７
立石１５××壺型土器転用○口縁上部斜位壺１６５・１６６４９．０６０．０８０．０○ＷＥ９Ｂ９３８
立石９××高坏転用○口縁上部斜位壺１６７・１６８１６．０５５．０６８．０○ＷＥ８Ａ１０３９
立石１３，立石１８，
立石２５××壺型土器転用○口縁上部斜位壺１６９・１７０３５．０６５．０７８．０○ＷＥ７Ａ１１４０

××壺型土器転用○横平置き壺１７１×ＷＥ１１Ｃ１２４１
大型壺２固体××高坏転用○横平置き壺１７２・１７３２９．０８７．０１０１．０○ＷＥ１０Ａ１３４２ にはさまれる
立石２１×××口縁上部斜位壺１７４２２．０６３．０６５．０○ＷＥ９１０Ｃ１４４３

××壺型土器転用○口縁上部斜位壺１７５・１７６２５．０＋６３．０８６．０○ＥＷ９Ｃ１５４４ （貝殻押圧突帯文）
立石１×××口縁上部斜位壺１７７・１７８５２．０７３．０○ＳＮ８Ｄ１６４５

××甕○口縁上部斜位甕１７９・１８０６４．０＋７５．０９３．０○ＥＷ８Ｃ１甕棺墓４６

備考
口
縁

穿
孔文様胎土色調調整

層出土
区

大きさ（㎝）分類
棺墓№

掲
載

挿
図

有
無

有
無その他突帯その他金運母有無ベンガラ有無内面外面内面外面最大

径底径口径器高小中大№№
○－－－長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ナデ，ケズリナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｃＣ８３５．５７．３３５．５１２．０ＤⅠ壺棺１１５１

３０ －－－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－黄橙黄橙ハケメ，指頭圧痕ナデ，ナデ後ハケメ９ｂＣ８２７．６－－－ａＡⅠ壺棺１１５２
Ｍ状口縁，黒班○○－一条突帯長石，角閃石，輝石－○赤橙赤橙ハケメナデ，工具ナデ，指ナデ，ハ

ケメ，指頭圧痕９ｃＣ８４６．４４．７２６．６７２．３ａＡⅠ壺棺１１５３
○○－－長石，角閃石，雲母－－にぶい黄褐黄橙工具ナデ，ミガキ工具ナデ，ミガキ９ｃＣ８３４．５－３４．０１７．１ＤⅠ壺棺２１５４３１ 絵画（肩部）－○－一条刻目長石，角閃石，輝石，雲母－－黄褐明黄橙ナデ（剥離多い）ナデ，ハケメ状ナデ，ミガキ９ｃＣ８４４．７１１．０－６４．０ａＡⅠ壺棺２１５５
底部棒状圧痕，ミガキあり，
絵画肩部に３本線有－○絵画（３

本線）一条刻目突帯長石，角閃石－－明黄褐黄橙ナデ，ハケメ，指頭圧痕ナデ，ハケメ９ｃＢ８４６．３１１．０－６０．０ａＡⅠ壺棺３１５６３２
－○－一条突帯長石，角閃石－－灰褐灰褐ヘラナデヘラナデ，ハケメ９ｃＢ７４１．０６．０－５８．０ａＡⅠ壺棺４１５７３３
内部剥落，Ｐ４２０と接合渦ま
き状の文様－－－線刻雲母，赤色粒子○－明赤褐橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ、ミガキ９ｃＡ８４５．５５．５－６４．０＋ｂＡⅡ壺棺５１５８

３４ 内部穿孔より上部黄変色，人
骨痕？－○線刻－長石，角閃石，輝石，雲母－－明黄褐にぶい橙ハケメ後ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ハケメ９ｃＡ８４５．５３．５－６５．５＋ａＡⅡ壺棺５１５９
内部剥落－－－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－暗赤褐黄橙工具ナデ，ハケメ，指頭圧痕工具ナデ，ハケメ９ｃＡ９４３．３９．５－５２．３＋ａＡⅠ壺棺６１６０３５

○－－－雲母，輝石○－にぶい黄褐赤褐工具ナデ工具ナデ，ハケメ９Ｃ９２８．０４．０２８．０１１．０ＣⅠ壺棺７１６１
３６ 全体的に丹塗か？○２－－長石，角閃石－－赤褐にぶい赤褐工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ，指ナデ，工具ナデ

後ミガキ９ｃＣ８４４．５４．０２４．０６６．０ｂＡⅠ壺棺７１６２
部分的に丹あり－－－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ハケメ後ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ９ｂＡ１０３８．０－－－ａＡⅡ壺棺８１６３

３７ 沈線文（絵画か？）が肩部を
同じように環る○－肩部に線

刻一条突帯長石，角閃石－－淡橙突帯上明橙
突帯下黒褐ナデ，工具ナデ，ハケメ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ハケメ９ｂＡ１０３９．２６．５２２．７６０．５ａＡⅡ壺棺８１６４

絵画－○絵画（４
本線）－長石，角閃石，雲母○－橙明橙工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ミガキ，指頭圧痕９ｃＢ９３４．０６．０－４２．０＋ｂＡⅠ壺棺９１６５

３８
○－－一条刻目突帯長石，角閃石－－暗黄橙一部

明赤橙明黄橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指ナデ，ミ
ガキ，ミガキ後ナデ９ｃＢ９４８．５５．０２０．４６９．７ａＡⅠ壺棺９１６６

○－－－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，ミガキ後ナデ工具ナデ，ミガキ後ナデ９ｃＡ９２７．０－２７．０１５．７ＤⅠ壺棺１０１６７
３９ －○肩部に線

刻あり－長石－－にぶい橙橙工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕工具ナデ９Ａ１０２９．５３．５－４１．０＋ｂＡⅠ壺棺１０１６８

黒斑－－－－長石，角閃石，輝石，雲母○－にぶい橙にぶい橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指ナデ，指
頭圧痕９Ａ８３０．８３．４－３９．６＋ｂＡⅠ壺棺１１１６９

４０
黒色研磨－○浮文４ヶ

所一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－暗赤橙明黄褐ナデ，工具ナデ，ハケメ，指頭圧痕工具ナデ，ハケメ９ｃＡ８４３．０８．０－５３．０＋ａＡⅠ壺棺１１１７０
内面剥離，丹塗痕－－－－長石，角閃石，輝石，雲母○－にぶい橙浅黄橙工具ナデ，ハケメ後ナデ，指頭圧痕ミガキ，ミガキ後ナデ９ｂＣ１０４９．６７．０－６２．２＋ｂＡⅠ壺棺１２１７１４１
高坏坏部転用－－－－長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ナデ，工具ナデケズリ後ナデ，指頭圧痕９ｃＡ１０２５．０－２５．０１２．２ＤⅡ壺棺１３１７２

４２ －－－一条突帯長石，角閃石，輝石－－明黄褐上明黄褐下
にぶい赤褐ハケメナデ，指ナデ，ハケメ９ｃＡ１０５１．０５．０－７１．８ａＡⅡ壺棺１３１７３

突帯上部丹塗，すす黒色研磨，○－－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明橙明褐ナデ，工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ハケメ，ハケメ後
ミガキ９Ｃ１０３７．５４．５１８．７５６．５ａＡⅠ壺棺１４１７４４３

黒斑○－口唇部に
も刻目一条刻目長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙明赤褐ナデ、工具ナデハケメ後ミガキ９ｂＣ９４３．９７．３１８．１６３．３ａＡⅠ壺棺１５１７５

４４
黒斑，部分的に丹あり○－頸部に一

条刻目一条突帯長石，角閃石，輝石，赤色粒子－－にぶい橙にぶい赤褐ナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ハケメ後ナ
デ，ミガキ９ｂＣ９・

１０４３．２－２６．９６８．５＋ａＡⅠ壺棺１５１７６

－○浮文一条刻目長石，角閃石，輝石－－赤橙にぶい橙ナデ，ハケメナデ，ハケメ後ミガキ，ケズ
リ後ナデ９ｃＤ８４７．０６．０－６７．０ａＡⅠ壺棺１６１７７４５

○－－－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデナデ，工具ナデ９ｃＤ８２３．０８．５２３．０２１．５ＢⅠ壺棺１６１７８
－－－－長石，輝石－－明褐黄褐ハケメハケメ９ｃＢ８－４．０－－ＡⅠ甕棺１１７９

４６ 黒班○－－－長石，角閃石，輝石，石英－－灰褐灰褐ナデ，工具ナデ，ハケメ，ミガキ，
指頭圧痕

工具ナデ，指ナデ，ヘラナデ，
ハケメ９ｃＢ８３８．１５．６３５．８５７．５ＢⅠ甕棺１１８０
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２　立石（第４７図，１８０～２０３）
　（折込み「検出状況図」参照）
　立石はＡ～Ｄ－７～１１区で２５基検出された。石
材は全て安山岩である。最大のものはＤ－８区で
検出された長さ２．９ｍ，幅０．８４ｍ，厚さ０．１ｍのも
のである。これらのうち，２・９・１４・１５・１７は
斜位に立った状況で，それ以外は全て横倒し状況
で検出された。
　斜位に立っているものは，９ａ層もしくは青ゴ
ラ中で検出され，横倒しのものは，９ｂ層で検出
された。このことは，少なくとも９ｂ層の時期に，
横倒しになったと推測される。これらの立石は，
配置状況から，甕棺墓，壺棺墓に伴っているので
はないかと考えられる。
　立石の出土状況から，いくつか特殊な出土状況
を示すと考えられる立石を取り上げる。

　まず，立石２は青ゴラ直下で検出され，墓標の
ような形をしていた。その根元には，同じ石材の
石が検出され，これらの石は立石２と完全に接合
できた。同じような意味をもちそうなのは，立石
８であるが，近くにある立石７とは接合できな
かった。
　次に立石１３・１７・１８・２５である。立石１３・１７は
何らかの力が加わったのか，折れた状況で検出さ
れた。中でも，立石１７の根元には，完形の免田式
土器が置かれた状況で検出された。これらの石材
は，接合することができたことから，もともとは，
一個体の立石であったと思われる。立石１８は，倒
れた衝撃で割れた状況で検出された。そして，こ
の下に一枚の立石が下敷きになっている状況で検
出された。
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備考石材厚さ（ｍ）最小長
（ｍ）

最大長
（ｍ）出土区名称掲載

№
挿図
№ 最小幅最大幅

壺棺１６に伴う安山岩０．１００．１００．８４２．９０８Ｄ立石１１８０

４７

安山岩０．０７０．０７０．２９２．０９８Ｃ立石２１８１
安山岩０．０２０．０５０．３６０．９７７Ｂ立石８１８２
安山岩０．０４０．１６０．４７１．２９８Ｃ立石３１８３
安山岩０．０３０．１００．５１１．５６８Ｂ立石１０１８４

壺棺４に伴う安山岩０．０３０．１１０．３７０．８５７Ｂ立石４１８５
安山岩０．０６０．１２０．４７１．１３８Ｄ立石１１１８６
安山岩０．０９０．２３０．４１１．４７８Ｃ立石５１８７
安山岩０．０１０．１３０．２７１．００９Ｄ立石６１８８
安山岩０．０２０．１６０．７２１．５２７Ｂ立石７１８９

壺棺１０に伴う安山岩０．０３０．１００．６０１．１２８Ａ立石９１９０
壺棺５に伴う安山岩０．０４０．１２０．４５１．３７８Ａ立石１２１９１
壺棺１１に伴う安山岩０．１００．１８０．４３０．８０８Ａ立石１３１９２
壺棺９に伴う安山岩０．２４０．２１０．６７１．７２９Ｂ立石１５１９３
壺棺６に伴う安山岩０．２１０．２９０．２９１．２４９Ｂ立石１６１９４

安山岩０．１００．２００．４５１．３６９Ａ立石１７１９５
壺棺１１に伴う安山岩０．１９０．１６０．７７２．３９９Ａ立石１８１９６
壺棺８に伴う安山岩０．０２０．０５０．３３１．０８９・１０Ａ立石１９１９７
壺棺８に伴う安山岩０．４００．１００．５９１．１４９Ａ立石２０１９８
壺棺１に伴う安山岩０．０７０．１４０．０３１．０４８Ｃ立石１４１９９
壺棺１４に伴う安山岩０．０５０．０５０．３４１．１６１０Ｃ立石２１２００

安山岩０．０１０．０２０．１８０．３５１０Ｃ立石２２２０１
安山岩０．０８０．１１０．４００．４３１０・１１Ｄ立石２３２０２

壺棺１１に伴う安山岩０．０２０．０３０．３３１．１１９Ａ立石２５２０３
安山岩０．０５０．０６０．３４１．１６１１Ｃ立石２４２０４
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３　円形周溝墓
　（別添「遺構遺物検出状況図」参照）
　円形周溝墓は，Ｃ～Ｄ－８・９区の黒ヶ岡の緩
斜面上に集中して検出された。６号，７号及び８
号円形周溝墓以外は，おそらくこの調査区地形の
一番高い位置を取り巻くように弧を描くような状
況で発見されている。本来ならば，壺棺墓・甕棺
墓と同様，９ｂ層からの掘り込みがあったものと
考える。それは，主体部及び周溝部とも，９ｂ層
の黒褐色土を埋土として発見されたからである。
しかしながら，９ｂ層での遺構検出は非常に難し
く，遺構造成レベルからかなり下の９ｃ層上面の
暗褐色土面で発見した。
　遺構プランとして，まず，周溝部は，ほぼ円形
状をなしているものの，全てが北もしくは東方向
で大きく途切れており，中には数ヶ所周溝部が途
切れるなど完全に周溝の掘り込みが巡らないもの
もある。いわゆる，陸橋部をもつ円形周溝墓がほ
とんどである。主体部は楕円形状を呈し，軸は東
西方向を向いている。９ｂ層での検出が難しかっ
たため，これらの円形周溝墓が墳丘をもつものか
否かは残念ながら不明である。遺構内遺物は少な
く，主体部で人骨は検出されていない。
　これらの遺構のうち３基は，壺棺墓に切られて
検出されている状況から壺棺・甕棺墓より時期は
古いと考えられる。また，いくつかの土坑墓とも
切り合いを見せており，土坑墓との新旧関係が見
られる。円形周溝墓同士の切り合いは見られない
ことから，ほぼ同時期に造成されたものと思われ
る。

　１）１号円形周溝墓（第４８図）

①遺構
　Ｄ－８区の９ｃ層上面，緩やかな斜面上で検出
された。周溝部は，長径５．４ｍ，短径４．７ｍ，溝幅
０．４８ｍ，溝の深さ０．２１ｍで，北東側（海側）が大
きく開く。また，南西方向では溝が互い違いの状
態で切れていることから，陸橋と思われる。主体
部は，長径２．２ｍ，短径１．１ｍ，深さ０．３ｍの楕円形
状プランで，床面は瓢箪形を呈す。床面近くに壺
形土器の底部が検出されたが，人骨は検出されな
かった。軸方向は北東方向である。

②遺物（２０５～２０８）
　２０５・２０６・２０８は，周溝部埋土中より出土した。
２０５・２０７・２０８は，それぞれ壺形土器の口縁部か
ら頸部と底部である。２０５の壺形土器は，口縁部
がくの字状に外反し，口唇部はＭ字状の平坦面を
呈す。横ナデ後若干のミガキが入る。２０７・２０８の
壺形土器は，平底を呈し，２０７は楕円形状の胴部，
２０８は直線状に底部へすぼまる器形をなす。２０７は，
外面をナデ後ミガキの調整を施す。２０８は，外面・
内面共に刷毛目調整を施している。２０６は甕・鉢・
高坏形土器の脚部付け根部分である。いずれも指
宿地方特有の橙を基調とする色調で，在地土器と
考えられる。これらの遺物は，中津野式土器段階
該当と考えられる。

　２）２号円形周溝墓（第４８図）

①遺構
　１号円形周溝墓に近いＤ－８・９区の９ｃ層で
検出された。埋土は主体部，周溝部とも９ｂ層の
黒褐色土である。
　主体部は楕円形状を呈し，長径１．１ｍ，短径０．７
ｍ，深さ０．３ｍである。人骨及び遺物は検出され
なかった。長軸方向は北東－南西方向を向く。
　周溝は，外回りで長径５．５ｍ，短径４．７ｍ，周
溝幅０．４ｍ，深さ０．２ｍの楕円形状を呈す。北東
方向は互い違いでつながっておらず，陸橋部を
もつ円形周溝墓と思われる。周溝部先端は，３
号円形周溝墓の周溝部と近接しているが，切り
合いではなく３号円形周溝墓が２号円形周溝墓
の周溝部を活用しながら造成されたのではない
かと思われる。

②遺物（２０９）
　周溝内から脚台の欠けた甕形土器を検出した。
口縁部が長く緩やかに外反し，口縁部先端でかす
かに外反する。調整は外面がヘラナデ，刷毛目後
ヘラナデ，指頭圧痕を施し，内面が指頭圧痕，ヘ
ラナデ，工具ナデである。２０９の甕形土器は，口
縁部形状から辻堂原式土器段階の遺物と考えられ
る。
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　３）３号円形周溝墓（第４９図）

①遺構
　第２号，第４号円形周溝墓に隣接した所，Ｄ－
９区の９ｃ層上面で検出された。

　周溝は，長軸３．３ｍ，短軸３．３ｍ，溝幅０．３ｍ，
深さ０．２ｍであるが，他の円形周溝墓とは異なり，
三日月状を呈す。主体部は，長径１．５ｍ，短径０．５
ｍ，深さ０．２５ｍの長楕円形を呈する。軸方向は北
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東－南西を向く。内部から人骨及び遺物は検出さ
れなかった。土坑が両円形周溝墓を切っている為，
この円形周溝墓は，１３号土坑墓との切り合いを見
せているが，１３号土坑墓が３号円形周溝墓の周溝
部を切っていることから，１３号土坑墓の方が新し
い時期と思われる。

②遺物（２１０）
　周溝から，甕・鉢形土器の口縁部片と思われる土
器片が出土したが，全体器形等観察できなかった。

　４）４号円形周溝墓（第４９図）

①遺構
　Ｃ・Ｄ－９区，９ｃ層で検出された。２・３・
９号円形周溝墓に近接している。
　主体部は，長径２．１ｍ，短径１．１ｍ，深さ０．２ｍ
の隅丸方形状を呈し，軸方向は，東北東－西南西
を向く。主体部からの人骨及び遺物は検出されな
かった。
　周溝は，長軸５．８ｍ，短軸３．８ｍ，周溝幅０．５ｍ，
深さ０．２ｍあり，北方向で２ヶ所に途切れた部分
があり，これは陸橋部と考えられる。本遺跡の円
形周溝墓の中では大きい方である。

②遺物（２１１～２１３）
　遺物は，周溝の埋土中から出土した。２１１は壺
形土器の口縁部から肩部にかけての破片である。
口縁部は，くの字状に外反し，口唇部は丸味を帯
びる。外面調整は横ナデを基本とするが，頸部の
一部にミガキが見られる。内面はナデである。
２１２も壺形土器の口縁部である。口縁部が直線状
に立ち上がり，端部で急に外反する。口唇部は丸
味を帯びる。内面・外面ともナデ調整である。
２１３は壺形土器の肩部から胴部にかけての破片で
ある。粘土貼付による刻目突帯が一条みられる。
調整はナデを施す。これらの遺物から，中津野式
土器該当と思われる

　５）５号円形周溝墓（第５０図）

①遺構
　Ｂ・Ｃ－８区で検出された。主体部を１号壺棺
墓が，周溝部先端を１号甕棺墓が切る状態で検出

されている。
　主体部の長軸が短軸とも１ｍ，深さ０．５ｍで，
ほぼ円形状を呈する。主体部内で人骨・遺物は検
出されなかった。軸方向は，ほぼ東西方向である。
　周溝部は，長軸４．４ｍ，短軸３．４ｍ，溝幅０．５ｍ，
深さ０．２ｍで，東方向が途切れており，陸橋部と
思われる。周溝部では，確認トレンチでの調査を
行った為，周溝及び主体部の一部が不明となって
しまっている。また，１号壺棺墓及び１号甕棺墓と
も切り合いを見せており，これらの状況から壺棺
墓及び甕棺墓の方が時期的に新しいことが分かる。
周溝部南側で周溝に沿って破砕された状態の高坏，
壺形土器，鉄剣の剣先が出土しており，主体部では
遺物は検出されなかった。これらの遺物が祭祀に
関わるものか否かは不明であるが，興味深いとこ
ろである。

②遺物（２１４～２１６）
　２１４は，器高４６�，底径５．５�の平底を呈した壺
形土器で，胴部から底部と思われ，口縁部が欠け
ている。底部は平底を呈し，丁寧な刷毛目調整を
施す。内面は剥離が激しく，調整痕が不明瞭であ
る。なで肩で大きく膨らみをもつ逆卵形の胴部を
呈する。２１５は，壺形土器の胴部から底部と思わ
れ，２１６の高坏形土器は，肩部から緩やかに外反
し，内面の稜線が明瞭である。脚部は欠損し不明
である。全体的に丁寧なナデを施す。
　Ｆｅ１は周溝部北側埋土中で出土された鉄剣で，
基部を欠いている。長さが約１５�，幅約２．３�，
厚さ約０．３�ある。
　これらの遺物から，中津野式土器該当と考えら
れる。

　６）６号円形周溝墓（第５０図）

①遺構
　Ｃ－８・９区で検出された。
　周溝は，方形周溝状とも思われる形状を呈する
が，南側の周溝が孤状を呈しているため円形周溝
墓と判断した。南側が三日月形の溝，西・北側が
ほぼ直線状の溝の計３本から成り，それぞれは連
結していない。これらは陸橋部と考えられる。東
側は，大きく開いている形状である。長軸約４ｍ，
短軸３ｍ，溝幅０．５ｍ，深さ０．０５ｍである。周溝
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部内から遺物は出土していない。
　主体部は，長径１．６ｍ，短径０．８ｍ，深さ０．３ｍ
の長楕円形を呈し，軸方向は，ほぼ東西方向を向
く。内部から人骨・遺物等は検出されなかった。

　７）７号円形周溝墓（第５１図）

①遺構
　Ａ－９区の丘稜地の裾野に，他の円形周溝墓か
ら約１０ｍ強離れた場所で検出された。また，８号
円形周溝墓と連なる状況で検出された。切り合い
は確認できなかった。
　周溝部は，長径４．６ｍ，短径３．３ｍ，周溝幅０．４
ｍ，深さ０．２ｍで東側には溝がなく，西方向で途
切れている。遺物は出土していない。
　主体部は，長径２．２ｍ，短径１．１ｍ，深さ０．１４ｍ
で長楕円形状を呈する。軸方向は東西方向を向い
ている。内部から人骨・遺物は検出されていない。

　８）８号円形周溝墓（第５１図）

①遺構
　７号円形周溝墓のすぐ横Ａ－９・１０区で７号円
形周溝墓と向き合うような形で検出された。双方
の周溝部とは切り合っておらず，意図的にこのよ
うな形状で造成されていると思われる。
　周溝部は，７号円形周溝墓の周溝部と連結しそ
うな状況で南側が大きく開き，東側も大きく開い
ている。これらは，陸橋部と思われる。長径５．６
ｍ，短径３．８ｍ，溝幅０．５ｍ，深さ０．２ｍで三本の
溝が孤を描くように配置されている。周溝内から
遺物は出土していない。
　主体部は，長径１．７ｍ，短径０．９ｍ，深さ０．４ｍ
の隅丸方形状を呈し，軸方向はやや北寄りの東西
方向を向く。内部から，人骨・遺物とも検出され
なかった。

　９）９号円形周溝墓（第５１図）

①遺構
　Ｃ－９・１０区の４号円形周溝墓に隣接した所で
検出された。４号周溝墓とは切り合いは見られな
かった。本遺跡では，一番他の遺構との切り合い
を見せており，複雑な遺構である。

　周溝は，長径４．８ｍ，短径４．４ｍ，溝幅０．５ｍ，
深さ０．２ｍの，北方向を大きく開いた状況で検出
された。これらは陸橋部と思われる。
　主体部は，長径２．１ｍ，短径１ｍ，深さ０．４ｍの
楕円形状を呈する。軸方向は北東－南西方向を向
く。１４号壺棺墓と切り合いとなり，壺棺墓が主体
部を切っている。また，南西方向には４６号土坑墓
があるが切り合いはなく，新旧関係は不明である。
人骨は検出されなかった。

②遺物（２１７～２２１）
　主体部及び周溝から遺物が出土した。
　主体部の埋土中からは，壺形土器の口縁部
（２１７）が出土した。口縁部がくの字状に外反し，
口唇部はＭ字状をなす。２２０は主体部周辺９ｃ層
で検出された壺形土器の胴部から底部である。口
縁部が外反し，口唇部は丸味を帯びる。２１８と２１９
は，周溝埋土中より検出された。２１８は鉢・高坏
形土器の口縁部，２１９は壺形土器の口縁部と思わ
れる。２２１は鉢形土器の胴部から底部にかけての
土器片である。これらは，中津野式土器段階の遺
物と考えられる。
　　
　１０）１０号円形周溝墓（第５２図）

①遺構
　Ｄ－１０区の１３・１４層上面で検出された。この区
は旧地形が丘稜地であったと考えられる。埋土は
９ｂ層である。主体部は不明であるが，溝が孤を
描いていることから円形周溝墓と判断した。
　周溝部は，長軸３．２ｍ，溝幅０．５ｍ，深さ０．１８ｍ
で三日月状を呈す。すぐ近くに土坑が見つかって
いるが，規模，位置等から主体部とは判断できない。

②遺物（２２２）
　周溝内から甕形土器の口縁から胴部（２２２）が
出土した。口縁部はくの字形に外反し，口唇部は
丸味を帯びる。口縁部は横ナデ調整，胴部外面は
刷毛目，内面はヘラナデ調整である。中津野式土
器段階の遺物と考えられる。

　１１）１１号円形周溝墓（第５２図）

①遺構
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　Ｃ－１０・１１区の海側の丘稜地斜面上と考えられ
る所より検出された。１０号と同じく，１３・１４層上
面で９ｂ層を埋土としている。また，確認トレン
チを入れたため，半分は不明である。さらに，主
体部は４２号土坑墓が主体部を切っている。
　主体部は，長軸１．１ｍ，深さ０．３ｍである。形状
は不明である。人骨・遺物は検出されなかった。
　周溝は，長軸４ｍ，短軸３ｍ，溝幅０．４ｍ，深
さ０．０８ｍの三日月状を呈す。おそらく，この孤状
の溝がそれぞれ終結している為，東西方向で周溝
が切れていると思われる。遺物は出土していない。

　１２）１２号円形周溝墓（第５２図）

①遺構
　Ｂ・Ｃ－１１区の海側，調査区壁際で検出された。
　周溝部は，長軸２．６ｍ，短軸２．３ｍ，溝幅０．３ｍ，深
さ０．２ｍで三日月状を呈している。他の周溝は，確
認トレンチ及び調査区外ににあたり，不明である。
　主体部は，長径１．２ｍ，短径０．８ｍ，深さ０．２ｍ
の楕円形状を呈す。長軸方向は東西である。人
骨・遺物は検出されなかった。

②遺物（２２３～２２５）
　周溝の埋土中より検出された２２３は壺形土器の
口縁部，２２４は鉢形土器の口縁部である。２２３は緩
やかに外反し，口唇部は角ばった形をしている。
２２４は緩やかに外反し，口唇部は三角形状を呈す。
いずれもナデ調整を施す。２２５は坩形土器の胴部

から口縁部である。頸部から口縁部まで，ほぼ一
直線上に長く広がる。全般的にナデ調整を施す。
　２２５は，東原式土器段階該当遺物と考えられる。

４　溝状遺構

　本遺跡においては，１基のみの検出である。Ｄ
－９区の丘側の調査区と調査区外の際で検出され
た。撹乱の及ばない９ｃ層で検出され，９ｂ層を
埋土とする。この周辺には大型土器（第６４図，
２４７）が直立した状態で検出されている。また，
５４７，剣製品等が検出されている。検出状況から
調査区外に延びていることもあり，明確に円形周
溝墓と判断できないため，溝状遺構として取り
扱った。

①遺構
　長径２ｍ，幅０．５ｍ，深さ０．２ｍの三日月状を呈
する。軸は南北方向にある。

②遺物（２２６～２２８）
　全て埋土での出土である。２２６は甕形土器の口
縁部から胴部，２２７は壺形土器の胴部である。２２８
は甕あるいは鉢形土器の脚部である。２２６は口縁
部がくの字状に大きく開き，口唇部はナデでコの
字状を呈す。全体的に刷毛目調整を施す。２２７は
一条の刻目突帯を施す。
　２２７の甕形土器の器形から，中津野式土器段階
の遺物と考えられる。
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周溝部主体部軸
方向区円形周溝墓№挿図

№ 深さ（㎝）溝幅（㎝）最小長（ｍ）最大長（ｍ）人骨有無深さ（㎝）最小長（ｍ）最大長（ｍ）

２１．０４８．０４．７０５．４５×３２．０１．１６２．２０ＥＷ８Ｄ円形周溝墓１
４８

４０．０６８．０４．４２５．６０×３０．００．７２１．１２ＥＷ８・９Ｄ円形周溝墓２

２０．０３５．０３．３０３．３５×２５．００．５５１．５５ＳＮ９Ｄ円形周溝墓３
４９

２７．０３０．０５．７０５．８５×２６．０１．１３２．１５ＥＷ９Ｃ・Ｄ円形周溝墓４

２０．０５０．０３．４４４．４５×５５．０１．００１．００ＥＷ８Ｂ・Ｃ円形周溝墓５
５０

５．０５０．０３．８０４．３０×３４．００．８２１．６２ＥＷ８・９Ｃ円形周溝墓６

２０．０３７．０３．３０４．６０×１４．０１．１７２．２０ＥＷ９Ａ円形周溝墓７

５１ ２２．０５４．０３．８２５．６０×４２．００．９５１．７４ＥＷ９・１０Ａ円形周溝墓８

２３．０５０．０４．４５４．８８×４３．０１．００２．１３ＥＷ９・１０Ｃ円形周溝墓９

１８．０５５．００．９０３．２６×主体部なし不明１０Ｄ円形周溝墓１０

５２ ８．０４５．０２．５３３．８２×３５．００．３０１．１０ＥＷ１０・１１Ｃ円形周溝墓１１

２０．０３０．０２．３５２．６０×２５．００．８０１．２５ＥＷ１０・１１Ｂ・Ｃ円形周溝墓１２
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５　土坑墓

　Ａ～Ｄ－８～１１区に計７２基検出された。９ｃ層
検出土坑墓は４６基，１５層上面検出土坑墓は，２６基
である。いずれの層の検出土坑墓も９ｂ層の黒褐
色土を埋土としていることから，この時期の土坑
墓と判断した。発見された土坑墓は，土坑墓同士
及び円形周溝墓と切り合いを見せる。特にＢ－１０
区，Ｃ～Ｄ－８～１０区において，この状況が顕著
に見られる。長軸方向で遺構の向きを総覧すると，
地形ラインに沿うというより方角を意識してつく
られた可能性が高いと考える。
　土坑内から遺物が出土している例は少ないが，
壺・鉢・甕・高杯形土器や，丹塗研磨土器，鉄鏃
及び曲剣などが出土している。残念ながら，人骨
は検出されなかった。
　しかしながら，科学分析によると埋土中からリ
ンが検出され，人骨の可能性が高いことも判明し

ており，埋葬用であることは間違いないようであ
る。前述の他の遺構と同様９ｂ層の黒褐色土中で
は，遺構検出が非常に困難であり，９ｃ層下層で
ようやく遺構ラインを確認できた。よって，本来
の土坑墓の深さはもっと深いと考える。
　ここでは，これらの土坑墓について，平面プラ
ンを基本に次のように分類した。
・　大型隅丸方形状
・　円形状
・　中型隅丸方形状
・　長楕円形状
・　楕円形状
・　その他
　以上の六類型である。この分類を基に土坑墓を
まとめたのが次の表である。

１）大型隅丸方形状土坑墓
　大型隅丸方形状の土坑墓は７基あり（第５３図），
全て１５層上面で発見されたものの，９ｂ層の黒褐
色土が埋土であった。このことから，少なくとも
縄文時代晩期の遺構ではなく，弥生終末期から古
墳時代中期の遺構と判断した。これらの土坑は長
軸平均３．３ｍ，短軸平均１．８ｍと大型である。５４号
と６２号土坑墓は，若干ながら埋土の色調の差異が
あったものの，９ｃ層と１３・１４層の土が混在した
埋土と思われる。
　遺構内遺物が少ないため，時期認定は難しいが，
５４号土坑墓埋土中に一点のみ，壺形土器と思われ
る口縁部（第５３図，２２９）が検出されている。胴
部から頸部にかけ，くの字状に外反し，口縁部は
短い。口唇部は，中央部に弱干の窪みをつけては

いるものの，平担面を呈する。これらのことから，
中津野式土器の古い段階の壺形土器ではないかと
思われる。

２）円形状土坑墓
　円形状の土坑墓は（第５４図）７基あり，全て９
ｃ層下面で発見されたものである。埋土は９ｂ層
の黒褐色土であった。これらの土坑墓の長軸平均
は１．６ｍ，短軸平均が１．３ｍである。遺構内遺物は
少ないものの，１２号土坑墓埋土中で壺形土器の胴
部（第５４図，２３０）が一点出土している。口縁部，
底部はないが，胴部最大幅の所よりやや頸部寄り
に一条の刻目突帯を貼付けている。胴部の幅から
大型の壺形土器であることが予想される。器面は
工具ナデを中心に施す。口縁部，底部がないこと
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その他楕円
形状

長楕円
形状

中型
隅丸
方形状

円形状
大型
隅丸
方形状

平面プラン

６　１４　１５１　７　１３　１７３　９　１０　４２４　８　１１　１６２　５　１２　１８４７　４９　５４

土
坑
番
号

２３　２４　２６２０　２１　２５　　５９　６８　６９　　１９　２２　２７　　３１　４４　７２　　５５　６２　６３
３３　４１　４５２９　３４　３５　　２８　３０　３２　　６７　　　　
５８　６０　６４３６　４３　４６　　３７　３８　３９　　

５３　５７　６１　　４０　４８　５０　　
６５　６６　７０　　５２　５６　　　　
７１　　　　　　
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１．暗褐色土 
２．茶褐色土 

１．暗褐色土（灰色系） 
２．暗褐色土（パミス多し） 
３．暗茶褐色土 
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からはっきりと時期比定はできないが，器形及び
突帯形状から，中津野式土器の段階と考えられる。
　また，３１号土坑墓は，３０・３２号土坑墓と切り合
いを見せているが，３１号土坑墓を３０・３１号土坑墓
が切っていることから，３１号土坑墓の方が古い遺
構であると判断した。

３）中型隅丸方形状土坑墓
　中型隅丸方形状の土坑墓は１８基あり（第５５図～
第５７図），９ｃ層下面発見の土坑墓は１４基，１５層上
面発見の土坑墓は４基ある。図面では１７基を記載
しているが，残りの２基は切り合いを見せ，他の
形状分類に記載してある。３２号土坑墓は段堀状態
を呈しているため，木棺土坑墓の可能性も考えら
れる。残念ながら遺構内で木片や木片痕は発見で
きなかった。これらの土坑墓の長軸平均は，約２

ｍ，短軸平均は１．１ｍである。遺構内遺物及び近
隣遺物の割合が多く，鉄製品の出土もある。
　８号土坑墓の縁辺部では，甕形土器（第５５図，
２３１），高坏形土器（２３２）が出土した。甕形土器
は，口縁部がくの字状に外反し，厚さも先端まで
ほとんど変わらない。口唇部は丸みを帯びる。器
面調整はナデである。高坏形土器は，口縁部のみ
であるが，肩部が丸みを帯び，そこから外反する。
口唇部は丸みを帯びる。
　１１号土坑墓には曲剣（第５５図，Ｆｅ２）が，１６
号土坑墓では四本が銹着した圭頭鏃が床着で検出
されたとともに，口縁部が内弯した鉢形土器
（２３３）が埋土中で出土している。Ｆｅ２の曲剣は，
弥生終末期該当と思われる。また，Ｆｅ３は，茎
部に布目状のものが付着している。弥生時代終末
該当の鉄鏃と思われる。
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　２８号と３０号土坑墓では床着で有茎鏃が（Ｆｅ４
～Ｆｅ７），３０号土坑墓では壺形土器の口縁部
（２３４）が出土している。さらに，３２号土坑墓で
は壺形土器と思われる口縁部（２３５）と底部
（２３７），甕形土器の口縁部（２３６）が出土してい
る。Ｆｅ４～Ｆｅ７は，圭頭鏃である。Ｆｅ６は刃部
が長く，Ｆｅ４は，小さな腸抉をもつ長三角の鏃
身が特徴である。これらは，古墳時代中期該当と
考えられる。このことから，２８・３０号土坑墓は，
古墳時代中期該当の遺構と判断できる。
　３２号土坑墓の壺形土器の口縁部（２３５）は，口
縁部が外反し，口唇部が丸みを帯びる。２３６の甕
形土器の口縁部は，口縁部がくの字状に外反し，
口唇端部は丸味を帯びる。２３７の壺形土器の底部
は，平底をなす。これらの遺物から，中津野式土
器～東原式土器段階と考えられる。

４）長楕円形状土坑墓
　長楕円形状の土坑墓は（第５８図，２３８）８基あ
る。１基は切り合いを見せているため，他に記載
してある。長軸平均が２．２ｍ，短軸平均が１ｍ程
である。遺構内遺物としては，３１号土坑墓で鉄剣
（Ｆｅ８）が出土している。また１０号土坑墓には，

指宿地方特有の明赤色の坩形土器（２３８）が出土
している。
　これらの遺物から中津野式土器段階該当と思わ
れる。

５）楕円形状土坑墓
　楕円形状の土坑墓は２０基あり（第５９図・第６０
図），長軸平均が約１．６ｍ，短軸平均が０．８ｍ程で
ある。９層発見土坑墓が１３基，１５層発見土坑墓が
７基である。遺構内遺物は少ないが，埋土中出土
として７０号土坑墓から鉄剣（Ｆｅ９）が出土して
いる。この剣は両関のもので先端が欠損している。
長さが１７．６�，幅が３．３�，厚さ０．５�あり，途中
で屈曲している。茎に目釘穴がある。把を細長い
台形状に削り，把縁，把頭との間に明瞭な差をも
つ。時期は，弥生時代終末から古墳時代中期該当
で細かい時期判断は難しい。１号土坑墓からは，
口縁が内弯する鉢形土器の口縁部（２３９）が，１７
号土坑墓からは甕形土器と思われる底部片（２４０）
が，３５号土坑墓からは丸底を呈し口縁まで直行し
て立ち上がる鉢形土器（２４１）が出土している。い
ずれの遺物も土器片であるため，明瞭な時期は難
しいが，中津野式から東原式土器該当と思われる。
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備考人骨
有無形状深さ（ｍ）短径（ｍ）長径（ｍ）分類方

 
層
 

検出区土坑
墓№

挿図
№

×大型隅丸方形０．４２．２５＋３．６５ＡＥＷ１５８Ｄ４７

５３

×大型隅丸方形０．３＋１．０２．６３ＡＥＷ１５８・９Ｃ４９
×大型隅丸方形０．３５２．０３．５ＡＥＷ１５９・１０Ｃ・Ｄ５４
×大型隅丸方形０．３１．６５２．８ＡＥＷ１５９Ｃ５５
×大型隅丸方形０．２５２．１３．５ＡＥＷ１５９Ｂ６２
×大型隅丸方形０．２５２．３４．０ＡＥＷ１５９Ｂ６３

切合。６６が新しい×楕円形０．３０．８１．６７ＥＥＷ１５１０Ｃ６６
×大型隅丸方形０．２５１．８＋３．２ＡＥＷ１５１０Ｃ６７
×円形０．３２．０＋２．１５ＢＥＷ９７・８Ｃ５

５４
×円形０．３＋１．３２１．５ＢＥＷ９９Ｄ１２

円周４溝切合×円形０．３１．５１．７ＢＥＷ９９Ｃ１８
ＳＤ３０．３２切合×円形０．６＋１．０１．６ＢＳＮ９１０Ｂ３１

×円形０．１５０．７１．０５ＢＳＮ９１１Ｂ４４
×中型隅丸方形０．４１．２２．７ＣＳＮ９８Ｄ４

５５

×中型隅丸方形０．３０．９＋１．６ＣＥＷ９８Ｃ８
×中型隅丸方形０．４１．５２．２ＣＥＷ９７・８Ａ１１
×中型隅丸方形０．２１．３２．１ＣＥＷ９９Ｄ１６

近接×中型隅丸方形０．５１．４２．３ＣＥＷ９９Ｃ１９
近接×中型隅丸方形０．６１．２１．８ＣＥＷ９１０Ｃ・Ｄ２２

×中型隅丸方形０．４１．２２．２ＣＥＷ９１０Ｃ２７
段堀×中型隅丸方形０．５１．３２．１ＣＥＷ９１０Ｂ・Ｃ２８

５６

×中型隅丸方形０．６１．３２．２ＣＥＷ９１０Ｂ３０

木棺土壙墓
の可能性×中型隅丸方形０．６１．７２．７ＣＥＷ９１０Ｂ３２

×中型隅丸方形０．２０．７１．５ＣＥＷ９１１Ｄ３８
×中型隅丸方形０．１１．１１．７ＣＥＷ９１１Ｃ・Ｄ３９
×中型隅丸方形０．２１．１２．０ＣＥＷ９１１Ｃ４０
×中型隅丸方形０．１５０．８５１．５ＣＥＷ１５８Ｃ・Ｄ４８

５７
近接×中型隅丸方形０．２５１．１８２．１３ＣＥＷ１５８・９Ｃ５０

×中型隅丸方形０．２８１．１７２．４ＣＥＷ１５９Ｃ・Ｄ５２
近接×中型隅丸方形０．２５０．９２１．８３ＣＥＷ１５９Ｃ５６

×長楕円形０．４＋０．８２．５ＤＳＮ９８Ｄ３

５８

×長楕円形０．２１．２２．１ＤＥＷ９８Ｂ９
二段堀×長楕円形０．６１．３３．０ＤＥＷ９７Ａ１０

×長楕円形０．２０．８５＋０．６ＤＳＮ９１１Ｃ４２
×中型隅丸方形０．１５０．５３１．４ＣＥＷ１５８・９Ｃ５１
×長楕円形０．２６１．１２．５５ＤＥＷ１５９Ｂ５９
×長楕円形０．３４０．９５２．５５ＤＥＷ１５１０Ｃ６８
×長楕円形０．２１．１５２．５ＤＥＷ１５１０Ｃ６９

備考人骨
有無形状深さ（ｍ）短径（ｍ）長径（ｍ）分類方

 
層
 

検出区土坑
墓№

挿図
№

切合。３６が新しい×楕円形０．８０．８２．３ＥＥＷ９１０Ｂ・Ｃ３６

５９

×中型隅丸
方形０．３１．３＋１．７ＣＥＷ９１０・１１Ｂ・Ｃ３７

×楕円形０．１５０．９２．０５ＥＥＷ９１１Ｃ４３
×楕円形０．２０．６＋０．７ＥＥＷ９１１Ｂ４６
×楕円形０．３０．８５１．８ＥＳＮ１５９Ｄ５３
×楕円形０．２６１．０３１．８１ＥＥＷ１５９Ｃ５７
×楕円形０．１６０．７２１．６ＥＥＷ１５９Ｂ６１

溝状も可能性有り×楕円形０．１７０．７２２．４５ＥＥＷ１５９・１０Ｃ６５
×楕円形０．６１．１１．８５ＥＥＷ１５１０Ｂ７０
×楕円形０．４＋０．８１．１５ＥＥＷ１５７Ａ７１

段堀×円形０．６５１．０１．８ＢＳＮ１５７Ａ７２
×楕円形０．４０．９１．６ＥＥＷ９８Ｄ１

６０

×円形０．４０．５＋０．６２ＢＥＷ９８Ｄ２
×楕円形０．５１．０２．０ＥＥＷ９８Ｃ７

円周９主体横×楕円形０．３１．１１．４ＥＳＮ９９Ｃ１７
×楕円形０．５９．７１．４ＥＥＷ９９Ｃ２０
×楕円形０．４１．２１．６ＥＥＷ９９Ｃ２１
×楕円形０．２０．８１．４ＥＳＮ９１０Ｃ２５
×楕円形０．６１．１２．２ＥＥＷ９１０Ｂ２９
×楕円形０．２１．３１．８ＥＥＷ９１０Ｂ３４

一部段堀×楕円形０．５１．４２．４ＥＥＷ９１０Ｂ３５
×その他０．２０．５１．５ＦＥＷ９８Ｃ６

６１

×その他０．２０．８＋０．６ＦＥＷ９９Ｄ１４
×その他０．２０．８１．３ＦＮＳ９９Ｄ１５
×その他０．３０．９１．９ＦＥＷ９１０Ｃ２３
×その他０．３１．３２．３ＦＥＷ９１０Ｃ２４
×その他０．２０．５１．４ＦＥＷ９１０Ｃ２６

ＳＤ３０．３２近×その他０．３１．６２．０ＦＥＷ９９・１０Ｂ３３
円周１１主体部切る×その他０．４５０．４１．２ＦＥＷ９１１Ｃ４１

×その他０．２０．６１．１５ＦＳＮ９１１Ｂ４５
×その他０．２３１．４２．５ＦＥＷ１５９Ｂ・Ｃ５８
×その他０．３５１．２２．３６ＦＥＷ１５９Ｂ６０

円周２．３際×楕円形０．２０．８１．３ＥＳＮ９９Ｄ１３
×その他０．１５１．０５３．１ＦＥＷ１５９・１０Ｄ６４
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備考胎土文様内色外色内調外調底径口径器高層区
分類

遺構名掲載
№

挿図
№ 小

分類
中
分類

大
分類

長石，角閃石，石英－明橙黄橙ナデ，ミガキナデ，ミガキ－１８．７－埋土Ｄ８ＡⅠ円形周溝墓１溝内２０５

４８

一度成形焼成後粘土貼付長石，角閃石，石英－黒色黄褐及
明橙ナデ工具ナデ－－－埋土Ｄ８Ｂ・Ｃ

・ＤⅠ円形周溝墓１溝内２０６

長石，角閃石，輝石－橙明橙ナデハケメ５．０－－埋土Ｄ８ＡⅠ円形周溝墓１主体部２０８

長石，角閃石－明橙明黄褐ハケメ，ナデミガキ
工具ナデ４．８－－埋土Ｄ８ＡⅠ円形周溝墓１主体部２０７

スス付着長石，角閃石
輝石，石英－

赤味
がかった
黄橙

暗赤褐
工具ナデ
ナデ
指頭圧痕

ナデ，ハケメ後
ナデ，指頭圧痕－１６．０－周辺Ｄ８・９ＢⅢ円形周溝墓２溝内２０９

角閃石，輝石－明黄褐明黄褐工具ナデ工具ナデ－－－周辺Ｄ９円形周溝墓３２１０

４９
角閃石，輝石－明黄褐明黄褐ナデ，指ナデナデ，ミガキ－９．３－埋土Ｃ９ＡⅠ円形周溝墓４溝内２１１

角閃石，輝石－明橙明赤橙工具ナデナデ，指頭圧痕－８．０－埋土Ｃ・Ｄ９ＡⅠ円形周溝墓４溝内２１２

角閃石，輝石一条刻目突帯明黄褐明黄褐ハケメ
工具ナデ工具ナデ，ナデ－－－埋土Ｃ・Ｄ９ＡⅠ円形周溝墓４溝内２１３

※左半分上に丹塗のあと
　あり。その他ふたもあ
　る。ツボ棺だった可能
　性あり。スス左半分，
　黒斑

長石，角閃石，輝石－淡暗橙明黄褐ナデ
指頭圧痕

ハケメ
指頭圧痕５．５－４６．０埋土Ｂ・Ｃ８ｂＡⅠ円形周溝墓５溝内２１４

５０
長石，角閃石
輝石，石英－明橙明赤褐－ハケメ，ナデ７．５－－埋土Ｂ・Ｃ８ＡⅠ円形周溝墓５溝内２１５

口縁付近にスス長石，角閃石
輝石，石英－明赤橙明赤橙ナデ，工具ナデナデ，指ナデ

工具ナデ－３６．７－埋土Ｂ・Ｃ８ＤⅠ円形周溝墓５溝内２１６

角閃石，輝石－明橙明黄橙ナデ，指頭圧痕ナデ－１５．９－埋土Ｃ９・１０ＡⅠ円形周溝墓９溝内２１７

５１

長石，角閃石，輝石－赤褐赤褐ナデナデ－－－埋土Ｃ９・１０ＡⅠ円形周溝墓９溝内２１９

長石，角閃石－明橙黄橙ナデ，ミガキナデ，ミガキ－－－埋土Ｃ９・１０Ｃ・ＤⅠ円形周溝墓９溝内２１８

角閃石，金雲母－明赤橙明赤橙ナデナデ－１２．４－埋土Ｃ９・１０ＡⅠ円形周溝墓９溝内２２０

角閃石－淡橙明黄橙ナデナデ，指頭圧痕４．３－－埋土Ｃ９・１０ＣⅠ円形周溝墓９溝内２２１

長石，角閃石，輝石－明赤橙明橙ナデナデ，ハケメ－１４．７－埋土Ｄ１０ＢⅠ円形周溝墓１０溝内２２２

５２

角閃石，輝石－明黄褐明黄褐ナデ，ミガキナデ，指ナデ
ミガキ－－－埋土Ｃ１１・１２Ａ円形周溝墓１２２２３

長石，角閃石－明赤橙明赤橙ナデ，指頭圧痕ナデ－－－埋土Ｃ１１・１２Ｂ円形周溝墓１２２２４

※一部に丹塗あとあり長石，角閃石，輝石－明赤橙黄橙ナデナデ，ハケメ－９．８－埋土Ｃ１０ＥⅡ円形周溝墓１１２２５
長石，角閃石
輝石，石英－橙赤褐ハケメ，ナデ

指頭圧痕ハケメ，ナデ－２０．２－埋土Ｄ９ＢⅠ溝状遺構１２２６

長石，角閃石，輝石一条刻目突帯明黄橙明赤橙ナデミガキ状ナデ
ナデ－－－埋土Ｄ９ＡⅠ溝状遺構１２２７

スス付着（内，底部）長石，角閃石，輝石－黒褐暗赤橙指ナデ，ナデハケメ，ナデ－－－埋土Ｄ９ＣⅠ溝状遺構１２２８

長石，角閃石，石英－灰黄褐淡橙ナデナデ
ミガキ状ナデ－１６．３－埋土Ｃ９・１０ＡⅠ土坑墓５４２２９５３

角閃石，輝石一条刻目突帯明橙暗黄橙
工具ナデ
指頭圧痕
指ナデ，ナデ

工具ナデ，ナデ－－－埋土Ｄ９ＡⅠ土坑墓１２２３０５４

長石，角閃石
輝石，石英－明赤褐暗赤褐ナデナデ－１５．０－埋土Ｃ８ＢⅠ・Ⅱ土坑墓８２３１

５５ スス付着角閃石，輝石－明黄橙暗黄橙ナデナデ－１６．０－埋土Ｃ８ＤⅠ・Ⅱ土坑墓８２３２

長石，角閃石，輝石－明黄橙明黄橙ミガキナデ－１３．６－埋土Ｃ８ＣⅠ・Ⅱ土坑墓１６２３３
長石，角閃石
輝石，石英－明赤褐明赤褐ナデナデ，ミガキ－１８．１－埋土Ｂ１０ＡⅠ・Ⅱ土坑墓３０２３４

５６
長石，角閃石－にぶい

赤褐暗赤褐ナデナデ－１７．５－埋土Ｂ１０ＡⅠ・Ⅱ土坑墓３２２３５

スス付着長石，輝石－黄褐
明赤褐明赤褐ナデナデ－２１．６－埋土Ｂ１０ＢⅠ・Ⅱ土坑墓３２２３６

長石，角閃石
輝石，石英－明赤褐にぶい

赤褐ナデナデ３．５－－埋土Ｂ１０ＡⅠ・Ⅱ土坑墓３２２３７
表面がザラザラ，赤が
強い
底部・胴部に黒斑

長石，角閃石
輝石，石英－明赤明赤ナデナデ１．５９．３１３．３埋土Ａ７ＥⅠ土坑墓１０２３８５８

長石，角閃石，輝石－明赤橙明赤橙ナデ，ミガキナデ，ミガキ－１４．１－埋土Ｄ８ＣⅠ・Ⅱ土坑墓１２３９

６０ 長石，角閃石，輝石－淡赤橙明赤橙工具ナデ工具ナデ４．８－－埋土Ｃ９ＢⅠ・Ⅱ土坑墓１７２４０

底部に黒斑長石，角閃石，輝石－黄橙黄橙ナデナデ，工具ナデ３．０８．７１０．０埋土Ｂ１０ＣⅠ・Ⅱ土坑墓３５２４１

長石，角閃石，輝石－明橙明黄褐工具ナデ工具ナデ５．５－－周辺Ｄ９Ａ土坑墓１５２４２６１

備考重量
（ｇ）

最大厚
（㎝）

最大幅
（㎝）

最大長
（㎝）器種遺構出土

ブロック層出土区記載
№

挿図
№

５５．００．３２．８１５．３鉄剣ＥＳ５溝埋土中埋土－－１Ｆｅ５０
１０６．４０．６２．８１７．１曲剣ＳＤ２７埋土中埋土－－２Ｆｅ

５５
４８．００．３２．３７．４鉄鏃３点ＳＤ１６埋土中埋土－－３Ｆｅ
４５．５０．３３．６１１．３鉄鏃ＳＤ２８遺構内埋土１０Ｃ４Ｆｅ

５６
２７．９０．３３．５１１．３鉄鏃ＳＤ３０埋土中埋土９Ｃ５Ｆｅ
１３．３０．２２．０７．８鉄鏃ＳＤ３０埋土中埋土１０Ｂ６Ｆｅ
９．３０．４３．２５．３鉄鏃ＳＤ３０埋土中埋土９Ｃ７Ｆｅ
２１７．３０．５２．９３０．５鉄剣ＳＤ３埋土中埋土－－８Ｆｅ５８
１０２．８０．５３．３１７．６折剣ＳＤ７０埋土中埋土－－９Ｆｅ５９
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２．遺物及び遺構
　
　本節は，発掘調査の状況から「遺構と遺物の関
係」は非常に重要なことと考える。遺構内遺物が
少ない状況であったため，遺構の時期的な解明及
び遺構と遺物のセット関係が不明瞭であった。全
体的に遺構の発見状況はレベル的にもっと上の層
で作られた可能性が高いと思われるが，発掘調査
時，遺物取り上げ後，遺構が発見されたことから，
従来の「遺物の分類」という記載では，上記の遺
物のセット関係が解明できないと考えた。そこで，
本報告書の本節では，これら「遺構と遺物のセッ
ト関係」を再考するに当たり，次の観点で遺物の
整理を行った。

・遺構検出面が本来の検出面より下のレベルで発
見されたことから，遺構の上面もしくは，周辺遺
物がこれらの遺構に伴う可能性が非常に高い。
　したがって，遺物を「遺構と供献遺物との関
係」としての「遺構」として捉えることで墓域の
変遷を可能な限り捉えていく。

・土器集中区があるが，これを単なる土器集中区
ではなく，それらの集中区の遺物には例えば，祭
祀遺構といった「遺構」としての意味合いが強い
と思われる。そこで，調査区全体を「遺構」とし，
遺物の位置を重視しながら遺構と遺物の相互関係
を捉えていく。

・出土遺物を時期編年上で捉え，遺構の時期を検
討していく。

　以上のことから，墓と遺物の共伴関係や土器集
中区の遺構としての意味合いの手がかりとなる可
能性を踏まえ，次のように四つの「遺構」とそれ
に伴う「遺物」として分け，遺物の実測図を記載
した。

　�　壺棺墓及び甕棺墓の周辺遺物
　�　円形周溝墓の周辺遺物
　�　土坑墓の周辺遺物
　�　土器集中区ごとの周辺遺物

　土器集中区に関しては，Ａ～Ｓの１９ブロックに

分けたが，次のような観点で分けた。

○　発掘調査時及び出土状況配置図作成時におい
て，遺物の集中度合いを見て，大まかに分けた。
○　遺物が散布状況ではなく，集中していること
から，グリッド毎になるべくまとめて，遺物の
類似性を鑑みグループ分けを行った。
○　遺物のグループ分けの際，ほぼ同じ検出レベ
ルであることを留意した。
　以上のような観点で，土器集中区のブロック分
けを行った。このように遺物をブロック毎に分け，
各ブロックの遺物の時期を土器編年と照合するこ
とで，遺構と遺物の関係や遺構の意味合い，遺構
の時期及び墓域の変遷をつかむきっかけになるの
ではないかと考えた。（第６２図）　
　土器分類に関しては，遺跡の特徴を鑑み，成川
土器様式編年を基に大きくⅠ～Ⅳ類に分類するこ
とで，この遺跡の墓地としての占地の時期が見え
てくると考えた。
　そこで，中村直子氏の成川土器様式の編年を基
に，成川様式Ⅰ（中津野式土器段階），成川様式
Ⅱ（東原式土器段階），成川様式Ⅲ（辻堂原式土
器段階），成川様式Ⅳ（笹貫式土器段階）の大分
類で遺物を記載する。また，器種分類に関しては
Ａ「壺形土器」，Ｂ「甕形土器」，Ｃ「鉢形土器」，
Ｄ「高坏形土器」，Ｅ「坩形土器」，Ｆ「蓋形土
器」，Ｇ「丹塗研磨土器」，Ｈ「須恵器」の８分類
に分けた。
　なお，各大分類における器種分類及び分類の特
徴は第１８表のとおりである。
　上記のように分類することで，調査時の課題で
あった本遺跡の遺構と遺物のセット関係や墓域の
変遷等が解明できると考える。また，鉄製品につ
いては，大分類として，Ⅰ類剣，Ⅱ類鏃，Ⅲ類そ
の他で記載する。鉄製品の実測図については，全
体が錆等で覆わた資料であることから，Ｘ線透過
検査によるものとした。
　記載方法としては，先の土器出土ブロックに準
じて記載し，時期認定の一助としたい。最後に，
磨製石鏃も同様，ブロック毎に記載する。
　これらの出土状況をまとめで述べるが，墓とい
う特性から，遺物の伝世品もあるということを踏
まえるとともに，器形等まとめていきたいと考え
る。
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器種小分類特徴器種大分類大分類
有文ａくの字状外反，円筒状頸部に口唇部外反口縁

Ａ壺

成川様式Ⅰ

（中津野式

土器段階）

無文ｂ楕円，円形，逆卵形胴部
長頸ｃ形状
小型丸底ｄ平底及びレンズ状底部

くの字状に外反，口唇部にかけ細まる口縁
Ｂ甕 湾曲度合いは緩く直線的で高い底部

天井部が丸い脚内部
Ｃ鉢

疑似口縁接合及び中途で大きく外反するもの坏部
Ｄ高坏 直線上に外反及び底部が上方に反るもの。透あり脚部

脚内部
Ｅ坩
Ｆ蓋形
Ｇその他

有文ａ直立円筒状で，口唇部は緩やかに外反口縁

Ａ壺

成川様式Ⅱ

（東原式

土器段階）

無文ｂなで肩状の逆卵形胴部
長頸ｃ形状
小型丸底ｄ丸底及び尖底状底部

くの字状に外反，ハケ目状で胴部境に段を持つ口縁
Ｂ甕 外反しながら開き，端部は平坦底部

天井部平坦脚内部
Ｃ鉢

屈曲部より斜め上方向に直線的に伸びる坏部
Ｄ高坏 直線上に外反し，接合部で屈曲外反する脚部

脚内部
Ｅ坩
Ｆ蓋形
Ｇその他

有文ａ内傾気味に直立し，口唇部で急に外反口縁

Ａ壺

成川様式Ⅲ

（辻堂原式

土器段階）

無文ｂなで肩状で，逆二等辺三角形状胴部
長頸ｃ形状
小型丸底ｄ平底及びレンズ状底部

長く緩やかに外反及び先端でかすかに外反口縁
Ｂ甕 湾曲度合いは緩く直線的で高い底部

天井部平坦なものと天井部が下方に膨らむもの脚内部
Ｃ鉢

内湾坏部
Ｄ高坏 ラッパ状に外反し，坏底部外面に段をもつ脚部

脚内部
Ｅ坩
Ｆ蓋形
Ｇその他

有文ａ直線的に斜位に外反口縁

Ａ壺

成川様式Ⅳ

（笹貫式

土器段階）

無文ｂなで肩及び肩張り状の逆二等辺三角形状胴部
長頸ｃ形状
小型丸底ｄ丸底及び尖底状底部

内湾口縁
Ｂ甕 湾曲度合いは緩く直線的で，高い底部

天井部が下方に膨らむもの脚内部
Ｃ鉢

内湾坏部
Ｄ高坏 ラッパ状に外反し，坏底部外面に段をもつ脚部

脚内部
Ｅ坩
Ｆ蓋形

高坏ａ

Ｇ
丹塗

研磨
 ｂ
坩ｃ
器台ｄ
高坏ａ

Ｈ須恵  ｂ
坏ｃ
身ｄ
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�　土器棺墓と周辺遺物（第６３図～第７５図）

１）１・２号壺棺墓周辺遺物
　Ｂ－８区，１号壺棺墓周辺遺物（第６３図）は，
壺形土器が３点（２４３～２４６），鉢形土器と思われ
る脚部１点（２４５）を掲載した。２４３の壺形土器は，
口縁部が短く，くの字状に外反し，胴部器形はな
で肩の逆卵形をなし，平底を呈す。胴部中央より
やや上位に一条の刻目突帯を施す。胴部中央に穿
孔も施す。２４６の壺形土器は，口縁部が外傾気味
に直行し，なで肩で少し膨らみをもちながら逆卵
形をした胴部に，レンズ状の底部をしている。胴
部中央よりやや上位に一条の刻目突帯を施す。穿
孔はない。２４４の小型丸底壺は，口縁部が欠損し
ているが，口縁部が短く，くの字状に外反し，胴
部は底部にかけ楕円形状にすぼまる。２４５は高坏
か鉢形土器の脚部と思われるが，脚部中央に一条
の刻目突帯を施す。これらの遺物の器形等からＩ
期該当遺物と考えられる。

２）３号壺棺墓周辺遺物
　Ｂ－８区，３号壺棺墓周辺遺物（第６４図，２４７
～２５０）は，４点掲載した。２４７の壺形土器は，青
ゴラを重機で剥ぎ取る際，口縁部を欠損してし
まったが，肩部から口縁部まで青ゴラに覆われ直
立した状況で検出された（検出状況図参照）。不
明瞭ではあるが，掘り込みも見られた。
　この土器は，立石同様何かしらのシンボル的な
意味合いで立てられた可能性がある。器形はナデ
肩でスリムな長胴形をなし，底部が平底の大型土
器である。胴部中央部より肩部よりに一条のＭ字
状突帯を施す。底部付近には穿孔も施す。２４８は
口縁部が直立円筒状にやや広がり，口唇部で急に
外反する。口唇端部は平坦面をなし，胴部器形は
肩部が張り，短胴形をなす。さらに，底部はレン
ズ状を呈す。色調は，指宿特有の赤褐色をしてい
る。その他には，高杯もしくは鉢形土器（２５０）
と小型丸底壺（２４９）を検出した。時期的には古
手のＩ段階と考えられる。

３）４号壺棺墓周辺遺物
　Ｂ－７区，４号壺棺墓周辺遺物（第６５図，２５１
～２５５，Ｓ１２１）は，壺形土器，小型壺，甕，鉢と
思われる脚２点，磨製石鏃１点が検出された。 �������	
��
����
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２５３は甕形土器で，口縁部がくの字状に外反し内
面の稜線が明瞭にある。口唇部は丸味を帯び，波
打った形状をなす。底部も外反し脚内部が平坦で
ある。２５２の壺形土器は，口縁部形状は不明であ
るが，ほぼ球形の器形にレンズ状の底部をなす。
胴部中央に穿孔が施される。２５１の小型丸底壺は，
壺棺４の壺内に口縁部を上に意図的に置かれたと
思われる状態で検出された遺物である。（第３３図，
４号壺棺墓参照）

　口縁部が直線状に外傾して開き，口唇端部は丸
い。底部はレンズ状をなす。これらの遺物からⅠ
期該当遺物と考えられる。

４）５号壺棺墓周辺遺物
　Ａ－８区，５号壺棺墓周辺遺物（第６６図，２５６）
は，壺形土器１点のみ掲載した。口縁部がくの字
状に短く外反し，口唇端部は平坦面をなす。胴部
器形はナデ形状の逆卵形をし，平底を呈す。大型
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壺で，胴部中央部よりやや上位に一条の刻目突帯
文を施す。胴部下方に穿孔を施す。検出時は口縁
部が欠損した状況であった。時期的にはＩ期に該
当すると思われる。

５）６号壺棺墓周辺遺物
　Ｂ－９区の６号壺棺墓周辺遺物は（第６６図，
２５７～２６０），２５７の大型の壺形土器が横倒しでつぶ
れた状態で検出され，その下で２５８の壺形土器が
検出された。甕形土器（２６０）と鉢形土器（２５９）
は，ほぼ完形の状態で検出されている。２５７の壺
形土器は，口縁部がくの字状に外反し，口唇端部
は平坦面をなす。胴部器形はなで肩をしているも
のの，肩部から胴部下位までほぼ直線状に下り，
底部にかけ逆三角形状に急にすぼまる。底部はレ
ンズ状をなし，底部付近には黒班が観察できる。
胴部中央よりやや上位に台形状の一条突帯を，胴
部下位に穿孔を施す。２５８の壺形土器は，口縁部
が直線状に外傾して立ち上がり，口唇部で急に外
反する。口唇端部は平坦面をなす。胴部器形は球
形をなし，レンズ状の底部をなす。胴部中央には
４条の刻目突帯を，その上位に穿孔を施す。２６０
の甕形土器は，くの字状に外反し胴部は緩やかに
広がり底部は外反しながら開く。形は図面上の右
側が傾いているような状況である。２５９の鉢形土
器は，口縁部が内弯し，底部は直線状に開く。こ
れらの遺物から，Ⅰ期該当遺物と思われる。

６）７号壺棺墓周辺遺物
　Ｃ－９区の７号壺棺墓周辺遺物として（第６７図，
２６１・２６２），壺形土器，甕・鉢形土器の底部の２
点を記載した。
　２６１は，小型丸底壺で，くの字状に外反し平底
を呈す。２６２の甕・鉢形土器は外反しながら天井
部が平坦である。遺物の欠損が大きいため時期は
不明である。

７）８号壺棺墓周辺遺物
　Ａ－９・１０区８号壺棺墓周辺遺物として（第６７
図，２６３・２６４・Ｆｅ１０），壺形土器２点，鉄製品１
点を掲載した。
　２６４は小型丸底壺で，口縁部が直行しながらや
や開く。底部には円形状の突起があり胴部は球形
を呈す。調整は，丁寧なミガキが中心である。
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２６３は，長頸壺の胴部で胴部の屈曲部が緩やかな
ソロバン形をなし，底部は，レンズ状を呈す。一
条の刻目突帯を施す。底部には，太めの「×」の
記号が，胴部下位には細めの「×」の記号が施し
てある。Ｆｅ１０は，短剣で茎部は台形状にすぼま
り，把部境に段をもつ。目釘穴が一カ所に確認で
きる。鹿児島大学准教授の橋本達也氏によると鉄
剣の時期認定は非常に難しいとのことであるが，
土器の様相からⅠ期該当遺物と考えられる。

８）９号壺棺墓周辺遺物
　Ｂ－９区，９号壺棺墓周辺遺物（第６８図，２６５
～２６８）は，壺棺より約１ｍ弱上層で２６５の壺形土
器と板石１５が検出された。この板石１５の下より土
器６点検出され，その中の壺形土器（２６６），高杯
形土器（２６８），鉢形土器（２６７）各１点を掲載し
た。（出土状況図参照）
　２６５の壺形土器は，口縁部が短く，くの字状に
外反し，ナデ形状に膨らみをもつ逆卵形の器形を
なし，平底を呈す。胴部最大幅の位置に一条の刻
目突帯を施し，底部近くに穿孔も施す。２６６の壺
形土器は，肩部より上の口縁部が欠損しているが，
球形の器形を呈し，胴部中央に一条の刻目突帯を
施す。２６８の高坏形土器は，杯部が椀形で，口唇
部がやや内湾する。脚部は緩やかに広がり底部で
外反する。底部は工具と思われる道具で三条の段
を施し，脚部には対の透が施される。壺形土器は，
Ⅰ期に該当すると思われるが，高杯形土器は，在
地の土器と少し異なり，瀬戸内系土器の土師器に
類似する。その土師器編年で見ると，Ⅰ期該当と
思われる。

９）１２号壺棺墓周辺遺物
　Ｃ－１０区の１２号壺棺墓周辺遺物（第６９図，２６９・
２７０）は，削平を受けていたものの，辛じて包含
層が残っていた。２６９の壺形土器と２７０の特殊土器
の２点掲載した。２６９は，小型丸底壺と思われる。
口縁部は欠損しているが，胴部器形は球形をなす。
２７０も口縁部が欠損し，全体器形は不明であるが，
ほぼ球形の胴部に，直線状に開き，脚端部が上方
に外反する。肩部には焼成前の穿孔が施される。
この土器は，他地域の土師器を模した台付壺と思
われる。これらの遺物から，Ⅰ期該当遺物と考え
られる。
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１０）１３号壺棺墓周辺遺物
　Ａ－１０区，１３号壺棺墓周辺遺物（第７０図，２７１
～２７４）は，壺棺本体の両脇に大型の壺形土器
（２７１，２７２）が対になり東側方向に斜位に立った
状況で検出され，２７１の壺形土器の胴部下方には
甕形土器（２７４）や壺形土器（２７３）が寄り添うよ
うに検出された。２７２の壺形土器は，口縁部が欠
損しているが，頸部に一担一段の平坦面をなし，
なで肩で長胴卵形の胴部に平底を呈す。ほぼ胴部
中央に一条の台形状刻目突帯を施す。穿孔はない。
胴部中央には，丹塗痕が観察できる。もともとは，
肩部に丹塗りを全体的に施していたのであろうか。
２７１の壺形土器は，口縁部がくの字に外反し，口
唇部は平坦面をなす。胴部器形はナデ肩の逆卵形
をなし，平底を呈す。胴部中央よりやや上位に断
面台形状の一条突帯を施す。穿孔はない。２７４の
甕形土器は，口縁部がくの字に外反し，口縁内部

に稜線がはっきりと観察できる。底部は外反し天
井部は平担である。２７３の壺形土器は，口縁部が
欠損しており，不明であるが，丸味を帯びた菱形
状の器形にレンズ状の底部を呈す。突帯はないが，
胴部中央に大きな穿孔はない。これらのことから
Ⅰ期の新しい時期該当と思われる。

１１）１４号壺棺墓周辺遺物
　Ｃ－１０区，１４号壺棺墓周辺遺物（第７１図～第７２
図，２７５～２８２）は，９号円形周溝墓との切り合い
を見せる為ブロック分けは難しいが，壺形土器７
点，坩形土器１点，蓋形土器１点を掲載した。検
出時，２７５と２７８が上に，２７７と２８０と２８３が，これ
らの壺を下支えするような形で検出された。意図
的に置いたとしか思われないような検出状況で
あったが，どのような意味なのか不明である。
（遺物出土状況図参照）
　２７５と２７８の壺形土器は，類似器形であるが，円
筒状の口縁で口唇部が外反し，口唇部は平坦面を
なす。肩が大きく張り，底部は尖底を呈す。色調
は，指宿特有の赤褐色である。２７５の壺形土器よ
り，２７８の壺形土器の方が肩が大きく張る。これ
らの壺を支えるように検出した２７７，２８０，２８３の
土器であるが，２７６の壺形土器は，口縁部が円筒
形状にほぼ直行して立ち上がり，口唇部でやや外
反する。胴部器形は，肩が大きく張り，底部にか
け急にすぼまる。２７７の小型丸底壺は，口縁部が
欠損して不明であるが，長胴形をなし，レンズ状
の底部をなす。２７９の小型丸底壺は，口縁部が直
行して立ち上がり，口唇部は三角形状をなす。胴
部は球形をなし，底部には円形の突起を，胴には
四角形状の穿孔を施す。２８２の蓋形土器は，鉢形
土器の転用と思われ口縁部は大きく外反し，底部
は平底である。内面口縁部にススが付着している。
これらは，全てⅠ期該当の遺物と思われる。　
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１２）１５号壺棺墓周辺遺物
　Ｃ－９区，１５号壺棺墓周辺遺物（第７２図，
２８３）は，９号円形周溝墓の周溝部を切っている
為，ブロック分けするのが難しい。壺形土器１点

のみの（２８３）掲載である。器形からして，Ⅰ期
該当遺物と思われる。
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１３）１６号壺棺墓周辺遺物
　Ｄ－８区，１６号壺棺墓周辺遺物（第７３図～第７５
図，２８４～２８８）は，３号土坑墓を切るように検出
されている為，周辺遺物認定が難しい。壺形土器
２点，甕形土器１点，坩形及び蓋形土器各１点掲
載した。
　２８４の壺形土器は，口縁部が短く，くの字状に
外反する。口唇端部は平坦面を呈す。胴部器形は
なで肩で，膨らみをもった逆卵形をなし，尖底を
なす。肩部よりやや下位に一条の刻目突帯を施す
が，穿孔はない。この壺形土器の特徴は，肩部に
「Ｓ」，「Ｍ」，「，」，「へ」という形に類似し，対
の状態でベンガラ文様が施されている。記号的な
ものか絵画的なものか，そして，これらの文様の
もつ意味は何か非常に興味深い遺物である。２８５
の壺形土器は，口縁部がくの字状に外反し，口唇

端部は丸味を帯びる。胴部器形はなで肩のスリム
な逆卵形をなし，平底を呈す。ほぼ胴部中央に一
条の刻目突帯を，胴部下位に穿孔を施す。２８６の
坩形土器は，指宿特有の赤色をしている。この壺
形土器の特徴は，頸部から胴部下位の全面に線刻
と思われる刻みが見られることである。しかしな
がら，線刻を施した後，ナデ消した痕が観察でき，
線刻の表現内容は不明である。２８７の甕形土器は，
口縁部がくの字状に外反し，胴部境に段をもつ。
底部は外反しながら開き，天井部は平坦である。
口唇部は波打つような形状をなす。２８８の蓋形土
器は，疑似口縁より外反し，底部はレンズ状をな
す。器高はさほど高くない。
　これらの遺物から，Ⅰ期の終わりからⅡ期のは
じめにかけての遺物と考えられる。　
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�　円形周溝墓周辺遺物（第７６図～第８５図）

１）１号円形周溝墓周辺遺物（第７６図，２８９～２９６）
　壺形土器３点，甕形土器２点，鉢形土器２点，
蓋形土器１点を掲載した。２９０・２９３・２９５は主体
部上面で，２９１は周溝部で検出された。２８９の壺形
土器は口縁部が外傾気味に直行して立ち上がり，
口端部でやや外反する。口唇端部は平坦面を呈す。
胴部は縦長菱形状で，底部は丸底である。２９０の
壺形土器は赤橙色をし，胴部に線刻を施してある。
この線刻は，絵画的なものと思われるが，不明で
ある。また，底部には「×」印のような記号的線
刻が施されている。口縁部が強く外反し，平底で

ある。２９１の壺形土器は底部が欠損しているが，
口縁部が外傾して直線状に大きく開き，胴部は円
形状を呈す。厚さが薄く，ミガキを施す。小型丸
底壺と思われる。２９２の甕形土器は，口縁部がく
の字状に外反し，胴部との境に段をもつ。底部は
欠損している。２９３の甕形土器は，口縁部が緩や
かに外反し，底部は弯曲が緩やかで，天井部が平
坦である。
　２９５の蓋形土器は，すり鉢状の形をなす。口縁
部は擬似口縁をなし，外反する。口唇部は丸味を
帯び，平底をなす。受け部内面にススが付着する。
これらから，Ⅱ期の該当遺物が２９１・２９４・２９５で，
あとはⅠ期であると思われる。
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２）２号円形周溝墓周辺遺物
　（第７７図～第７８図，２９７～３０１）
　壺形土器は，２９７～３００の４点，坩形土器は３０１
の１点，磨製石鏃１点を掲載する。壺形土器は全
て無文である。２９７の壺形土器は，口縁部と底部
が欠損しているが，肩の張った器形を呈し，肩部
に，３カ所の円形浮文を施す。全体的に工具ナデ
を施す。２９８の壺形土器は，口縁部が斜位に傾き，
不安定な形状をなす。口縁部は短く緩やかに外反
し，なで肩の長胴形をなす。底部は安定した丸底
である。底部近くに穿孔を施し，工具ナデ及びナ
デ後，胴部下位に細かなミガキを施す。２９９の壺
形土器は口縁部が短く，くの字状に外反し，口唇
部が平坦面を呈す。胴部はなで肩の楕円形状で不
安定な平底を呈す。内外面とも丁寧な工具ナデで
ある。胴部には黒班が観察できる。３００は長頸壺
で，胴部屈曲が鈍く，不安定な平底を呈する。胴
部屈曲部に一条の刻目突帯を施している。屈曲部
がやや下方に下がった状態である。３０１は，口縁
部が外傾しながら長く立ち上がり，胴部は丸味を
もつ。坩形土器と思われる。Ｓ１２２の磨製石鏃は
剥離面があるが，非常に丁寧な作りをなす。
　これらの遺物から，Ⅰ期該当の遺物と思われる。

３）３号円形周溝墓周辺遺物
　（第７９図，３０２～３０４，Ｆｅ１１～Ｆｅ１３）
　壺形土器３点，鉄製品３点を掲載した。３０２の
壺形土器は口縁部が短く，くの字状に外反し口唇
部は平坦面を呈す。胴部器形はナデ肩のやや長胴
気味の逆卵形で平底を呈す。胴部下方には穿孔を
施し，全体的な調整は不明瞭であるが刷毛目調整
が観察できる。３０４の小型丸底壺は，口縁が短く，
くの字状に外反する。口唇部は断面三角形状をな
す。胴部器形は，楕円形状をなし，底部は丸底で
ある。外面はナデ後全体的にミガキを施す。Ｆｅ１１
は関のない剣で，目釘穴が一ヶ所ある。長さ２３�，
鋒先は鋭利で剣身には鎬を有す。関部から茎部尻
へ細く仕上げている。Ｆｅ１２は柳葉透孔鉄鏃の鏃身
部である。尖根式に属し，鏃身部は両丸造りであ
る。Ｆｅ１３は，腸抉鏃である。腸抉部分を欠損して
いるが，二段腸抉柳葉鏃である。全長１４．７�で腸
抉部は欠落している。鏃身部関部は二段の逆刺を
呈し茎部は茎部端で細くなる。断面は方形である。
　以上のことから土器は，Ⅰ期該当であるが，鉄
製品に関してはⅣ期，５ｃ中期のものと思われる。
このことから，円形周溝墓の時期（弥生時代終末
期）と祭祀（５ｃ代）の二つの場の利用が考えら
れる。
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４）４号円形周溝墓周辺遺物
　（第８０図，３０５～３０７，Ｆｅ１４・Ｆｅ１５）
　壺形土器２点，鉢形土器１点，鉄鏃２点を掲載
する。３０５は，口縁部が欠損しているが，ナデ肩
で長胴形の丸底である。３０６は長く直行する口縁
部と丸底の胴部をもつ小型丸底壺である。この小
型丸底壺は，口縁部が外へ開いて直行して立ち上
がり，胴部は球形をなし脚台が付く。Ｆｅ１４，１５
とも圭頭鏃で，１４は長三角鏃で，１５は刃部が短い。
これらから，Ⅱ期該当遺物と考えられる。

５）５号円形周溝墓周辺遺物（第８０図，３０８～３１２）
　壺形土器３点，小型丸底壺，甕形土器・鉢形土
器各１点を掲載した。３０８は口縁部が短く内傾気

味に立ち上がり，口端部で緩やかに外反する。口
唇端部は平坦面を呈す。頸部から胴部へは段はな
く，ナデ肩の丸味を帯びた菱形の器形で，丸みの
ある底部を呈する。刷毛目状の丁寧なナデを施し，
胴部中央下に，鋭利なもので打ち欠いたと思われ
る穿孔がある。３０９は丸みを帯びた胴部から，頸
部でやや内側にまっすぐ伸びる小型丸底壺と思わ
れる。３１０の壺形土器は，胴部に直線状の線刻と
思われる線がある。これが記号なのか，絵画を描
いたあと，ナデ消したのかはっきりしない。３１１
の甕型土器は，口縁部がくの字状に外反している
が，脚部が非常に短く，底部天井面がレンズ状を
しており，上げ底のような感じである。これらの
遺物から，Ⅰ期該当遺物と思われる。
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６）６号円形周溝墓周辺遺物
　（第８１図，３１３～３１７，Ｓ１２３）
　壺形土器３点，鉢形土器２点，磨製石鏃１点を
掲載した。３１３は，口縁部が短く，くの字状に外
反し，菱形凧のような胴部に丸みを帯びたレンズ
状の底部をなす。３１４は口縁部が欠損しているが，
なで肩で胴部中央が膨らむ楕円状をし，底部は不
安定な平底である。肩部に円形浮文を施す。３１５
は，坩形土器と思われるが，口縁部が内傾気味に

直行し，尖底を呈す。
　３１６の甕・鉢形土器は，口縁部がやや外反し，
底部は外に開き端部は丸い。３１７は甕形もしくは，
鉢形土器と思われるが，口縁部が欠損している為，
形状は不明である。脚部は，八の字状に外傾し，
端部は丸い。つくりの荒い遺物である。Ｓ１２３の
磨製石鏃は抉痕がしっかりしており，全体的に丁
寧にミガキをかけてある。これらから，Ⅰ期該当
と考えられる。
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７）７号円形周溝墓周辺遺物
　（第８２図～第８３図，３１８～３２４）
　壺形土器３点，高坏形土器２点を掲載した。
３１８は，口縁部がほぼ直行して立ち上がり，なで
肩の長胴形をなす。底部は，平底であるが明瞭で
はない。風化が激しいが，外面は丁寧な刷毛目を，
内面は工具ナデを施す。胴部下位に穿孔を施す。
３２０は，口縁部が短く，くの字状に外反する。口
唇部は尖っている。なで肩で卵形の胴部に不安定
な平底を呈する。胴部中央に一条の刻目突帯を施
す。３１９の壺形土器は，口縁部が欠損しているた
め形状は不明であるが，胴部器形はなで肩で少し
膨らみのある逆卵形をなし，平底を呈す。胴部中
央よりやや上位に一条の台形状突帯を施す。外面
調整は全体的に丁寧な刷毛目調整を施してある。

内面は，ナデ後，工具ナデを施す。胴部下位に穿
孔を施す。３２１は，小型の丸底壺である。口縁部
は欠損して不明であるが，円形の胴部に細かなミ
ガキを施す。その他，３２２は長頸気味の壺形土器。
３２３は，高坏形土器の坏部，３２４は高坏形もしくは
器台の脚部と思われる。３２１の小型丸底壺はⅡ期，
その他の壺形土器はⅠ期に該当すると思われる。
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８）８号円形周溝墓周辺遺物
　（第８４図，３２５～３３１）
　壺形土器３点，鉢形土器２点，高坏形土器・蓋
形土器各１点を掲載した。３２５の壺形土器は，口
縁部が短く，くの字に外反し，卵形の胴部，丸底
を呈す。胴部のやや上部に一条の刻目突帯を施す。
口唇部は，平坦面を呈す。全体的に丁寧なつくり
である。３２６の壺形土器は，口縁部がくの字に外
反し，長胴形で不安定な平底を呈す。全体的に丁
寧なミガキの調整を施す。３２７の壺形土器は口縁
部が円筒形状で外傾気味に立ち上がり，端部近く
で急に強く外反する。胴部は，大きく膨らみ，丸

みのある菱形状を呈す。底部は丸底である。中央
部に穿孔を施す。頸部には，ミガキ状の痕が観察
できるが，もしかすると，線刻の可能性もある。
３３０の高坏形土器は，坏部が無いが，脚部が外反
し，端部は丸い。透状文様が対に，４ヶ所施して
ある。３３１の蓋形土器は，丸味を帯びた器形に擬
似口縁部より，急に外遊する。天井部は小さな平
底を呈す。器高がやや高めである。内面口縁部に
ススが付着する。３２８は，鉢形もしくは高坏形土
器と思われる。３２９は，鉢形土器である。これら
からⅠ期該当の遺物と考えられる。
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９）９号円形周溝墓周辺遺物
　（第８５図，３３２・３３３）
　壺棺墓や土坑墓，遺物集中区が密集し混在した
ところで，区分が非常に難しい。あえて，この周
辺遺物として２点のみ掲載した。
　３３２の壺形土器は口縁部が頸部からまっすぐ外
に伸び，口唇部は丸みをもつ。胴部は球形をなし
て，底部は若干の平底を呈すが，ほとんど丸底と
考えてよい。胴部ほぼ中央には一条の刻目突帯を
施す。全体的に丁寧な刷毛目調整を施した後，胴
部中央部にミガキを施す。また胴部下位から底部
にかけて黒班が観察できる。３３３の高坏形土器の
坏部は，まっすぐ底部から口縁へ外傾して大きく

広がりながら立ち上がる。口縁端部から一段内弯
し，口唇部付近で大きく外反する。口唇部はＭ字
状に平坦面をなす。屈曲部に一条の刻目突帯を施
し，全体的に丁寧なナデを施す。坏部底部に若干
のミガキが観察できる。脚部は，弯曲度合いが緩
く，底部で外反する。対に４カ所の透を施し，天
井部は丸味を呈す。脚部端部は丸味を帯びる。こ
の遺物は，高坏形土器と判断はしているが，他地
域の土器，いわゆる土師器を模して作られた器台
とも考えられる。
　これらの遺物は，Ⅰ期でも古い段階の遺物と思
われる。
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�　土坑墓周辺遺物（第８６図～第１０５図）

　１）１・３・４号土坑墓周辺遺物
　　（第８６図～第８７図，３３５～３３９）
　３３５の壺形土器は口縁部が欠損している為形状
は不明である。胴部器形はなで肩の少し膨らみを
もち，長胴形の逆卵形をなす。底部は少し上げ底
になった平底を呈す。胴部中央に一条の刻目突帯
を，胴部下位に穿孔を施す。３３６の壺形土器は口
縁部から頸部が欠損しているため形状は不明であ
る。胴部器形は少し膨らみをもった逆卵形をなし，
不安定な平底を呈す。全体的に工具ナデを施し，
胴部下位に穿孔を施す。これらの遺物から，Ⅰ期
該当と思われる。
　３３７の壺形土器は，口縁部が短く，くの字状に
外反し，口唇部はＭ字状の平坦面を呈す。胴部器
形は，やや膨らみのある卵形をなし，不安定な平
底を呈す。胴部中央には穿孔を施し，全体的に工
具ナデを施す。３３８の坩形土器は，口縁部が外傾
し，直行して立ち上がる。胴部は球形をなし，底
部に穿孔を施してある。３３９の壺形土器は，口縁
部から頸部が欠損しているため形状が不明である。
胴部器形は長胴化した逆卵形の器形に不安定な平
底を呈す。胴部のやや上位に一条の刻目突帯を施
す。全体的に工具ナデを施すがミガキ状の調整痕
も観察できる。３４０は器台である。口縁部及び底
部が外反し，円筒状をなす。口唇部はやや細くな
り，底部端部はＭ字状の平坦面をなす。全体的に
丁寧な工具ナデを施す。
　これらの遺物から，Ⅰ期該当遺物と思われる。

　２）５・６号土坑墓周辺遺物
　　（第８７図～第８９図，３４１～３５７）
　壺形土器（３４１・３４２・３４５～３５１）９点，甕形土
器（３５２・３５３）２点，鉢形土器（３４３・３５４・３５６）３
点，高坏形土器（３５５）１点，蓋形土器（３４４・
３５７）２点を掲載した。
　３４１と３４５は同一箇所で圧し潰された状況で検出
された（第６２図）。３４１の壺形土器は口縁部が欠損
しているため形状が不明である。胴部器形は，肩
がやや張った長胴形の逆二等辺三角形状をなし，
広めの平底を呈する。胴部よりやや上位に二条の
刻目突帯を施し，肩部には円形浮文を４ヶ所施す。
全体的に細かな刷毛目調整を施す。３４５の壺形土

器は，やや長めに口縁部がくの字状に外反し，口
唇部は平坦面を呈す。胴部器形は，ナデ肩状のス
リムな逆卵形をなす。底部は欠損し不明である。
胴部中央よりやや上位に一本の粘土を貼り付け，
中央に凹線を施し，二条に見える刻目突帯を施す。
全体的に丁寧な刷毛目調整を施す。胴部中央には
黒班が観察できる。３４６の壺形土器は，少し長め
の口縁部で直線状に外傾し，口唇部でやや外反す
る。口唇部は平坦面を呈す。頸部には断面三角形
状に上部が平坦面を有する突帯を施す。胴部器形
は長胴化した卵形の器形に，不安定な平底を呈す。
胴部中央には断面台形状の突帯を施し，底部付近
に穿孔が施される。この壺形土器の底部近くには
丹塗痕が観察できる。一部分だったのか全体的
だったのかは不明である。全体的に丁寧な刷毛目
調整を施す。３４７の壺形土器は，口縁部が短く，
くの字状に外反し，逆卵形の器形で，不安定な平
底である。外面は丁寧な刷毛目調整を施す。胴部
には黒班が観察できる。３４８は口縁部が外傾気味
に直行して立ち上がり，口唇部が丸い長頸壺であ
る。胴部は，逆おにぎり形状をし，平底を呈す。
胴部屈曲部に穿孔を施す。３５２・３５３は甕形土器で
ある。３５２は，口縁部がくの字状に外反し，脚台
は直線的で高く，天井部は丸い。３５３は口縁部が
緩やかに外反し，口唇端部は丸味を帯びる。胴部
は膨らみをもち，底部は外反しながら開く。全体
的に丸みのある器形である。３５６の鉢形土器は口
縁端部が欠損しているが，丸みのある器形をし，
口縁部から急に外反し，小さな平底を呈す。器高
がやや高い。３５７は蓋形土器である。３５６を逆にし
た形状で口唇部は断面三角形状を呈す。
　その他，３４９は壺形土器の口縁部から肩部，３５０
は壺形土器の底部で平底，３５１は壺形もしくは鉢
形土器の底部，３５４は甕形もしくは鉢形土器の底
部及び脚部である。３５５は，高坏形土器と思われ
るが，在地の土器ではなく，他地域の土器，土師
器を模して作られた土器ではないかと思われる。
　これらから，壺形土器は概ねⅠ期該当遺物と思
われるが，甕形・鉢形・高坏形・蓋形土器はⅠ期
からⅡ期該当遺物と思われる。
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　３）７・８号土坑墓周辺遺物
　　（第９０図～第９１図，３５８～３６６，Ｓ１２４）
　壺形土器（３５８～３６０・３６２～３６４）６点，甕形土
器（３６５）１点，鉢形土器（３６１・３６６）２点，磨
製石鏃１点を記載した。
　３５８の壺形土器は，短頸でくの字状に外反し，
菱形凧のような胴部に丸みを帯びた底部を呈する。
胴部最大幅の所に取っ手のように上向き状の刻目
突帯を一条施す。肩部には線刻が施されている。
何か動物を描いたのではないかと思われる。３５９
は立石５のすぐ近くで半分欠損して壊れた状況で
検出された（第６２図）。口縁部が欠損しているが，
ナデ肩の少し膨みをもつ逆卵形の器形をし，小さ
な平底を呈す。胴部中央には一条の刻目突帯を施
し，肩部に対となる円形浮文が付される。その上
には，羽状もしくは半孤状の細い線刻が施される。
おそらく絵画的なものであると思われるが，何が
描かれているかは不明である。３６０の小型丸底壺
は，口縁部が短く外傾気味に立ち上がり，胴部は
球形をなす。３６２は口縁部が欠損している長頸壺
である。ソロバン形の胴部で屈曲が鋭く，平底を
呈する。頸部近くに穿孔があり，調整はミガキを

施す。３６３の壺形土器は，口縁部が欠損して不明
であるが，なで肩で少し膨らみをもった逆卵形を
なし，レンズ状の底部をなす。頸部下位に焼成前
穿孔を施す。３６４は，非常に特徴のある台付の壺
形土器である（図版４８）。口縁部は外傾してまっ
すぐに立ち上がり，口唇部は丸く，端部近くに数
条の段をもつ。胴部はソロバン形を呈しているが，
屈曲部分に幅広の突帯を施し，焼成前の穿孔や横
方向の突帯を施す。脚部は緩やかに外反し，端部
は丸みを帯び，口縁端部同様数条の段をもつ。ま
た，対に４カ所の透も施す。この遺物は，県内に
おいても出土例が無く，他県での「台付注口壺」
と同じような器形をしていることから，おそらく
この手の遺物と考えられる。３６１の鉢形土器は，
直線状に外傾して開き，底部は平底をなす。Ｓ
１２４は長さ６．６�で基部に浅い抉りのある大きめの
磨製石鏃である。これらの様相から，Ⅰ期古相の
ものと考えられるが，これらの遺物の集中から，
祭祀に関わる遺物の可能性も考えられる。
　８号土坑墓上面では，３６５の甕形土器と３６１の鉢
形土器を掲載したが，甕形土器の器形からⅠ期該
当の遺物と思われる。
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　４）９号土坑墓周辺遺物
　　（第９２図～第９３図，３６７～３７３）
　壺形土器（３６７）１点，甕形土器（３６８・３７０）
２点，鉢形土器（３６９・３７１）２点，蓋形土器
（３７２・３７３）２点を掲載した。
　３６７は，口縁部が長く，外傾気味に直行して立
ち上がり，口縁端部で外反し，口唇部は平坦面を
呈す。胴部は球状で平底を呈す。胴部中央には，
Ｍ字状の突帯を一条施し，突帯上位に穿孔も施す。
３６８・３７０は，口縁部が欠損しているが，口縁部が
外反する器形で，低い脚台が付く。３６９は脚台付
鉢である。また，３６８は胴部が丸味を，３７０はほぼ
直行気味に開き，口縁部へ立ち上がる。３７１も脚
台の付く椀形の鉢で，口縁端部が内弯気味である。
脚台は外反し，端部は丸みを帯びる。脚台天井部

は平坦面を呈す。この高坏形土器も本来，器台な
のかもしれない。３７２は，肩部から急に外反する。
天井部は平坦となり，つまみ状を呈する。器高が
高い。３７３は，３７２に比して，肩部から外反するこ
とが緩やかで，全体的に丸味を帯びる。天井部は
欠損して不明である。
　これらの形態等から，Ⅰ期該当の遺物と思われ
る。

　５）１０号土坑墓周辺遺物（第９３図，３７４・３７５）
　３７４は，口縁部が欠損しているが，くの字状に
外反し，なで肩で逆卵形の器形をなし，丸底部を
呈する。胴部中央には大きな穿孔を施す。３７５は，
全体的に緩やかな長胴形をなし，丸底である。
　これらの遺物から，Ⅰ期該当の遺物と思われる。
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　６）１３・１７・１９号土坑墓周辺遺物
　　（第９４図，３７６～３８０）
　１３号土坑墓出土の坩形土器（３７６）は，口縁部
が外傾して開き，胴部は球形をなす。底部は平底
である。１７号土坑墓では，３７７・３７８の甕形土器が
ある。３７７の甕形土器は口縁部がくの字状に外反
し，直線状に底部へと下る。底部は欠損しており
不明である。３７８の甕形土器は，口縁部がくの字
状に外反し，直線状に底部へすぼまる。底部は短

く直線的である。３７７の口唇端部は丸味を，３７８の
口唇端部はＭ字状をなす。１９号土坑墓出土の小型
丸底壺（３８０）は，口縁部が直行して立ち上がり，
胴部はハート形をなす。
　これらはⅠ期該当遺物と考えられる。
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　７）２０・２１・２７号土坑墓周辺遺物
　　（第９５図，３８１～３８７）
　２０号土坑墓周辺の遺物は３８１の壺形土器を掲載
した。この土器は，口縁部が短く，くの字状に外
反し，口唇部に凹線を施す。胴部器形はなで肩で、
少し膨らみをもつ逆卵形をなし，平底を呈す。肩
部に円形浮文を，胴部ほぼ中央に穿孔を施す。外
面調整は，丁寧なミガキを施す。
　２７号土坑墓周辺の遺物は４点あるが，３８４の壺
形土器は，口縁部が欠損している。胴部器形は，
なで肩で膨らみをもつ逆卵形をなし，平底を呈す。
３８７は坩形土器で，口縁部が内傾気味に直行し，
胴部は球形をなし，丸底を呈す。

　これらは，いずれもⅠ期該当遺物である。

　８）２９号土坑墓周辺遺物
　　（第９６図～第９７図，３８８～３９８）
　壺形土器３点，丹塗研磨土器７点，須恵器１点
を掲載した。この区は丹塗研磨土器や須恵器等が
集中して出土したところで，Ｊ・Ｋ・３１～３５号土
坑墓上面遺物と総合して検討する必要のあるとこ
ろでもある。
　３８８の壺形土器は，第９６図左上に記載したとお
り，口縁部から肩部にかけ青ゴラを直接かぶっ
た状態で，検出された。口縁部は欠損している
が，肩部が張り，膨らみをもった逆卵形の胴部器
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形に平底をなす。頸部には一条のハの字状刻目突
帯を，肩部には幅広突帯格子文を，胴部中央に穿
孔を施す。３８９は口縁部が欠損した小型丸底壺と
思われ，胴部は球形をなす。３９０～３９５は丹塗研磨
土器である。３９０は高坏形土器である。坏部は椀
形をなし，口縁部はほぼ直線的に立ち上がる。坏
底部には一条の窪みを施す。脚部は外傾気味に開
き，底部は外反する。３９１も３９０と同じ高坏形土器
であるが，坏部が欠損している。脚部は棒状に外

傾し，底部はくの字状に外反する。３９５は高坏形
土器の坏部で椀形をなすが，口唇部で微かに外反
する。３９３・３９４は でほぼ同じ形状をなす。口縁
部は外傾して直線状に立ち上がり，口唇部で外反
する。胴部は大きく盛り上がったように肩が張り，
底部は平底をなす。３９２は器台であるが，２カ所
に台をもつもので，これまでに県内での出土例は
ない。台は高坏の坏部のような形で擬似口縁より
外反する。古手の高坏形土器の坏部形状をなす。
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このすぐ近くに先の３９３・３９４の があり，３９３の
底部は円形状にすれていることから，この２個の
 と３９２の器台はセットと思われる（図版４６）。
３９７は坩で，口縁部が大きく深い椀形状をなし，

頸部から屈曲部にかけ外反し，屈曲部から底部
へ一端膨らみながら底部へすぼまる。３９６は免田
系の長頸壺と思われるが，口縁部が欠損してい
る。緩やかな屈曲部で器高も高い。屈曲部には一
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条の刻目を施す。３９８は，須恵器の蓋坏である。
口縁端部はやや窪みながら内傾し，立ち上がり部
はほぼ垂直に立つ。ＴＫ２０８段階の須恵器と思われ
る。
　これらの遺物から，Ⅳ期該当遺物と思われるが，
磨製石鏃はⅠ期，３８９・４００はⅡ期ではないかと思
われる。

　９）３１・３２・３４・３５号土坑墓周辺遺物
　　（第９７図，３９９～４０３，Ｓ１２５）

　３１号土坑墓周辺出土の３９９は，丹塗研磨の で
ある。３２号土坑墓周辺出土の４００の小型丸底壺，
４０１は丹塗研磨の器台である。これは口縁部が急
に花びら状に開き，脚部は底部にかけ大きく外反
する。３４号土坑墓周辺出土の４０４は口縁部欠損の
丹塗研磨の坩形土器で底部付近と底部に穿孔を施
す。４０２と４０３は小さい平底の壺形土器である。３５
号土坑墓周辺出土のＳ１２５は長さ６．８�で，基部が
浅い抉りの磨製石鏃である。
　これらの遺物は，Ⅳ期の時期である。
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　１０）４２・４４号土坑墓周辺出土遺物
　　（第９８図，４０５～４０９，Ｆｅ１６）
　４２号土坑墓では，４０５の壺形土器と，Ｆｅ１６の鉄
剣を記載した。４４号土坑墓の４０６は，口縁部が直
線的に斜位に外反し，頸部に一条のハの字状格子
文のある突帯を施す。頸部には斜位に６カ所，焼
成前の穿孔が施される。これは，何かしら，紐を
とおすといった行為を行うためのものではないか
と考えられる。胴部器形はなで肩の膨らみをもつ
逆卵形をなし，平底を呈す。肩部には帯広突帯の
格子文を施す。４０７・４０８は須恵器の である。
４０７は，口縁部が上外方に伸び，口縁部と頸部に
明瞭な稜が観察できる。肩，胴部は横に張った球
形で丸みを帯びる。４０８は，口唇部がやや内傾気

味で，器形は４０７と同じである。口唇部近くと頸
部近く及び胴部中心に櫛目状の波状紋を巡らす。
底部にはタタキ痕がみられ，三角形状のヘラ記号
もみられる。このいずれもＴＫ２０８段階の須恵器と
思われる。この４０６の壺形土器の下に，この壺を
支えるように上記の２つの須恵器の と４０９の丹
塗研磨土器の坩が検出された。この状況も意図的
に置いたものと思われるが，何を意味するか不明
である。（図版１７）
　これらの遺物からⅣ期該当遺物と思われる。
　次からの土坑墓は，先に述べたように１５層上面
で検出されたものである。したがって，今までの
ように直接遺構と遺物の時期的な関係が曖昧にな
る感は否めないが，周辺遺物として取り上げる。
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　１１）４７・４８・４９号土坑墓周辺遺物
　　（第１００図～第１０１図，４１０～４１７，Ｓ１２６）
　４７号土坑墓周辺出土の４１０は長頸気味の壺形土
器である。４８号土坑墓周辺出土の４１２の壺形土器
は，口縁部が短く，くの字状に外反し，なで肩の
逆卵形をなし，不安定な平底を呈す。胴部のやや
上に一条の刻目突帯を，胴部ほぼ中央に穿孔を施
す。底部には，焼成前の穿孔もある。４９号土坑墓
周辺出土の４１３の壺形土器は口縁部がくの字状に
外反し，楕円形状の器形をなす。肩部よりやや下
に一条の刻目突帯を施すが，左下がりで連結しな
い。４１４は長頸壺で，口縁部は欠損しているが，
胴部は屈曲部が鋭く，平底である。底部付近には
穿孔を施す。４１５の壺形土器は口縁部が欠損して
いる為，口唇部形状は不明であるが，胴部器形が
丸味を帯びた菱形状をなし，底部はレンズ状を呈
す。全体的に作りが荒い。４１６の甕形土器は，口
縁部がくの字状に外反し，頸部で段をもつ。脚台
は外反しながら開き，外底部は平坦である。４１７
は，甕形もしくは鉢形土器の底部である。底部は
外傾して短く開くが，端部でやや内弯する。Ｓ
１２６は，磨製石鏃である。本遺跡出土の磨製石鏃
の中では小さい方である。
　これらの遺物は，Ⅰ期該当が中心と考えられる
が，甕形土器に関しては，Ⅱ期該当遺物と思われ
る。

　１２）５０号土坑墓周辺遺物
　　（第１０２図，４１８～４２４）
　４１８の壺形土器は，口縁部が欠損しているが，
長胴形で平底を呈す小型丸底壺である。４１９は長
頸壺で，口縁部が直行して立ち上がり，端部で外
反する。胴部は，ソロバン形で屈曲部が鋭く，平
底を呈す。屈曲部には一条の刻目突帯を施す。
４２０は，小型の丸底壺である。口縁部が欠損して
口唇部形状は不明であるが，頸部から口縁部にか
けくの字状に屈曲する。口縁部にかけやや内弯し
て立ち上がる。胴部器形は球形をなし，底部は僅
かながらへ平底をなす。４２１の甕形土器は，口縁
部がくの字状に外反し稜線が明瞭である。頸部か
ら底部にかけ一度膨らみをもちつつ，急にすぼま
る。脚部は欠損し不明である。４２３は，口縁部が
欠損しているが鉢形土器と思われる。口縁部から
胴部にかけ垂直状に下り，胴部下位ですぼまる。��������	
��
����
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底部は平底を呈す。風化のため調整痕は不明瞭で
あるが，細かなミガキを施してあるのが観察でき
る。４２４も鉢形土器である。すり鉢状の器形に平
底を呈す。口唇部は三角形状を呈す。４２２は，甕
形もしくは鉢形土器の底部である。
　これらは，Ⅰ期該当遺物と考えられる。

　１３）５４・５５号土坑墓周辺遺物
　　（第１０３図，４２５～４２７，Ｓ１２７）
　４２５の壺形土器は，５４号土坑墓遺物で，底部が
欠損している。口縁部は短く，くの字状に外反し，
口唇部はＭ字状を呈す。頸部がかなりすぼまり，
屈曲度合いが大きい。胴部はなで肩の寸胴形の楕

円形状を呈す。胴部中央に一条の刻目突帯を施す。
肩部には，４本の斜位の短直線と蛇行した線の刻
みが施される。おそらく絵画的なものであると思
われるが，何を描いてあるかは不明である。５５号
土坑墓周辺遺物には，壺形土器（４２６）と鉢形土
器の底部（４２７），小振りな磨製石鏃（Ｓ１２７）が
ある。４２６は，口縁部，底部と共に欠損しており
全体的な器形は不明瞭であるが，小型丸底壺と思
われる。４２７は甕形もしくは鉢形土器と思われる
底部である。脚部がほとんどないと思われるほど
短い。Ｓ１２７の磨製石鏃は本遺跡の当該時代の出
土遺物で一番小さいものである。形状は二等辺三
角形を呈し，細かい調整を施す。４２５の壺形土器
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以外はいずれも欠損があり時期的な判断は難しい
が，Ⅰ期の遺物ではないかと思われる。

　１４）５８・５９・６１号土坑墓周辺遺物
　　（第１０４図，４２８～４３３）
　５８号土坑墓周辺遺物は，壺形土器（４２８）のみ
である。これは，口縁部が短く，くの字状に外反
し，口唇部が平坦面を呈す。胴部はなで肩の少し
膨らみのある，逆卵形をなし，平底を呈す。胴部
中央に一条の刻目突帯を施す。
　６１号土坑墓周辺遺物は，４２９の壺形土器と４３２の
甕形土器がある。４２９の壺形土器は口縁部が短く，
くの字状に外反し，口唇部は平坦面をなす。肩部

はなで肩で長楕円形状のスリムな器形をなし，平
底を呈す。胴部上位には一条の刻目突帯を，胴部
やや下位に穿孔を施し，全体的に丁寧な刷毛目を
施す。４３２の甕形土器は，底部が欠損しているた
め形状は不明である。口縁部は緩やかに外反し，
口唇部は丸味を帯びる。胴部はほぼ直線状で底部
にかけ緩やかにすぼまるようである。その他，５９
号土坑墓周辺遺物の４３０は，甕形もしくは鉢形土
器の底部，高坏形土器の底部と思われる４３３があ
る。４３１と４３３の高坏形土器は，在地特有の土器で
はなく，他地域の形状を模したものではないかと
思われる形状をなす。おそらく土師器の器台を模
したものと思われる。
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　これらのことから，４２８はⅠ期，４２９，４３２はⅠ
～Ⅱ期該当と思われるが，４３０・４３１・４３３はⅡ期
該当遺物と思われる。

　１５）６３・６６・６７号土坑墓周辺遺物
　　（第１０５図，４３４～４３８，Ｆｅ１７・Ｆｅ１８）
　６３号土坑墓周辺で３点（４３４・４３５・Ｆｅ１７），６６
号で２点（４３６・Ｆｅ１８），６７号土坑墓周辺で２点
（４３７・４３８）記載した。
　４３４は，口縁部がくの字状に外反し，頸部に段
をもつ甕形土器で，脚部が外反しながら開き，外
底部は平坦面を呈す。４３５は脚付鉢形土器と思わ
れる。底部から口縁部まで椀形状をなし，口唇部
は丸い。脚部はハの字状に外反し端部は丸い。Ｆ
ｅ１７は，長三角腸快鏃である。４３４は，Ⅱ期該当遺
物と思われるが，Ｆｅ１７は古墳時代中期，Ⅳ期該

当遺物と考えられる。レベル的にも４３４は低いレ
ベルで検出された。
　６６号土坑墓周辺出土遺物の４３６は，小型壺形土
器で，底部に突起をもつ。Ｆｅ１８は柳葉鏃で，弥
生時代終末期のものである。しかしながら，４３６
の形状から４３６はⅡからⅢ期該当遺物と思われる。
　６７号土坑墓周辺出土の４３７は長頸壺で，長く外
反する口縁部で肩の張った丸みのある胴部に平底
を呈する。全体的に丁寧な刷毛目を施す。また，
４３８は口縁部が欠損しており全体器形は不明であ
るが，小型丸底壺と思われる。これらの遺物から
Ⅰ期該当遺物と思われる。
　このように，これらの上面遺物では海岸側（東
側）に面した所で表土がほとんど削平されている
上，旧地形では丘陵地緩斜面で９層薄いことから
流れ込みの可能性もありえる。
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�　土器集中区ごとの遺物（第１０６図～第１５０図）
（第６２図参照）

　１）Ｄ－８区の，Ａブロック出土遺物
　　（第１０６図～第１０８図，４３９～４４９，Ｆｅ１９）
　これらは，１号立石に近いところで列状に並ん
で出土した。４３９・４４２～４４４・４４６の土器がまず出
土し，これらの遺物を取上げた後，４４７・４４８・４４９
の遺物が出土した。（遺構遺物出土状況図参照）
　壺形土器は，４３９・４４１・４４２・４４４が刻目突帯を
有するもの，４４０・４４３・４４５・４４８は，無文土器で
ある。
　４３９は，口縁部が短く，くの字状に外反し，な
で肩で菱形凧状の胴部に平底を呈す。胴部やや上
位に一条の刻目突帯を，胴部下位に穿孔を施す。
４４１は，口縁部が欠損して不明であるが，なで肩
で球形に近い胴部に平底を呈す。肩部下位に二条
の刻目突帯を，胴部下位に穿孔を施す。４４２も，
口縁部が欠損して不明であるが，なで肩で楕円形
状の胴部に平底を呈す。ほぼ胴部中央に一条の刻
目突帯を施し，胴部下位に穿孔を施す。特徴は，
肩部に絵画的な線刻を施してあることである。鳥
とも船とも，はたまた柵状のものとも思われる絵
画であるが，何を表現してあるかは不明である。
４４４は長頸壺と思われる。口縁部が欠損している
が，外傾気味に口縁部が立ち上がり，胴部はほぼ
球形をなす。胴部やや上位に一条の刻目突帯を，
胴部下位に穿孔を施す。４４０・４４３・４４５の無文の
壺形土器は，いずれも口縁もしくは口唇部が欠損
しているため，口縁部形状は不明である。４４０と
４４５は胴部が丸味を帯びた菱形状を，４４３はなで肩
の長胴形をなし，いずれも平底を呈す。４４３の胴
部下位には穿孔を施す。４４８は台付鉢形土器であ
る。底部から口縁部までほぼ直線状に外傾して立
ち上がるが，肩部で若干外反している。口唇部は
Ｍ字状をなす。脚部も外傾して開き，端部は平坦
面をなす。肩部に一条の刻目突帯を施す。４４９は
蓋形土器であるが，全般的に作りが粗い。肩部か
ら急に外反し，端部は平坦面をなす。天井部は
丸みをもち，逆浅鉢形である。Ｆｅ１９は，調査区
境の撹乱層と包含層境で検出された槍身鉾であ
る。撹乱層一括として取り上げたものの，鹿児
島大学橋本准教授によると，この槍身鉾は大変
珍しく，えびの市「島内６５号地下式横穴墓」か

ら出土しており，須恵器のＴＫ２０８～ＴＫ４７段階の
ものではないかというご指摘を受けた。この槍身
鉾は時期的には新しい。
　これらは，鉄鉾以外がⅠ期該当遺物と考えられ
る。

　２）Ｂ－８区のＢブロック出土遺物（第１０８図，
４５０～４５３）
　このブロックは，破砕行為を行ったのか，土器
片が集中した所であった。その中で，完形となっ
た遺物は，４５０と４５１の壺形土器，４５３の高坏形土
器，４５２の鉢形土器である。４５０と４５１は器形がほ
ぼ同じで，４５１は口縁部が欠損している。口縁部
はくの字状に外反し，胴部は楕円状をなし，底部
は平底である。突帯はない。４５３は口縁部が外反
し，脚部は直線状に外傾し，端部付近で急に外反
し上方へ反る。対の４つの透が施される。
　壺形土器の器形からⅠ期に該当すると思われる
が，高坏形土器は，外来の土器の可能性もある。

　３）Ｂ－８区，立石１０の周辺及び立石下で出土
したＣブロック出土遺物（第１０９図，４６１～４６４）
　ここも破砕行為か自然か不明であるが，土器片
が集中した所であった。４６１の壺形土器は，口縁
部がくの字状に外反し，口唇部は丸みをもつ。胴
部は膨らみのある楕円状をなし，平底を呈す。底
部には樹木等を台にし，土器を成形したと思われ
る圧痕がある。４６２～４６４は完形とならなかったが，
壺形土器の口縁部及び底部である。
　これらの遺物はⅠ期該当と考えられる。

　４）Ｂ－８区，３号壺棺墓近辺のＤブロック出
土遺物（第１１０図～第１１２図，４５８～４７６）
　このブロックは，破砕行為を意図的に行ったと
思うような土器片が散乱している所であった（図
版１５）。いくつかの遺物は，接合し復元できるも
のもあった。
　４５８～４６６は壺形土器である。４５８は口縁部がく
の字状に外反し，端部で更に外反する。口唇部は
平坦面を呈する。なで肩で逆卵形のスリムな器形
に，不安定な平底を呈する。胴部中央よりやや上
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に一条のＭ字状突帯があり，胴部ほぼ中央には穿
孔を施す。４５９は口縁部が短く，くの字状に外反
し，端部は丸味を帯びる。なで肩の逆卵形でスリ
ムな器形をなし，底部は丸みを帯びる。肩部に一
条の刻目突帯を施す。４６０と４６１は完形でない。
４６０は口縁部から胴部突帯部まで欠損しているが，
少し膨らんだ逆卵形の器形に不安定な平底を呈す。
胴部には一条のＭ字状突帯を施す。４６１は胴部下
から底部のみで，底部は厚い平底を呈す。４６２は
口縁部が欠損しているが，ほぼ球形の器形に平底
を呈す。ほぼ胴部中央に一条の突帯を施し，底部
付近に穿孔を施す。底部には，記号と思われる放
射線状に描かれた線刻が施される。４６３は突帯が
ないが，口縁部がくの字状に外反し，口唇部は丸
味を帯びる。胴部は楕円形状で平底を呈す。４６４
は口縁部が外傾気味に長く立ち上がり，端部で外
反する。口唇部は丸味を帯びる。胴部は楕円形状

で丸底を呈す。胴部中央に一本の幅広の紐状突帯
を貼り付け，中央に凹線を施した二条の三角突帯
にみせた突帯を施す。突帯の上部に穿孔を施す。
４６５と４６６は丸底壺である。両者とも口縁部が欠損
しているが，胴部は，４６５が丸みを帯びたソロバ
ン形を，４６６は球形を呈す。４７０～４７２は甕形土器
である。４７０は口唇部が欠損しているが，口縁部
がくの字状に外反し，膨らみをもった胴部に脚部
がほぼ直線状に伸び，端部で外反する。４７１も口
縁部が欠損しているため，全体的な器形は不明で
あるが，脚台は短く外反し，外底部は平坦である。
４７２は脚台が欠損しているが，口縁部が外反し，
口縁部内面に稜線が明瞭に残る。４７５は高坏形土
器の脚部と思われるが，外傾しながら端部で外反
する。端部は平坦面をなし，上方へ反っている。
対に２カ所透を施す。４７６の鉢形土器は，肩部か
ら外反し，小さい平底を呈す。口縁部は欠損して
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おり不明である。これらの遺物は，Ⅰ期終わり頃
～Ⅱ期の初めの頃のものではないかと思われる。

　５）Ｂ－７区のＥブロック出土遺物
　　（第１１３図～第１１４図，４７７～４８８）
　立石７の周辺で，ほぼ完形の状態で壺形土器
（４７７～４８３），甕形土器（４８４・４８６），鉢形土器
（４８５），高坏形土器（４８７・４８８）などが出土して
いる。４７７は口縁部が外傾気味に立ち上がり，端
部で外反する。口唇部は平坦面を呈す。頸部には，
一条の三角突帯を貼り付け，胴部の器形はなで肩
のスリムな楕円形状をなし，平底を呈す。胴部中
央に一条のＭ字状突帯を貼り付け，その上に穿孔
を施す。底部には，植物の圧痕と思われる痕が観
察できる。４７８は口縁部がくの字状に外反し，口
唇部は平坦面を呈す。頸部には，一条の三角突帯
を貼り付け，胴部の器形はなで肩状の逆卵形をな
し，小さな平底を呈す。胴部中央よりやや上に一
条の台形状突帯を，底部近くに穿孔を施す。突帯
下位には丹塗痕が観察できる。４８０は口縁の端部
が欠損しているが，口縁部がくの字状に外反し，
なで肩の逆卵形の器形で平底を呈す。胴部のやや
上に一条の粘土紐を二条の刻目突帯を施し，底部
付近に穿孔を施す。４８１は突帯のない壺形土器で
あるが，口縁部が短く，くの字状に外反し，口唇
部は平坦面をなす。胴部の器形は，少し膨らみを
もつ楕円形状で不安定な平底を呈す。胴部下位に

穿孔を施す。４８２の長頸壺は，口縁上部が欠損し
ているが，外傾して立ち上がり，胴部はほぼ球形
をなし，小さな平底を呈す。肩部付近に二条の刻
目突帯を，胴部中央に穿孔を施す。４８４は口縁部
がくの字状に外反し，口縁部内面に稜線が明瞭に
観察できる。脚台はハの字状に開く。外底部は平
坦である。４８７は，坏部が椀形状で，脚部は直線
状に外反するが，裾部が欠損している。対の透が
４つ施される。４８８は高坏形土器の脚部と思われ
るが，直線状に外へ開く。対に２カ所の透が施さ
れる。
　これらの遺物から，Ⅰ期～Ⅱ期の変遷期と思わ
れる。

　６）Ａ－８～９区のＦブロック
　　（第１１５図～第１２３図，４８９～５３９，Ｆｅ２０，Ｓ１２８）
　２グリッド分（４００㎡）の範囲に区分した。発
掘調査時に長頸壺や高坏形土器，甕形土器の類似
性が見られたことから，大きめのブロック分けと
した。この中には，５・１０・１１号壺棺墓も含まれ
ている。４８９・４９１・４９５～４９７・５００～５０２・５０４・
５０５は，突帯のある壺形土器である。４８９は口縁部
がくの字状に外反し，口唇部は平坦面で，刻目を
施す。胴部器形は，肩が張った逆卵形を呈し，底
部は丸みを帯びている。肩部よりやや下に四角形
状の刻目突帯を一条施す。４９１は，口縁上部が欠
損しているが，口縁部が外反し，胴部器形は楕円
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形状をなし，平底を呈す。胴部中央に一条の三角
状刻目突帯を施す。４９５と５０４は口縁部がくの字状
に外反し，口唇部は平坦面を呈す。胴部はなで肩
ではあるが，少し膨らみをもった卵形で，小さな
平底を呈す。５０４は，胴部下が欠損して不明であ
る。４９５は，一条の台形状刻目突帯を，５０４は，二
条の半円形状の突帯を施す。
　４９６・５００・５０１は口縁部がくの字状に外反し，
端部で更に外反する。口唇部は平坦面を呈す。胴

部器形はなで肩のスリムな逆卵形で平底を呈す。
４９６は三角形状突帯，５００はＭ字状突帯を一条施し，
穿孔はそれぞれ，胴部下方と突帯下，底部近くに
施す。４９７と５１６は，５１６の方は口縁部が欠損して
ないが，くの字状に外反し，胴部は膨らみをもつ
楕円形状をなし，丸みをもった底部を呈す。胴部
最大幅の位置に一条の刻目突帯を施す。５０５と５１５
は口縁部を欠損しているが，胴部はなで肩状で膨
らみをもった逆卵形で，丸みのある底部である。
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胴部中央よりやや上に一条の刻目を施す。５０５に
は，胴部下方と底部付近の２カ所に穿孔が施され
る。５０５の肩部から底部にかけては丹塗痕が観察
できる。５０２はおそらく長頸壺と考えられるが，
胴部形態は丸味を帯びたソロバン形に平底を呈す。
胴部には，一本の粘土紐に凹線を加えて二条の刻
目突帯にみせている。５０６は口縁部が外傾気味に
開き，球形の器形をなす。突帯のないなかで，
５０９は肩部が大きく張る。長頸壺のなかには，免
田系のものがある。５１０は免田式土器の長頸壺で，
口縁部が円筒形状に伸び，端部で外反する。胴部
器形はソロバン形で，屈曲部が緩やかで丸底を呈

す。頸部下には多条の沈線と縦位の刻みを施し，
胴部屈曲部上位に重弧文を施す。５１１は，５１０と器
形がほぼ同じであるが，無紋である。５１２は，口
縁部形状は類似しているが，屈曲が鋭く平底であ
る。屈曲部にＭ字状突帯を施す。５１４は，胴部の
屈曲部が若干下がる。あとの形状等は５１２に類似
する。
　５１７～５２９は甕・鉢形土器である。甕形土器
（５１７～５２５）は，口縁部がくの字状に外反し，脚
台はハの字状に開く器形の５１７・５１８，口縁部が長
く緩やかに外反する５２０，口縁部がくの字状に外
反し，刷毛目状で胴部境に段をもつ５２１・５２４，口
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縁部がくの字状に外反し，胴部が膨らみ，脚台が
直線的で高い小形の５２２がある。
　鉢形土器（５２６～５２９）は口縁部が内弯気味に開
き，底部の弯曲度合いが緩く，外に開く。脚台は
低い。５３０～５３７は高坏形土器である。５３０は口縁
部が大きく外反し，底部は直線状になり脚部が上
方に反る。斜位列に２つずつ計８個の透が施され
る。５３３・５３６・５３７は，５３６以外完形である。これ
らは，坏部が内弯し，脚部がラッパ状に外反する。
穿孔が対に４カ所施されている。５３５は，坏部が
直線的に開き，端部で若干内弯する。脚部は端部
が欠損しているが，外へまっすぐ開き，対に４カ
所の透を施す。ただし，５３３・５３５・５３６・５３７の土

器器形は，他地域の器形の可能性もあり，器台と
しての可能性もありうると考える。
　５３８は脚部であるが，端部を直に近く貼り付け
ており非常に特徴的な器形である。瀬戸内系土師
器の可能性も考えられる。Ｆｅ２０は，無茎の鉄鏃
であるが，５ｃ前半該当と思われる。
　以上の遺物等から，複数の時期の遺物があるよ
うに思う。５３０の高坏形土器や免田系の長頸壺，
４９５・４９７・５０５といった壺形土器はⅠ期該当遺物
と思われる。４９６・５００の壺形土器や５２１・５２４の甕
形土器はⅡ期該当遺物と考える。高坏形土器は，
Ⅲ期該当遺物の可能性も考えられる。鉄鏃は，Ⅳ
期該当遺物と多くの時期の遺物が検出されている。
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　７）Ａ・Ｂ－９区のＧブロック出土遺物（第
１２４図，５４０～５４２）
　５４０の壺形土器は，壊れた状態で検出されたが，
ほぼ完形となった。口縁部はくの字状に外反し，
なで肩の膨らみをもった逆卵形をなし，平底を呈
す。胴部よりやや上に一条のＭ字突帯を施す。
５４１の壺形土器は，穿孔を２カ所に施す。

　上記の遺物や５４２の口縁端部が欠損の甕形土器
の口縁部や脚台の形状からⅠ期該当遺物と考えら
れる。

　８）Ｄ－９区のＨブロック出土遺物（第１２４図
～第１２６図，５４３～５５５，Ｓ１２９，Ｆｅ２１・Ｆｅ２２）
　溝状遺構周辺である。この場所は旧宅地の道が
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すぐ上面にあり，青ゴラの途中まで撹乱を受けて
いた所であるが，辛うじて遺物が壊されずに残存
していた。５４３の壺形土器は，口縁部がくの字状
に外反し，口唇部は平坦面を呈す。なで肩でスリ
ムな逆卵形の胴部器形に，厚みのある平底を呈す。
肩部よりやや下位に一条の刻目突帯を施す。５４４
の壺形土器は，口縁部が短く，くの字状に外反し，
肩の張った逆三角形状で，平底を呈す。口縁端部
には，櫛描状の波状文が施され，胴部下位に穿孔
を施す。５４５は，口縁部が内傾して立ち上がり，

口縁端部で外反する。胴部は肩が張った逆三角形
状で，平底を呈す。頸部には一条の刻目突帯を，
肩部には一本の粘土紐から二条の突帯に格子文を
施す。５４６は，口縁部が円筒形状に立ち上がり，
口縁端部で外反する。肩部が張り，膨らみをもつ
逆卵形で平底を呈す。胴部中央に四条の刻目突帯
を施し，突帯下には鋭利な道具で開けたと思われ
る細長い穿孔が施される。５４７の壺形土器は，口
縁部が短く，くの字状に外反し，口唇端部は丸味
を帯びる。胴部器形はなで肩で膨らみの大きい逆
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卵形をなし，尖底気味の底部を呈す。肩部下位に
一条の刻目突帯を，また，肩部に対に４カ所の円
形浮文を施す。５４８は，二重口縁を呈し，なで肩
で膨らみのある胴部に平底を呈す。この壺形土器
は庄内式土器に近いとも思われるが，平底を呈す
ることや指宿特有の粘土色をしていることから，
在地で作られた土器の可能性が高いと考える。
５４９の壺形土器は口縁部が直線的に開き，なで肩

で膨らみのある逆卵形をなし，平底を呈す。肩部
には格子の施された幅広の貼付突帯文が，胴部中
央に穿孔を施す。指宿特有の赤色をし，全体的に
ミガキを施す。５５４や５５５は坩形土器，５５３は，高
坏形土器か，器台かである。５５４の底部には穿孔
が施される。Ｆｅ２１は，鹿児島大学の橋本准教授
の見解によると「帯状鉄器と思われ，古墳時代中
期中葉以降の遺物の可能性がある。」という。
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　これらの遺物は，５４４・５４７の壺形土器，５５０・
５５１の甕・鉢形土器，Ｓ１２９はⅠ期該当遺物，
５４３・５４８の壺形土器はⅡ期該当遺物，５４５・５４６の
壺形土器はⅢ期，５４９の壺形土器や５５４・５５５の坩
形土器やＦｅ２１はⅣ期該当遺物と思われ，このブ
ロックも多時期の遺物が混在していると思われ
る。

　９）Ｃ・Ｄ－９・１０区のＩブロック出土遺物
（第１２７図～第１２８図，５５６～５６７，Ｆｅ２３）
　９号円形周溝墓や１４・１５号壺棺墓，土坑墓と遺
構が複雑に切り合っているところで，土器破片の
集中が多く検出された所である。このことから，
どの遺構と遺物が関係があるか非常に分かりづら
い所でもある。
　５５６は，口縁部がくの字状に強く外反し，楕円
形状の胴部，小さな平底を呈し，一条の三角突帯
を施す。５５９は，口縁部がくの字状に外反し，口
唇部に櫛描波状文を施す。５６２は口縁部が円筒状

に立ち上がり，端部で急に外反する。胴部は肩が
張り大きく膨らみ底部は尖底を呈す。これらの壺
形土器は，Ⅰ期該当遺物と考えられる。５５８は，
口縁部が外反しながら立ち上がり，肩が張り逆三
角形状にすぼまる。底部は丸みを帯びている。胴
部には二条の刻目突帯を施す。これは，Ⅱ～Ⅲ期
該当遺物と思われる。５６０は，口縁部が欠損して
いるが，胴部はほぼ球形で平底を呈し，肩部下に
格子文のある幅広突帯を貼り付けている。これは，
Ⅲ～Ⅳ期該当遺物と考えられる。５６６は，丹塗研
磨土器の か坩形土器の口縁部である。Ｆｅ２３は
鉄剣である。これらのことから，幅広い時期の遺
物がある。

　１０）Ｂ・Ｃ－１０区，Ｊブロック出土遺物（第
１２９図～第１３２図，５６８～５９０，Ｆｅ２４～Ｆｅ２８，Ｓ１３０
～Ｓ１３２）
　青ゴラを直接かぶった状態で検出された５７３や
５６８の壺形土器の床着面から，丹塗研磨土器や須
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恵器が集中して検出された場所である。２７～３３号
土坑墓周辺遺物で記載した遺物も合わせもち，検
討する必要もある。
　５６８・５６９の壺形土器は，幅広突帯の土器である。
５６８は，口縁部に特徴をもつ。口縁部は二重口縁
状に一端外傾して立ち上がり，擬似口縁部より若
干外反しながら立ち上がる。口唇端部では丸味を
帯びる。胴部器形はなで肩の楕円形状をなし，底
部は窪みをもった平底である。擬似口縁部及び頸
部には一条の刻目突帯を，肩部やや下位に幅広突
帯格子文を，胴部やや下位に穿孔を施す。５６９は，
底部が欠損して形状は不明であるが，口縁部は外
傾しながら立ち上がり，口唇部で外反する。口唇
端部は丸味を帯びる。胴部器形は，肩部の張った
逆卵形をなし，肩部には幅広突帯格子文を，頸部
には一条の刻目突帯を施す。５７０と５７４の壺形土器
はほぼ同じ器形をなす。５７４は口縁部が欠損し形

状は不明であるが，５７０は外傾して直線状に立ち
上がり，口唇部で外反する。口唇端部は平坦面を
呈す。胴部器形は，大きく肩が張った逆三角形状
をなし，レンズ状の底部をなす。５７１と５７３の壺形
土器もほぼ同じ器形をなす。口縁部が外傾して立
ち上がり，胴部器形は肩の張った逆卵形をなし，
５７１はレンズ状を，５７３は平底をなす。５７５は長頸
壺で，外傾して直線状に立ち上がり，口唇部で外
弯する。胴部器形は球形をなし平底を呈す。５７７
の甕形土器は，口縁部がくの字状に外反し，明瞭
な稜線が観察できる。胴部は少し膨らみをもち，
底部は弯曲度合いが緩く直線的で高い。５７８から
５８９は丹塗研磨土器，５９０は須恵器の である。
５７８から５８２は高坏形土器，５８３から５８９は坩形土
器である。５９０の須恵器 は，頸部上位と胴部中
央に櫛描波状文が施され，底部はタタキ調整を，
更に三角形状のヘラ記号がある。これは，ＴＫ２０８
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段階の遺物と考えられる。Ｆｅ２６は，無茎鏃で弥
生終末該当遺物，Ｆｅ２５・２７は圭頭鏃とＦｅ２８の長
圭鏃は古墳中期該当遺物とのご指摘を受けた。
　以上のことから，このブロックはⅣ期段階，古
墳時代中期後葉（５ｃ中頃）の遺物と考えられる。

　１１）Ａ・Ｂ－９・１０区のＫブロック出土遺物
（第１３３図～第１３６図，５９１～６２３，Ｓ１３３）
　Ｊブロックのすぐ東側，Ｊブロック同様，Ⅳ期
の遺物が多く出土したところである。このブロッ
クも土器片の集中やほぼ完形の丹塗研磨土器や須
恵器等が検出されたところである。
　５９１，５９３～５９５の壺形土器はいずれも，口縁部

が直線状に外傾して立ち上がる。頸部には一条の
刻目突帯を，肩部には複数沈線によるハの字状文
を付した幅広突帯を貼り付けている。５９３は肩が
張った逆卵形にレンズ状の底部をなす。５９１・
５９４・５９５はなで肩で逆卵形の胴部器形である。
５９１は平底を呈すがその他は欠損して形状は不明
である。５９６の壺形土器は，口縁部が短く，くの
字状に外反し，口唇端部は平坦面を呈す。５９８の
壺形土器は，口縁部が欠損して形状は不明である
が，肩部がやや張った逆卵形の胴部器形で平底を
呈す。底部には「×」印の樹木の枝と思われる圧
痕が観察できる。６００は小型丸底壺で，口縁部が
欠損して形状が不明であるが，楕円形状の器形で
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底部に突起を施す。６０１は台付鉢と思われるが，
特徴ある器形をなす。口縁部はくの字に緩やかに
外反し，脚部は外反しながら開く。６０５は高坏形
土器であるが，坏部が外傾して開き，口唇部がや
や内弯する。脚部は外傾して開き，底部で外反す
る。対に４カ所の透を施す。６１１は高坏形土器の
脚部であるが，螺旋状のベンガラ文様が施される。
残念ながら坏部はない。６０６・６０７は脚部であるが，
６０６は開きながら外反し，６０７は外傾して開き底部
で大きく外反する。６０８から６１６は丹塗研磨土器で
ある。６０８・６０９・６１０は高坏形土器，６１３・６１４・
６１６は坩形土器，６１２・６１５は である。６１７から

６２２は坩形土器である。６２０の底部には「×」の記
号と思われる線刻画が施される。また，６２３は須
恵器の高坏形土器で，口縁部がやや内傾して立ち
上がり，口唇部で若干外反する。坏底部は丸味を
帯び，脚部は外傾して開く。低端部は平坦面を呈
す。ＴＫ２０８段階の須恵器と思われる。５６９は，高
坏形土器の脚部と思われるが，螺旋状のベンガラ
文様が施される。６２１の坩形土器は，底部に
「×」のヘラ記号が施される。このブロックもＪ
ブロック同様のⅣ時期該当遺物と思われる。
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　１２）Ａ・Ｂ－１０・１１区のＬブロック出土遺物
（第１３７図～第１３８図，６２４～６４０）
　古相と新しい時期の遺物が混ざっている状況で
ある。ほぼ完形の遺物が出土している。
　壺形土器には６２４・６２５・６２７がある。６２４の壺形
土器は口縁部が短く，くの字状に外反し，なで肩
で長胴形の逆卵形の胴部器形にレンズ状底部をな
す。肩部下位に一条の丸味をもった突帯を施す。
６２５の壺形土器は口唇部及び底部が欠損している
ため形状は不明であるが，胴部器形は楕円形状を
なす。頸部に櫛掻波状文を施す。６３０の甕形土器，
６３４の高坏形土器は，形状からⅠ期該当遺物と考
えられる。６３１の甕形土器は，底部が欠損し不明

であるが口縁部形状からⅡ期該当遺物と思われる。
６３６，６３８～６４０は丹塗研磨土器の坩形土器である。
これらは，Ⅳ期該当遺物と思われる。これらのこ
とから，Ａ区側にⅠ～Ⅱ期該当遺物が，Ｂ区にⅣ
期該当遺物が検出されている。

　１３）Ａ～Ｃ－１１区のＭブロック出土遺物（第
１３９図～第１４２図，６４１～６７４，Ｆｅ２９～Ｆｅ３８）
　Ⅳ期該当遺物が中心である。６４１～６４３は，幅広
貼付突帯の壺形土器である。６４１の壺形土器は丹
塗痕が点在する。６４６・６４９は甕形土器であるが，
６４９は口縁部形状からⅠ期該当遺物と思われる。
６５３～６５５・６５８～６６０・６６２～６６４は高坏形土器で，
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６５３・６６４はⅣ期該当遺物，６５４・６５９はⅢ期該当遺
物と思われる。６５５の脚部には「×」の線刻が施
される。６５６・６５７・６６５～６６７は丹塗研磨土器で，
６５６・６５７は高坏形土器，６６５・６６７は坩形土器，
６６６は高坏形土器の脚である。６７４は丹塗研磨土器
の器台である。６７３は須恵器の坏身で口縁部が内
傾して立ち上がり，口唇部で外反する。底部は丸
味を帯びながらすぼまる。ＴＫ２０８段階の須恵器で

ある。Ｆｅ２９・Ｆｅ３０は圭頭鏃，Ｆｅ３１は鳥舌鏃と長
三角腸抉鏃が銹着したもの，Ｆｅ３２・Ｆｅ３５は圭頭
鏃，Ｆｅ３３は長圭鏃で５ｃ中頃該当の鉄製品であ
る。また，Ｆｅ３４とＦｅ３５は曲剣，Ｆｅ３６・Ｆｅ３８は剣，
Ｆｅ３７は蛇行剣である。これらの遺物からおおよ
そⅣ期該当遺物と思われるが，先に述べた高坏形
土器や甕形土器にはⅠ期及びⅢ期該当遺物も混在
する。



－１７０－

��������	
��
��

　１４）Ｂ～Ｄ－７区，Ｎブロック遺物（第１４３図，
６７５～６８０，Ｓ１３４）
　Ⅰ期該当遺物が中心と考える。６７５の壺形土器
は，口縁端部が欠損しているものの，くの字状に
外反し，胴部は球形で，平底を呈す。胴部中央に
は一条の刻目突帯を，胴部下方には穿孔を施す。
６７９・６８０の坩形土器やＳ１３４の磨製石鏃もこの時

期該当遺物と思われる。６７８は台付壺形土器であ
る。口縁部が欠損しているが，球形の胴部に脚台
が付く。胴部やや上方に焼成前穿孔を施す。台付
注口壺の可能性もある。胎土は在地のものである
が，この遺物も瀬戸内系の土師器と類似したもの
である。

　１５）Ａ－７区のＯブロック出土遺物（第１４４図，
６８１～６８７）
　６８１の壺形土器と６８７の甕形土器，６８８の蓋形土
器は口縁部形態や器形からⅡ期該当遺物と考えら
れる。６８２の壺形土器は頸部から口縁部がくの字

状に外反し，球形の胴部に丸底を呈し，一条の三
角突帯と穿孔を施す。この遺物はⅠ期該当と思わ
れる。６８７の甕形土器の底部には植物圧痕と思わ
れるものと特徴ある調整痕が観察できる。
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　１６）Ｂ－９区のＰブロック出土遺物（第１４５図，
６８９～６９５，Ｆｅ３９）
　総じてⅠ期該当遺物と考えられる。６９４は，高
坏形土器ではなく，器台の可能性もある。
　６８９の壺形土器は，口縁部がやや長く，くの字
状に外反し，口唇部は平坦面を呈す。胴部はなで
肩で逆卵形をなし，平底を呈す。胴部よりやや上
位に一条の刻目突帯を施す。６９０は壺形もしくは
鉢形土器の底部片と思われる。６９１は甕形もしく
は鉢形土器の底部である。６９３・６９４は台付鉢形も
しくは高坏形土器である。これらも在地土器とは
異なる形状を呈し，土師器を模した土器と思われ
る。６９５の蓋形土器は，口縁部にススと思われる
シミ状のものが微かに付着していることから蓋形

土器とした。

　１７）Ｂ－９区のＲブロック出土遺物（第１４６図
～第１４８図，６９６～７１３）
　５９号土坑墓周辺に集中して検出された。壺形土
器と甕形土器が主な遺物である。６９６・６９７・７０１
～７０４は一条の刻目突帯を施す壺形土器である。
６９６の壺形土器は口縁部がくの字状にやや長めに
外反し，口唇部は平坦面を呈す。胴部はなで肩の
逆卵形で平底を呈す。胴部中央に一条の刻目突帯
を施し，胴部下位に穿孔を施す。また，口唇部に
も刻目を施す。全体的に丁寧な刷毛目調整である。
７０４も６９６同様の器形及び突帯・調整を施す。６９７
の壺形土器は口縁部が短く垂直状にやや外傾して
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立ち上がり，口唇部は平坦をなす。胴部はなで肩
であるが大きく膨らみ，球形に近い形をなす。底
部は平底である。胴部やや上位に一条の刻目突帯
を施し調整は丁寧な刷毛目調整である。７０２の壺
形土器は６９７の口縁形状と類似しているが，胴部
はなで肩の逆三角形状をなし，平底を呈す。胴部
やや上位に刻目突帯を施す。７０１と７０３の壺形土器
は二条の突帯にハの字状の刻目を施す。どちらと
も口縁部が狭く，外傾気味に立ち上がる。７０１は
口縁端部でやや外反し，口唇部は共に丸味を帯び

る。胴部は７０１がやや肩の張る器形で，７０３はなで
肩の器形，両者とも逆卵形をなし平底を呈す。
７０１は頸部にも一条の刻目突帯を施し，穿孔は胴
部中央より上下にそれぞれ施されている。７００の
長頸壺は，口縁部端部でやや外反し，口唇部は三
角形状をなす。胴部は屈曲度合いが緩やかで屈曲
部に断面三角形状の突帯を施し，平底を呈す。
６９９は平底の小型丸底壺，６９８は長胴で丸底の壺形
土器である。７０５・７０７・７０８は甕形土器である。
７０７・７０８は共に口縁部が緩やかに外反し，スリム
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な胴部に脚部は外傾してやや開く。違いは口唇部
が丸味を帯びていることと平坦面を呈しているこ
とである。７０６・７１０は甕形もしくは鉢形土器の底
部である。７０９・７１１は鉢形土器で，特に７１１は胴
部に波状の線刻が施してある。何を表現している
のかは不明である。７１２は高坏形土器であると思
われる。口縁形状から古手と思われるが，他地域
の土器を模して作られた可能性もある。７１３の蓋
形土器は口縁部が段を有する形状をなす。
　これらの遺物からⅠ期からⅢ期相当の遺物が混
在していると思われる。Ⅰ期は，６９７・７０２・７０５
が，Ⅱ 期 は，６９６・７０４・７００・７０７・７０８が，Ⅲ 期 は
７０１・７０３がそれぞれ該当遺物と思われる。高坏形
土器及び鉢形土器はⅠ期からⅢ期該当と思われる。

　１８）Ｂ－１０・１１区のＳブロック出土遺物（第
１４９図，７１５～７１７，Ｆｅ４０～Ｆｅ４６）
　Ｊ・Ｋ・Ｍブロックの狭間にある。
　７１４・７１５は鉢形土器，７１６は丹塗研磨土器の 

である。鉄製品は，Ｆｅ４０～Ｆｅ４２は，圭頭広根斧
箭式のもので茎部は欠損している。Ｆｅ４３は現存
長７．３�，頸部中程以下は欠損する。細根篦被 

箭式である。鏃身部の断面は平造りである。Ｆｅ４４
は長頸鏃で細根篦被 箭式に属すると思われる。
鏃身部はやや柳葉状に細長い。茎部は半分欠損し
ている。Ｆｅ４５も長頸鏃で細根篦被 箭式である。
茎部端で弯曲している。Ｆｅ４６は剣である。長さ
３５．６�で剣身は両鎬造りで鎬が微かに認められる。
剣先は鋭利となる。削り関風で茎尻はやや平坦と
なり，茎部の断面は方形をなす。剣身には土器片
が銹着している。
　これらの鉄製品を見ると古墳時代中期該当と思
われる。

　１９）溝状遺構周辺遺物（第１５０図，７１７）
　溝状遺構ブロック遺物として１点を掲載した。
壺形土器であるが，口縁部が欠損し全体形状は不
明であるものの口縁部が内弯気味に垂直状に立ち
上がると思われる。胴部は肩が大きく張った逆卵
形をなし平底を呈す。胴部上位の一番張った箇所
に三条の突帯を施しその上にハの字状の刻目を施
す。穿孔は胴部やや下位に施し色調はいわゆる指
宿色をなす。この遺物はⅢ期からⅣ期該当遺物と
思われる。
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　２０）鉄製品一括（第１５１図，Ｆｅ４７～Ｆｅ５０）
　遺構上面で記載できなかった鉄製品を記載した。
Ｆｅ４７はＢ－１０区でＦｅ４８はＣ－１０区で，Ｆｅ４９・Ｆｅ
５０はＣ－１１区で検出された。いずれも海側の調査
区で９層検出である。Ｆｅ４７は圭頭鏃で，全長９．３
�圭頭広根斧箭式である。Ｆｅ４８は，長頸鏃の細
根篦被 箭式で茎部は半分欠損している。Ｆｅ４９
は，長三角腸抉鏃で鏃身部は細長く腸抉部は深い。
断面は両丸造りで頸部は一部欠損しているが山形
を呈するものと思われる。断面は方形をなす。Ｆ
ｅ５０は鋒先から剣身にかけて欠損し，現在長１３．６
�である。撫角な関で，茎部端は三角形状を呈す。
剣身には鎬があり菱形断面となる。剣中央部及び
咳付近の３カ所で屈曲している。
　これの遺物は，Ｆｅ４７が弥生時代終末期該当，Ｆｅ

４８とＦｅ４９は５ｃ中頃の古墳時代，Ｆｅ５０は弥生時
代終末期から古墳時代該当遺物と思われる。Ｆｅ４７
の存在が何を意味するか興味深いものである。
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備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№

○○一条刻目突帯輝石，長石，角閃石－－にぶい黄褐浅黄ヘラナデ，指ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ヘラナデ，ミガキ
指頭圧痕９ｂＣ８３５．５４．０１９．０５４．５ａＡⅠＴ１２４３

６３
○－長石，角閃石，輝石，

赤色粒子－－橙にぶい橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，工具ナデ９ｂＣ８９．１－８．０１０．１＋ｄＡⅠＴ１２４４

－－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－橙橙指ナデナデ９ｂＣ８－－－－Ｃ・ＤⅠＴ１２４５

○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙赤橙ハケメ，指ナデ，工具ナデ
指頭圧痕ハケメ後ナデ９Ｃ８２８．１２．０１１．５４１．０ａＡⅠＴ２２４６

内面に３本の
スス状－○一条突帯長石，角閃石，輝石－－橙明黄ハケメ，工具ナデハケメ，ナデ，指ナデ，指頭圧痕９ａ

～ｂＢ８４７．５７．５－７６．５＋ａＡⅠＴ３２４７

６４ ○－長石，角閃石－－暗赤褐赤褐工具ナデ，指ナデ，ハケメ
指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｂＣ８３７．０３．０１８．５４０．８ｂＡⅠＴ３２４８

黒班－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデナデ９Ｂ８９．４１．４－１０．０＋ｄＡⅠＴ３２４９
－－長石，角閃石，輝石－－橙明黄褐ハケメ，ナデ，工具ナデナデ，ハケメ，工具ナデ９ｂＢ８－１２．０－－Ｃ・ＤⅠＴ３２５０
○－長石，角閃石，石英－－明黄褐明橙ナデ，指ナデナデ，工具ナデ９ｂＢ９１１．８－９．２１３．８ｄＡⅠＴ４２５１

６５
黒班－○長石，角閃石，輝石－－浅黄橙浅黄橙ナデ，工具ナデナデ後ハケメ，ナデ９ｂＢ７１７．２－－１９．４＋ｂＡⅠＴ４２５２

○－長石，砂粒－－明黄褐にぶい橙ナデ，指ナデナデ後ハケメ，ナデ９ｃＢ７２５．２１１．２２５．２３５．４ＢⅠＴ４２５３
－－長石，角閃石－－－明赤橙工具ナデ，ナデ工具ナデ９ｂＣ７－９．０－－ＣⅠＴ４２５４
－－長石，角閃石，輝石，

石英－－淡黄橙淡橙ナデナデ９ｃＢ７－９．８－－ＣⅠＴ４２５５
○○一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－淡赤橙にぶい橙ハケメ，ナデハケメ，工具ナデ，ナデ９ａＡ８３８．５５．５２２．０６２．０＋ａＡⅠＴ５２５６

６６
内面に丹塗痕○○一条突帯長石，角閃石，輝石－－明赤褐橙ハケメ，ハケメ後工具ナデ，ナデ

指ナデハケメ，ハケメ後ナデ９ｂＢ８５０．０－２９．５７６．５ａＡⅠＴ６２５７

○－四条刻目突帯長石，角閃石，輝石，
雲母○－にぶい橙橙ハケメ，ナデ，指頭圧痕ハケメ後ナデ，ナデ９Ｂ１０３６．０－１７．５４４．０ａＡⅠＴ６２５８

○－輝石，砂粒－－橙黄橙ナデ後ハケメナデ後ハケメ，ナデ９ｃＢ８１０．２６．２１０．０１０．４ＣⅠＴ６２５９
○－角閃石，砂粒－－明黄橙明黄橙ナデ，指頭圧痕，ハケメハケメ，ナデ９ｃＢ８２０．６８．６２０．６２０．０ＢⅠＴ６２６０
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデハケメ，工具ナデ９ｃＣ８１０．８２．０－１４．６＋ｄＡＴ７２６１

６７
－－長石，角閃石－－にぶい橙橙ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，指ナデ９ｃＣ９－８．０－－Ｂ・ＣＴ７２６２

胴部，底部に
×印あり－－一条刻目突帯長石，角閃石－－明黄褐浅黄橙工具ナデ，指ナデナデ，工具ナデ９ｂＡ９１０．５２．５－－ｃＡⅠＴ８２６３

○－長石，角閃石－－明黄褐明黄褐ナデ，指ナデナデ，ミガキ，工具ナデ９Ｂ１０１９．０－１０．２１７．７ｄＡⅠＴ８２６４
○２ヶ所口唇部に

刻目一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，指ナデ，ミガキ後ナデ
ミガキ状ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９ｂＢ９４０．５７．０１７．５５４．５ａＡⅠＴ９２６５

６８ －－角閃石－－暗橙明赤褐ナデナデ，工具ナデ９Ｂ１１１９．０－－－ａＡⅠＴ９２６６
○－輝石－－橙浅黄橙ナデナデ，ミガキ，指頭圧痕９ｃＢ９８．８４．８８．４７．８ＣⅠＴ９２６７

丹塗痕あり
透４カ所－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい黄橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９Ｂ９１６．０１１．７１６．０１４．４ＤⅠＴ９２６８
黒班－－長石，角閃石，石英－－明橙明赤橙指頭圧痕ナデ後ハケメ，工具ナデ９Ｃ１０１２．９２．０－－ｄＡⅠＴ１２２６９６９ 黒班－○長石，角閃石，石英－－明橙明橙ハケメ，工具ナデミガキ，ナデ，ハケメ９Ｃ１０１７．０１１．３－－ＡⅠＴ１２２７０
黒斑○－一条突帯長石，角閃石，輝石，

石英○－明赤橙明黄橙ハケメナデ後ハケメ，ナデ９Ｂ１０４３．０４．０２４．０７０．０ａＡⅠＴ１３２７１

７０ 内面黒色帯状－○一条刻目突帯角閃石，輝石－－黄橙明黄橙ハケメ，ナデ，指頭圧痕ハケメ後ナデ，指頭圧痕９Ａ１０５２．５５．５－６９．６＋ａＡⅠＴ１３２７２
－○長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデナデ，工具ナデ，ミガキ状ナデ９ｂＡ１０２２．０－－２６．０＋ｂＡⅠＴ１３２７３
○－角閃石，輝石－－にぶい褐にぶい橙ナデ，ハケメナデ，ミガキ，ハケメ９Ｂ１０２１．４７．４２１．４２３．８ＢⅠＴ１３２７４
○－長石，角閃石，輝石－－明橙明黄橙工具ナデ，指頭圧痕，ナデナデ，工具ナデ９ｂＣ９３６．０２．０１９．０４１．４ｂＡⅠＴ１４２７５

７１ ○－長石，角閃石，輝石－－明赤褐明赤褐ハケメ，ナデ，指頭圧痕ナデ，指頭圧痕９ｂＣ９２４．０－１０．２２８．０ｂＡⅠＴ１４２７６
－－長石，角閃石－－浅黄橙黄橙ナデ，ハケメ，工具ナデナデ後工具ナデ９ｂＤ８１３．９－－１８．０＋ｄＡⅠＴ１４２７７
－－長石，角閃石，輝石－－明赤褐明赤褐ナデ工具ナデ，ハケメ９ｃＣ９３７．７－－３１．０＋ｂＡⅠＴ１４２７８

７２

黒斑○○長石，角閃石－－明橙明橙ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ケズリ９ｂＣ９１５．４－９．５１７．６ｄＡⅠＴ１４２７９
－－長石，角閃石－－にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデ９ｂＣ９８．２－－－ＥⅠＴ１４２８０
○－長石，角閃石－－にぶい橙にぶい橙ナデ，指頭圧痕ナデ９ｂＣ９７．８－６．７１０．０ｄＡⅠＴ１４２８１
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，指頭圧痕９ｂＣ９，１０２８．２６．６２８．２１１．４ＦⅠＴ１４２８２
－－櫛歯状沈線長石，角閃石－－明赤橙明赤橙丁寧なナデハケメ，ミガキ，ナデ９ｂＣ９１９．７２．８－－ｂＡⅠＴ１５２８３
－－ベンガラ

Ｓ字一条刻目突帯長石，角閃石－○暗橙明赤橙工具ナデ，ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ハケメ９ｂＤ８３１．４－１４．１４４．６ａＡⅠ・ⅡＴ１６２８４７３・
７４

－４ヶ所一条刻目突帯長石，角閃石－－淡橙橙工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，工具ナデ９ｂＤ８３６．５４．５１８．５５４．０ａＡⅠ・ⅡＴ１６２８５

７５ －－線刻か？砂粒－－明黄橙明黄橙工具ナデ，ナデ工具ナデ，ハケメ９ｂＤ８１０．７２．４８．４１４．１ＥⅠ・ⅡＴ１６２８６
○－長石，角閃石－－明赤橙明橙工具ナデ，ハケメハケメ，工具ナデ９ｂＤ８１７．１７．０１７．１１６．４ＢⅠ・ⅡＴ１６２８７
－－長石，角閃石，輝石－－黄橙明橙ハケメ，工具ナデハケメ，ナデ９ｂＤ８１７．０－１７．０５．０ＦⅠ・ⅡＴ１６２８８
○○長石，石英，角閃石，

雲母－－浅黄橙橙指ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ｂＣ９１９．８－１１．２３１．８ｂＡⅠＥＳ１２８９

７６

○－胴部絵画長石，角閃石，雲母－－にぶい黄橙赤橙ナデナデ９ｂＤ８９．０３．２７．４１３．２ＡⅠＥＳ１２９０
○－角閃石－－明黄橙橙ナデ，指頭圧痕，ハケメナデ後ミガキ９ｂＤ８１６．７－１６．０１８．４＋ｄＡⅡＥＳ１２９１

黒班○－長石，角閃石－－明赤橙明赤橙工具ナデ，指ナデ工具ナデ，指ナデ９ａＤ９１７．２－１７．２１６．５＋ＢⅠＥＳ１２９２
黒班○－長石，角閃石，輝石－－浅黄橙にぶい橙ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，指頭圧痕９ｂＤ８１７．０６．０１７．０１６．５ＢⅠＥＳ１２９３

○－長石，角閃石，輝石－－淡黄橙淡黄橙ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ，指頭圧痕９ｂＤ８１３．６８．０１３．６１１．０ＣⅡＥＳ１２９４
○－長石、角閃石－－明黄橙明黄橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ミガキ後ナデ，指頭圧痕９ｂＤ８２３．６４．５２３．６１３．３ＦⅡＥＳ１２９５

黒斑○－長石，角閃石，輝石－－浅黄橙にぶい橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ｂＤ９１２．６６．０１２．０５．９ＣⅠＥＳ１２９６
黒斑－－浮文長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指ナデ９ｂＤ９２４．０－－－ａＡⅠＥＳ２２９７

７７
黒班○○長石，角閃石－－淡赤橙浅黄橙ナデ，指頭圧痕，指ナデミガキ後ナデ，工具ナデ，指ナデ９ｂＤ９２５．２－１３．８３６．０ｂＡⅠＥＳ２２９８
黒斑○－長石，角閃石，輝石，

赤色粒子－－にぶい橙にぶい橙ナデ，工具ナデ，ハケメ後ナデナデ，工具ナデ，ハケメ後ナデ９ｂＣ９３５．０３．０１９．４４４．６ｂＡⅠＥＳ２２９９
○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－黄橙明橙工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ９ｂＤ８１４．６２．５９．０２０．２ｃＡⅠＥＳ２３００
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備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ９Ｄ９－１．３－－ＥⅠＥＳ２３０１７７
○○長石，角閃石，輝石，

赤色粒子－－橙明赤褐ハケメ，工具ナデ，指頭圧痕，指ナデ
指頭圧痕工具ナデ，ミガキ９ａＤ９４１．３３．０１６．８５７．２ｂＡⅠＥＳ３３０２

７９ －－長石，角閃石－－明黄褐明赤褐ケズリ，工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ミガキ後ナデ，指頭圧痕，指ナデ９ｃＤ９－７．８－－ＡⅠＥＳ３３０３
○－長石，角閃石－－明黄褐明黄橙ハケメ，工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ナデ後ミガキ９ｃＤ９１１．１－９．０１２．１ｄＡⅠＥＳ３３０４
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，ミガキ状工具ナデ９Ｃ９１７．２－－２１．４＋ｂＡⅡＥＳ４３０５

８０

黒班○－長石，角閃石－－淡橙明赤褐工具ナデ，ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ９ｂＣ９１１．８－８．２１５．４ｄＡⅡＥＳ４３０６
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい橙ハケメ，ナデハケメ９Ｃ９－－－－ＣⅡＥＳ４３０７
○２ヶ所長石，角閃石，石英－－橙橙ナデ、指ナデハケメ，ナデ９ｂＢ８２７．０－９．９３５．５ｂＡⅠＥＳ５３０８
○－長石，角閃石，輝石－－橙黄橙ナデナデ，工具ナデ９ｂＢ８１１．７－７．９１０．６ｄＡⅠＥＳ５３０９

線刻？－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデ，指頭圧痕，指ナデ工具ナデ，ナデ，指ナデ９ｂＣ８１３．４－－１３．９＋ｂＡⅠＥＳ５３１０
○－長石，角閃石，石英－－明黄橙橙工具ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ後ナデ，工具ナデ９ｂＢ８１８．７５．３１８．７１９．０ＢⅠＥＳ５３１１
○－長石，角閃石－－黄褐淡赤橙工具ナデ，指ナデハケメ，指ナデ９ｃＣ８－４．８１１．０１０．８ＣⅠＥＳ５３１２

黒班○－長石，角閃石，輝石－－淡赤橙赤橙ハケメ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｂＣ９１３．８－７．２１９．８ｂＡⅠＥＳ６３１３

８１
黒班及変色－－浮文長石，角閃石，輝石，

石英－－黄橙明赤橙，黄
橙指ナデ，工具ナデ工具ナデ一括Ｃ８１９．５３．０－２２．０＋ａＡⅠＥＳ６３１４

－－長石，角閃石，石英－－浅黄橙浅黄橙ナデナデ９ｃＣ８１３．１－－１３．４ＥⅠＥＳ６３１５
脚の内に植物圧
痕か？○－長石，角閃石－－にぶい橙にぶい橙指頭圧痕，指ナデ，ナデ指頭圧痕，ハケメ，工具ナデ９ｂＣ８１２．３５．６１２．３１１．８ＢⅠＥＳ６３１６

－－長石，角閃石，輝石－－黄橙橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，指ナデ，指頭圧痕９ｃＣ８－６．０－９．３＋Ｂ・ＣⅠＥＳ６３１７
○○長石，角閃石，赤色粒

子－－にぶい黄橙にぶい橙ナデ，ハケメハケメ，ナデ，工具ナデ９Ａ８２３．０１．３１１．９４３．６ｂＡⅠＥＳ７３１８
８２

－○一条突帯長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，ハケメ，
指頭圧痕ハケメ，ナデ，指ナデ９ｂＡ９４７．６８．０－６８．２＋ａＡⅠＥＳ７３１９

○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ミガキ９Ａ９－２．６１１．８３８．７ａＡⅠＥＳ７３２０

８３
底部に黒班－－長石，角閃石－－にぶい橙浅黄橙指頭圧痕ミガキ，工具ナデ９ｂＡ８１６．０－７．５＋１４．０ｄＡⅡＥＳ７３２１
口唇変色，黒斑　
　○－長石，角閃石，輝石－－明黄褐浅黄橙ナデナデ，ハケメ，工具ナデ

ミガキ状ナデ９ｃＡ８１１．６－６．０１６．５ｂＡⅠＥＳ７３２２
○－角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ナデナデ９ｃＡ９－－１７．２－ＤＩＥＳ７３２３

透－－長石，角閃石－－明橙明橙ハケメ後ナデハケメ，工具ナデ９ｂＡ８－－－－Ｄ・ＧＩＥＳ７３２４
黒班○－一条刻目突帯長石，角閃石－－明橙明橙工具ナデ工具ナデ，指ナデ９Ａ１０２３．３－１１．１３０．０ａＡＩＥＳ８３２５

８４

黒班○－長石，角閃石－－明赤褐にぶい赤褐ナデ後ミガキ，ナデ，指頭圧痕ナデ後ミガキ，ナデ９ａＢ７１４．４－８．８１９．９ｂＡＩＥＳ８３２６
○－長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ９ａＡ１０２９．２１．７１４．３３２．１ｂＡＩＥＳ８３２７
○－長石，角閃石，輝石－－明橙明橙ナデナデ９Ｂ１０１２．２－１２．２８．２＋Ｃ・ＤＩＥＳ８３２８
○－長石，角閃石，輝石－－明赤橙浅黄橙ナデナデ９Ａ９－３．７９．３８．３ＣＩＥＳ８３２９

透は貫通しない
竹管状－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，指ナデミガキ，ナデ９ｂＡ１０－１２．６－９．０＋ＤＩＥＳ８３３０

○－角閃石，輝石－－明橙明橙ハケメ，工具ナデハケメ，工具ナデ９Ａ１０３０．７３．８３０．７１０．５ＦＩＥＳ８３３１
○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，

雲母－－にぶい橙にぶい橙，
明赤褐ナデ，ハケメ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ハケメ，ミガキ９Ｃ９１８．２－９．８２３．２ａＡＩＥＳ９３３２８５

○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－黄橙橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ，ハケメ９ｂＣ９３５．４１２．５３５．４２１．６ＤＩＥＳ９３３３
－－長石，角閃石，輝石，

石英－－明橙明橙ナデナデ後ミガキ，ナデ９ｃＤ８－９．５－－ＩＳＤ１３３４

８６

黒斑－○一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－黄褐，明橙黄橙工具ナデ，ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ミガキ，ナデ９ｂＤ８４８．０５．６４７．３７２．０＋ａＡＩＳＤ３３３５
－○長石，角閃石，輝石－－黄橙にぶい黄橙工具ナデ，指ナデ工具ナデ９ｂＤ８２２．４３．４－２４．２＋ｂＡＩＳＤ３３３６

口唇部轆轤成形
か，黒斑○○長石，角閃石－－にぶい黄橙にぶい黄橙工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ，ケズリ，指ナデ９ｃＤ８３７．４２．０１０．７２４．３ｂＡＩＳＤ４３３７

○－角閃石，雲母－－にぶい橙赤褐ナデナデ，指ナデ，ハケメ，指頭圧痕９ｂＤ８６．６１．５６．０６．５ＥⅠＳＤ４３３８
黒斑－－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明灰褐明赤褐工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指ナデ

指頭圧痕９ｂＤ８４２．２４．０－５３．７＋ａＡⅠＳＤ４３３９

内面にしぼり○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデ，ハケメハケメ，ナデ，工具ナデ，指ナデ
指頭圧痕９Ｄ８１７．５１７．５１６．２１９．４ＧＩＳＤ４３４０

８７

－－浮文４カ所二条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－赤褐赤褐工具ナデ，ナデ，ミガキ，指ナデ
指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｂＣ８３６．５１０．９－５８．０＋ａＡＩＳＤ５３４１

○－長石，角閃石－－明橙にぶい黄橙ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９ｂＣ９１２．２－８．３９．２ｄＡⅠＳＤ５３４２
－－長石，角閃石，輝石－－明黄橙黄橙ナデナデ，ハケメ９ｃＣ８－－－－ＣⅠ・ⅡＳＤ５３４３

内面に「ヘラ記号
様」の「メ」有○－長石，角閃石，石英－－暗橙暗橙工具ナデ，ナデ工具ナデ，ナデ９ｂＣ８２２．０３．２２２．０８．９ＦⅠ・ⅡＳＤ５３４４
黒斑○－一条刻目（Ｍ字状）角閃石（少），砂粒－－明黄橙明黄橙ハケメ，エ具ナデ，指ナデ　ハケメ，ナデ９ｂＣ８４０．５－２３．４６６．０＋ａＡＩＳＤ５３４５
丹塗り（胴から
底）○○頸部，胴部一条突

帯長石，角閃石，輝石－－黄橙明黄橙工具ナデ，ハケメ，指ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ハケメ
ハケメ後工具ナデ９ｂＣ８４４．４４．８２５．２７２．８ａＡＩＳＤ６３４６

黒斑○－長石，輝石－－明橙明橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｂＣ７１９．６２．８９．７２５．４ｂＡＩＳＤ６３４７

８８
○○角閃石，雲母－－明赤褐明赤褐ナデ，工具ナデナデ，ナデ後ミガキ，工具ナデ９ｂＣ８２２．３３．２１１．７２６．６ｃＡＩＳＤ６３４８
○－長石，角閃石，輝石－－橙赤橙ハケメ，ナデミガキ，ハケメ，ナデ９Ｃ８－－１９．４－ＡＩＳＤ６３４９

布目圧痕あり－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデハケメ，ナデ９Ｃ８－４．８－１４．３＋ＡＩＳＤ６３５０
－－角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ工具ナデ９ｂＣ８１９．５２．３－１６．０＋ＡＩＳＤ６３５１
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，指ナデ，ハケメ工具ナデ，ハケメ，ナデ９Ｃ８１７．５５．８１７．５２０．０ＢⅠ・ⅡＳＤ６３５２
○－長石，角閃石，輝石－－にぶい赤橙にぶい赤橙ナデミガキ，ハケメ，ナデ９ｂＣ８１７．２８．０１７．２１９．２ＢⅠ・ⅡＳＤ６３５３

８９
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ミガキ９Ｃ８－－－１０．２＋ＣⅠ・ⅡＳＤ６３５４

炭化物付着○－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｂＣ８１３．０９．５１３．０１２．１ＤⅠ・ⅡＳＤ６３５５
－－長石，輝石○－橙橙工具ナデ，ナデ，指ナデ，指頭圧痕丁寧な工具ナデ，ナデ９Ｃ８－４．０－－ＣⅠ・ⅡＳＤ６３５６
○－輝石○－にぶい橙橙ナデナデ９ｂＣ８２５．４－２５．４７．５ＦⅠ・ⅡＳＤ６３５７

黒斑○○絵画有一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明黄褐橙ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ９ｂＣ８２３．２３．５１０．７２５．９ａＡＩＳＤ７３５８

９０

黒斑－○線刻，浮文４
カ所一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，

雲母－－にぶい橙橙ナデ工具ナデ，ナデ，ミガキ９ｂＣ８３７．２４．３－６１．３＋ａＡＩＳＤ７３５９
○－角閃石－－橙橙工具ナデ，指頭圧痕ナデ９ｃＣ８１６．０－１０．０１６．５＋ｄＡＩＳＤ７３６０
○－長石，角閃石，輝石，

石英－－明橙橙ナデ，工具ナデナデ，指頭圧痕９ｃＣ８１２．６４．８１２．６１２．５ＣＩＳＤ７３６１

－○長石，角閃石，石英，
雲母○－暗黄橙赤橙ナデミガキ，ナデ９ｃＣ８１８．０３．６－１２．０＋ｃＡＩＳＤ７３６２

黒斑－○焼成前長石，角閃石，輝石，
雲母－－橙橙指頭圧痕，ナデ工具ナデ，ハケメ９ｃＣ８１９．８－－２３．６＋ｂＡＩＳＤ７３６３９１
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備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№

透４カ所○○沈線変形Ｍ字突帯角閃石，石英－－黄橙赤橙ナデ，指ナデナデ，ナデ後ハケメ，ミガキ
工具ナデ９ｃＣ８１６．４１３．５１０．０２２．８ＡＩＳＤ７３６４

９１ －－角閃石，輝石－－浅橙明黄橙ナデハケメ，ナデ，指頭圧痕９ｃＣ８－７．２－１７．２＋ＢＩＳＤ８３６５
○－長石，角閃石，輝石－－明橙橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，指頭圧痕９ｃＣ８１０．２２．０１０．２９．２ＣＩＳＤ８３６６
○○一条突帯長石，角閃石，輝石－－暗橙明赤褐ハケメ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，指ナデ，指頭圧痕９ｂＢ８３０．２３．０１９．０４０．８ａＡＩＳＤ９３６７

９２ －－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｃＢ８－８．５－－ＢＩＳＤ９３６８
黒斑○－長石，角閃石－－にぶい橙橙指頭圧痕，ナデナデ後ハケメ，指ナデ９ｃＢ８１２．３－１２．３９．２＋ＣＩＳＤ９３６９

－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９ｃＢ８－７．６－－ＢＩＳＤ９３７０

９３

－－角閃石，輝石，石英－－黄橙黄橙ナデ，工具ナデナデ，ハケメ，工具ナデ９ｃＢ８１３．７７．７１３．７１１．７ＣＩＳＤ９３７１
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデナデ，工具ナデ，ミガキ後ナデ９ｃＢ８２１．０５．６２１．０９．８ＦＩＳＤ９３７２
○－長石，輝石－－橙橙工具ナデハケメ，ナデ９Ｂ８３４．１－３４．１８．４＋ＦＩＳＤ９３７３
－○角閃石，雲母－－にぶい黄橙にぶい黄橙ナデ，指頭圧痕，工具ナデハケメ，ハケメ後ナデ，工具ナデ９ａＡ７２３．２－－２９．３＋ｂＡＩＳＤ１０３７４

黒斑○－長石，角閃石，輝石－－明褐明褐工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕工具ナデ，指頭圧痕９ｃＡ７１４．７－１０．０２３．１ｂＡＩＳＤ１０３７５
丹塗り○○長石，角閃石，輝石，

石英－－明赤橙明橙ナデ，底部に棒状圧痕ナデ９ｂＤ９１２．１３．０８．８１３．８ＥＩＳＤ１３３７６

９４
○－角閃石，輝石－－明橙にぶい橙ナデ後工具ナデ，ミガキ状ナデ

指ナデナデ後ハケメ，ナデ，指ナデ９ｃＣ９１６．４－１６．４１９．４＋ＢＩＳＤ１７３７７
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデケズリ後ナデ，ナデ，工具ナデ９Ｃ９２４．０６．０２４．０２８．３ＢＩＳＤ１７３７８
○－長石，角閃石－－にぶい橙にぶい橙ナデ，指頭圧痕，工具ナデナデ９ｂＣ９８．６－８．４５．２ＣＩＳＤ１９３７９

黒班，頸部に横沈
線○－角閃石－－明黄褐明黄褐ナデ，ケズリ，指頭圧痕ミガキ，頸部に沈線９ｂＣ９１７．２－１０．０１５．０ｄＡＩＳＤ１９３８０

黒斑○○浮 文 ３ ヶ 所
（肩部）

長石，石英，角閃石，
雲母－－明赤褐明黄褐ミガキ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ミガキ９ｂＢ８２４．５５．３１２．６３５．１ａＡＩＳＤ２０３８１

９５

－－長石，角閃石－－明黄褐淡黄ナデ，ケズリ，指頭圧痕ハケメ９ｃＣ９－３．０－－ＡＩＳＤ２１３８２
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，指頭圧痕，指ナデ９Ｃ９－８．７－－ＢＩＳＤ２１３８３
－－長石，角閃石，輝石－－明赤褐明赤褐ナデ，指頭圧痕ミガキ後工具ナデ

ケズリ後工具ナデ９Ｃ１０２７．５４．４－３３．５＋ｂＡＩＳＤ２７３８４
○－長石，角閃石，石英－－明黄橙淡赤橙ナデナデ９Ｃ１０７．８－７．８６．０＋ＣＩＳＤ２７３８５
○－長石，角閃石－－にぶい橙明橙ナデナデ，工具ナデ９Ｃ１０９．３２．０９．３５．３ＣＩＳＤ２７３８６
－－長石，角閃石－－橙黄橙指ナデ，ナデ，指頭圧痕ナデ，ミガキ状ナデ，工具ナデ９Ｃ１０１０．９２．５－１２．５＋ＥＩＳＤ２７３８７
－○帯広突帯格子文長石，角閃石，輝石○－浅黄明赤橙ナデ，ミガキヘラミガキ，ナデ，工具ナデ９Ｂ１０３３．０４．５－４１．０＋ａＡⅣＳＤ２９３８８

９６ －－輝石－－にぶい褐にぶい橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ９ｃＢ１０１６．２２．１－１０．３＋ｄＡⅡＳＤ２９３８９
○－長石，角閃石－－明赤橙明赤橙ミガキミガキ９Ｂ１０２１．０１５．０２１．０１７．５ＧⅣＳＤ２９３９０
－－輝石－－にぶい橙橙指ナデ，ナデミガキ９ｃＢ１０－１２．６－－ＧⅣＳＤ２９３９１
○－－－－明赤橙明赤橙ミガキ，ナデナデ後ミガキ９ｃＢ１０３０．６１４．８１５．０

１６．０１８．１ＧⅣＳＤ２９３９２

９７

○○角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ミガキ，ナデナデ後ミガキ９Ｂ１０１０．０４．３８．５９．１ＧⅣＳＤ２９３９３
３９２の器台に乗る
もの○○角閃石，砂粒－－明赤橙明赤橙ミガキナデ後ミガキ９Ｂ１０１０．５５．５９．１１０．３ＧⅣＳＤ２９３９４

○－長石，角閃石，石英－－明赤橙明赤橙ミガキミガキ９Ｂ１０２４．２－２４．２－ＧⅣＳＤ３０３９５
－－一条刻目突帯

（付帯なし）角閃石，長石－－浅黄橙淡赤橙指頭圧痕，ミガキエ具ナデ，ハケメ９Ｂ１０１６．４４．６－１６．６＋ｃＡＩＳＤ３０３９６
○－長石，角閃石，雲母－－暗橙明赤橙ナデ，指ナデナデ後丁寧なミガキ，ナデ９Ｂ１０１５．０４．７１５．０１９．９ＧⅣＳＤ３０３９７
○－砂粒密，白粒－－灰オリ－ブ緑灰ナデナデ９Ｂ１０１２．６－１２．４４．５ＨⅣＳＤ３０３９８
○○長石，角閃石－－明赤橙明赤橙ミガキ，ナデミガキ９ｃＢ１０９．３３．８８．４１０．３ＧⅣＳＤ３１３９９

９８

黒班－－長石，角閃石－－明黄褐明赤褐指ナデ，ナデナデ，ハケメ９Ｂ１０－－９．２１３．３＋ｂＡⅡＳＤ３２４００
３９４のはそうが乗
る○○角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ナデミガキ９Ｂ１０１４．８１４．８９．７１１．０ＧⅣＳＤ３２４０１

－－長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－赤橙赤橙工具ナデ工具ナデ９Ｂ１０－５．０－－ＡＩＳＤ３４４０２

－－長石，角閃石，輝石○－橙橙ナデ丁寧なハケメ９Ｂ１０－－－－ＡＩＳＤ３４４０３
－○長石，角閃石，輝石－－橙明赤橙ナデ，指ナデミガキ９ａＢ１０－４．８－－ＧⅣＳＤ３４４０４
－－角閃石，輝石－－灰黄褐浅黄橙ハケメミガキ９Ｃ１１１４．７－－－ｂＡⅣＳＤ４２４０５

９９

肩に穿孔４カ所○○肩部に穿孔
頸部に鋸歯門一条帯広突帯長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙工具ナデ，ミガキ工具ナデ，ミガキ９Ｂ１１４４．４６．５２５．２６３．０ａＡⅣＳＤ４４４０６

○○砂粒密，白粒－－浅黄灰オリ－ブナデナデ９Ｂ１１１２．０－９．４１１．８ＨⅣＳＤ４４４０７

○○櫛描波状文角閃石－－浅黄
口縁，オリ
－ブ黄
他，黄橙

底タタキヘラミガキ，ナデ９Ｂ１１１１．６－９．２１０．７ＨⅣＳＤ４４４０８

－－長石，角閃石－－淡赤橙明赤橙工具ナデ，指ナデナデ後工具ナデ，ミガキ９Ｂ１１１１．０４．２－－ＧⅣＳＤ４４４０９
黒斑○－角閃石，輝石，石英－－明黄橙橙指頭圧痕，ナデハケメ，指頭圧痕，ナデ９ｃＤ８１７．２－９．６１９．５＋ｂＡＩＳＤ４７４１０

１００

－－長石，角閃石－－にぶい黄橙にぶい黄橙ナデ，指ナデナデ９Ｄ８－－－－ⅡＳＤ４７４１１
○○底部，焼成前

穿孔一条刻目突帯長石，石英，雲母－－にぶい黄橙明赤褐ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ９ｂＣＤ８２３．４－１１．７３２．３ａＡＩＳＤ４８４１２

○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－にぶい赤橙にぶい黄橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９ｃＣ９１５．８－１０．２２３．３＋ａＡＩＳＤ４９４１３

－○長石，雲母○－橙橙ナデ，指ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９ｂＣ８１８．７２．９－１８．５＋ｃＡＩＳＤ４９４１４
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９Ｃ８２１．１２．４－２６．０＋ｂＡＩＳＤ４９４１５

１０１ ○－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，ハケメ９ｂＣ９１７．６６．４１７．６１８．０ＢⅡＳＤ４９４１６
－－長石，角閃石－－明橙明黄橙ナデ指ナデ，指頭圧痕９ｃＣ８－３．７－－Ｂ・ＣⅡＳＤ４９４１７

黒斑－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕工具ナデ，指ナデ，ナデ９Ｃ９１７．４３．６－２３．５＋ｂＡＩＳＤ５０４１８

１０２
○－一条刻目突帯角閃石，雲母○－明黄褐明赤褐工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，工具ナデ９ｂＣ９１８．３３．０５．５１４．７ｃＡＩＳＤ５０４１９
－－長石－－明黄褐淡橙ナデナデ９ｂＣ９－－－１２．０＋ｄＡＩＳＤ５０４２０
○－角閃石，雲母○－明橙明黄褐ハケメ，ナデハケメ，工具ナデ，ナデ９ｂＣ９２０．３５．８２０．３１７．４＋ＢＩＳＤ５０４２１
－－長石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデ，ハケメ工具ナデ，ナデ９Ｃ８－７．２－－ＢＩＳＤ５０４２２
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備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№
ケズリ痕あり－－長石，角閃石，輝石－－明橙明橙工具ナデ，指ナデナデ，ケズリ，指ナデ９ｂＣ９－４．２－－ＣＩＳＤ５０４２３１０２ ○－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい黄橙ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，指頭圧痕９ｃＣ９９．５１．５９．５５．８ＣⅠＳＤ５０４２４
胴部に突帯を中
心とした刻み痕
あり

○－絵画一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，
石英－－明橙明橙工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，工具ナデ９ｃＣ９３３．９－１６．８４２．０＋ａＡＩＳＤ５４４２５

１０３
－－角閃石－－明黄褐明黄褐指ナデ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，指ナデ９ｂＣ９－－－－ＡＩＳＤ５５４２６
－－長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙工具ナデ指頭圧痕後ハケメ，ナデ９ｂＣ９－－－－ＣＩＳＤ５５４２７
○－一条刻目突帯長石，角閃石，雲母－－にぶい褐橙，黄橙ナデ，工具ナデ後ナデナデ，工具ナデ後ナデ

ハケメ後ナデ９ｂＢ９１９．１３．４１１．３２５．８ａＡＩＳＤ５８４２８

１０４
○－長石，角閃石，石英－－明橙黄橙工具ナデ工具ナデ，ナデ９ｂＣ９３２．８４．４１６．２５５．０＋ａＡⅠ・ⅡＳＤ５９４２９
－－長石，角閃石，石英－－明橙黄橙工具ナデ工具ナデ，ナデ９ｂＣ９－６．１－－Ｂ・ＣⅡＳＤ５９４３０

黒斑，内面黒班○－長石，角閃石－－橙橙ナデナデ，工具ナデ９Ｂ９１５．５－１５．５８．８＋ＤⅡＳＤ５９４３１
○－長石，角閃石，輝石－－黄橙橙ナデナデ９ｃＢ９２７．７－２７．７－ＢＩ・ⅡＳＤ６１４３２
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙橙ナデナデ，指ナデ９ｃＢ９－６．８－－ＤⅡＳＤ６１４３３
○－長石，角閃石，輝石－－黄橙明橙ナデ，ハケメナデ，ハケメ９ｃＢ９１４．２６．６１４．２１７．９ＢⅡＳＤ６３４３４

１０５

○－角閃石，輝石，赤色粒
子－－橙橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ，指ナデ９Ｂ９１０．８８．２１０．７１０．８ＣＳＤ６３４３５

○－長石，角閃石－－淡褐明橙ナデ，指頭圧痕，工具ナデ，指ナデ工具ナデ，ハケメ９Ｃ１０１０．３－８．５１２．６ＡⅡ・ⅢＳＤ６６４３６
○－長石，角閃石，輝石，

石英－－赤褐赤褐ナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ９Ｃ１０１５．０５．２１０．８２３．８ｃＡＩＳＤ６７４３７

－－長石，角閃石，輝石，
石英－－明橙にぶい赤褐ナデ，工具ナデナデ，ハケメ，指ナデ９Ｃ１０１６．０４．０－１２．３＋ＡＩＳＤ６７４３８

○○長石，角閃石－－明黄褐明赤橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ，指頭圧痕９ｂＤ８３０．４－１４．２４１．９ａＡＩＡ４３９

１０６ 黒斑－－長石，石英－－明赤褐明赤褐ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，ケズリ状工具ナデ９ｃＢ８１７．５２．４－１９．０＋ｂＡＩＡ４４０
－○二条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明橙明黄褐指ナデ，工具ナデハケメ，ナデ，ナデ後ハケメ９ｂＤ７２２．２－－２３．２＋ａＡＩＡ４４１
－○絵画一条刻目突帯長石，角閃石－－明橙明橙ナデ（剥離激しい）ナデ，ナデ後ミガキ，工具ナデ９ｂＤ８２１．２－－２９．４＋ａＡＩＡ４４２

黒班－○長石，角閃石－－にぶい褐明赤橙工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ，指ナデ９ｂＤ８２０．１－－２８．４＋ｂＡⅠＡ４４３

１０７

胴部に黒班２カ
所－○一条刻目突帯長石，角閃石－－明橙淡黄橙工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕９ａＤ８２５．６－－３７．６＋ｃＡＩＡ４４４

－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，指ナデナデ９ｂＤ８２１．５２．８－２２．５＋ｂＡＩＡ４４５
○－長石，角閃石－－橙橙ナデナデ，指頭圧痕９ｂＤ８９．５４．８５．０１２．０ｂＡＩＡ４４６

黒斑－－長石，角閃石，石英－－黄褐黄橙ナデナデ後ミガキ，ナデ９ｃＤ８－１１．０－－Ｃ・ＤＩＡ４４７
○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ナデ，指ナデ，ミガキ状ナデ，ハケメハケメ，ナデ９ｃＤ８２６．３１２．６２６．３２０．９ＣＩＡ４４８

瀬戸内系○－角閃石，砂粒－－明黄褐明黄褐ナデナデ９ｂＤ７４５．０１４．５４５．０８．５ＦＩＡ４４９

１０８
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデナデ，工具ナデ９ｃＢ８１８．５１．４１１．１２３．２ｂＡＩＢ４５０

黒斑－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，指ナデ，ハケメ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｃＢ８１９．８２．４－－ｂＡＩＢ４５１
手捏土器のよう○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデナデ，指頭圧痕９ｃＢ８１２．４８．８１２．４８．８ＣＩＢ４５２

○○長石，輝石○－橙橙ハケメ，ナデハケメ，ナデ９Ｂ８１８．６１１．０１８．６１５．０ＤⅠＢ４５３
黒班○－底部に植物痕

らしきもの長石，角閃石，輝石－－明黄褐明赤橙ハケメ，丁寧なナデハケメ，ナデ９ｃＢ８２０．８４．８１２．０３０．４ｂＡＩＣ４５４

１０９ ○－線刻長石，角閃石，輝石－－赤橙にぶい赤褐ナデハケメ，ナデ９Ｂ８－－２２．５－ＡＩＣ４５５
蓋として転用の
可能性あり－－長石，角閃石，輝石－－明赤褐橙ナデハケメ９ｃＢ８－４．７－－ＡＩＣ４５６
白色粉付着－－長石－－橙にぶい橙内面剥離ナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｃＢ８－－－－ＡＩＣ４５７

○○一条突帯長石，角閃石，輝石－－暗黄橙にぶい黄橙丁寧なハケメ，ナデ丁寧なハケメ，ナデ９ｃＢ８３９．２５．０２３．０６８．９ａＡⅠ・ⅡＤ４５８

１１０

丹あり○－線刻あり一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ハケメ，工具ナデ，指ナデハケメ，ミガキ，工具ナデ，指ナデ
指頭圧痕９ｃＢ８３６．７２．６１６．８６４．５ａＡⅠ・ⅡＤ４５９

－－一条Ｍ字状突帯長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－にぶい橙にぶい橙ハケメ，ナデハケメ後ナデ９Ｂ８３９．３５．０－－ａＡⅠ・ⅡＤ４６０

－－長石，角閃石，輝石－－明橙明橙工具ナデ工具ナデ９ｃＢ９－８．０－－ＡⅠ・ⅡＤ４６１
黒斑，肩部に線
刻らしきものあ
り

－○絵画（底部，
肩部）一条突帯長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，工具ナデ，指ナデ，ハケメ

指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｂＢ８２８．０１．９－３２．３＋ａＡⅠ・ⅡＤ４６２

黒斑○－雲母－－赤褐明赤褐工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，工具ナデ，ナデ，指ナデ
指頭圧痕９ｃＢ８２０．７５．０１２．３３０．３ｂＡⅠ・ⅡＤ４６３

１１１

○○Ｍ字状突帯長石，石英，輝石－－明褐橙ナデナデ９ｂＢ８２２．６－１６．５３６．２ａＡⅠ・ⅡＤ４６４
－○長石，石英，雲母－－黄橙黄橙工具ナデ，指頭圧痕ハケメ９ｂＢ８２３．７－－２５．４＋ｂＡⅠ・ⅡＤ４６５

黒斑－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデハケメ，ミガキ後ナデ９ｂＢ８１７．９－－６．７＋ｂＡⅠ・ⅡＤ４６６
部分的に丹あり－－角閃石，輝石，長石－－橙橙ナデ工具ナデ９Ｂ９－９．７－－Ｂ・ＣⅠ・ⅡＤ４６７

－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ９ａＢ８－８．０－－Ｂ・ＣⅠ・ⅡＤ４６８
－－角閃石，輝石－－橙黄橙指頭圧痕，ナデ，工具ナデ指ナデ，ナデ９Ｂ８－６．２－－Ｂ・ＣⅠ・ⅡＤ４６９
－－角閃石，石英－－明橙明赤橙工具ナデ，ナデ工具ナデ，ナデ９ｂＢ８１４．０５．４－１６．５＋ＢⅠ・ⅡＤ４７０
－－長石，角閃石，石英，

雲母－－淡橙明黄褐ナデ工具ナデ，指頭圧痕９ｂＢ８－６．３－１２．２＋ＢⅠ・ⅡＤ４７１
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ハケメ，ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，工具ナデ，指頭圧痕９Ｂ８２１．０－２１．０２０．０＋ＢⅠ・ⅡＤ４７２

１１２
－－長石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９Ｂ８－－－７．８＋ＣⅠ・ⅡＤ４７３
○－角閃石－－黄橙暗黄橙ナデ，ハケメナデ，工具ナデ９ｃＢ８－－１０．５７．５＋ＣⅠ・ⅡＤ４７４

透あり－○長石，輝石－－橙橙指ナデ，ハケメミガキ後ハケメ９Ｂ８－１１．１－－ＤⅠ・ⅡＤ４７５
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９ｂＢ８－１．８－８．４＋ＣⅠ・ⅡＤ４７６
○○一条突帯長石，角閃石－－明橙明黄橙ナデ，工具ナデ，ハケメ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，工具ナデ９ａＢ７４３．０８．０２６．８７８．４ａＡⅠ・ⅡＥ４７７

１１３
丹塗痕あり○○頸部，

胴部一条突帯長石，角閃石－－明黄橙淡明黄橙ナデ，指ナデ，ハケメ，工具ナデ
指頭圧痕ハケメ，工具ナデ９ａＢ７４２．５２．３２４．６６８．０ａＡⅠ・ⅡＥ４７８

－－石英，砂粒－－黄橙橙ハケメナデ後ハケメ９ｃＢ７－４．３－－ＡⅠ・ⅡＥ４７９
突帯→Ｍ字突帯
のち刻目施す－○一条刻目Ｍ字突

帯角閃石，輝石，長石－－明黄橙明黄橙指頭圧痕，ミガキ，ナデ，工具ナデ
ハケメ，指ナデナデ，工具ナデ，ハケメ９ａＢ７４４．０７．８２５．０７０．６＋ａＡⅠ・ⅡＥ４８０

○○長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ハケメ，ヘラナデ，工具ナデ，指ナデ
指頭圧痕ハケメ，工具ナデ，指頭圧痕９Ｂ７３５．７－１６．６５３．３ｂＡⅠ・ⅡＥ４８１１１４



－
１８１
－

�������	
��

備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№
－○二条刻目突帯長石，角閃石－－浅黄橙橙，明黄褐工具ナデ，指ナデ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，ハケメ後ナデ９ｂＢ７１６．３２．３－２３．５＋ｃＡⅠ・ⅡＥ４８２

１１４

－○長石，角閃石，輝石，
石英－－にぶい橙にぶい橙ハケメ，ナデハケメ，ナデ９ｂＢ７－－－１３．０＋ｂＡⅠ・ⅡＥ４８３

布目圧痕○－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９Ｂ７２６．０９．９２７．６３３．０ＢⅠ・ⅡＥ４８４
○－長石，角閃石－－明橙明橙ナデハケメ後ナデ９Ｂ１０８．７３．４８．４７．５ＣⅠ・ⅡＥ４８５
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９Ｂ７－１０．０－－ＢⅠ・ⅡＥ４８６

透は５ケ所（正
五角形状）○－角閃石，輝石－－明橙明橙ナデナデ，ハケメ９ｂＢ７１６．８－１６．８１１．０＋ＤⅠ・ⅡＥ４８７

透４カ所－－長石，角閃石，輝石，
石英－－にぶい橙明橙ヘラミガキナデ９ｃＢ７－－－－ＤⅠ・ⅡＥ４８８

内部水溜り？痕○○口唇部に刻目
２ヶ所一条刻目突帯長石，輝石－－橙橙，黄橙ハケメ，ナデ，指ナデ，工具ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９ｂＡ９５９．０５．８４９．９９０．３ａＡⅠＦ４８９

１１５

○－角閃石－－にぶい橙にぶい橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ９ｃＡ９－－１４．０－ＡⅠＦ４９０
－－一条刻目突帯長石，角閃石，石英，

雲母－－にぶい黄橙橙ハケメ，ナデ，指ナデハケメ，工具ナデ，ナデ９ａＡ８２２．２５．１－３４．０＋ａＡⅠＦ４９１
－　－角閃石，長石－－淡明橙明黄褐ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｃＡ９１８．０３．７－２１．６＋ｂＡⅠＦ４９２
－－長石，角閃石，石英－－明橙明橙指ナデ，工具ナデ　荒いナデ，ミガキ９ｃＡ８１６．４－－２１．５＋ｂＡⅠＦ４９３

不安定平底。手
捏土器のよう○２カ所長石，角閃石，輝石－－明黄橙赤褐ナデ，指ナデ工具ナデ，ナデ９ｃＡ９１３．０３．０８．８１９．０ｂＡⅠＦ４９４

○－一条突帯長石，角閃石，雲母，
石英－－明赤褐明赤褐ハケメ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ａＡ８４８．０５．０２３．８７３．０ａＡＩＦ４９５

１１６
○２カ所一条突帯長石，角閃石，輝石－－明黄橙橙ハケメ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ａＡ８３８．０２．５１９．５６６．３ａＡⅡＦ４９６
○－一条刻目突帯長石，角閃石，雲母－－にぶい褐にぶい橙工具ナデ，ナデハケメ，工具ナデ，ナデ９ａＡ８１８．７２．９１３．０２５．４ａＡＩＦ４９７
○－長石，角閃石，輝石－－にぶい赤橙にぶい赤橙ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９Ｂ１１１０．２３．０８．８１２．２ｂＡⅠＦ４９８
○－長石，角閃石，石英－－にぶい橙明橙ナデ，工具ナデ，ヘラナデハケメ，ナデ９ｃＡ８１０．３－６．４１３．９ｂＡⅠＦ４９９

丹塗り痕○○一条Ｍ字突帯長石，角閃石，石英－－明黄褐にぶい橙工具ナデ，ハケメ，指頭圧痕ナデ，ハケメ後ミガキ９ｃＡ９４１．５６．３４５．０６９．９ａＡⅡＦ５００
黒斑○○一条突帯長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ハケメ，ナデハケメ９Ａ８４４．１６．０２４．４７２．０ａＡⅠＦ５０１

１１７ 黒斑－－二条刻目突帯長石，角閃石－－にぶい黄橙暗赤褐ナデ、指頭圧痕ハケメ，ミガキ，ナデ，工具ナデ９Ａ９－３．５－１７．８＋ｃＡⅠＦ５０２
－－角閃石，石英－－赤橙淡黄橙指頭圧痕，ナデ工具ナデ，指ナデ９ｃＢ９１４．４－－１５．３＋ｂＡⅠＦ５０３
○－浮文剥落痕？二条刻目突帯角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ａＡ８２９．２－１２．９－ａＡⅠＦ５０４

丹塗痕あり－２カ所一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，
石英，雲母－－明橙にぶい橙指ナデ，工具ナデナデ後ミガキ，ナデ９ａＡ８３９．０－－４４．０＋ａＡＩＦ５０５１１８

○○角閃石，輝石－－橙橙指頭圧痕，工具ナデ，ハケメハケメ，工具ナデ９ｃＡ８１５．７－１２．９２３．０ｃＡⅠＦ５０６

１１９
底に円盤状突起
物－－長石，角閃石，輝石－－明黄褐明黄橙工具ナデ，ナデ，指ナデ，指頭圧痕丁寧なナデ後指ナデ，工具ナデ９ａＡ８１７．６０．７－１２．０＋ＡⅠＦ５０７

－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ９ａＢ７－－－－ｂＡⅠＦ５０８
－－長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙工具ナデ，ミガキ，指ナデミガキ状ナデ，ナデ９ｃＢ７－３．０－－ｂＡⅠＦ５０９

免田式土器，黒
班○○重弧文角閃石，石英－－明橙明赤橙ナデ，指ナデ，板ナデミガキ，ナデ，ハケメ，板ナデ９ｃＡ８１５．６－８．３２４．２ｃＡⅠＦ５１０

１２０
黒班○－長石，角閃石－－明黄褐明褐ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，ハケメ後ナデ９ｃＡ７２１．２－１２．６３２．０ｃＡⅠＦ５１１

○○Ｍ字状突帯長石，角閃石，雲母－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ，ハケメ，ハケメ後ミガキ９ａＡ８２１．２３．０１１．５２６．２ｃＡⅠＦ５１２
○－長石，角閃石－－明褐明褐ナデ，指ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ，ケズリ，指頭圧痕９ｃＡ９１５．７－９．７２３．９ｄＡⅠＦ５１３
○○二条三角突帯角閃石，輝石，雲母－－にぶい褐にぶい褐ナデ，指ナデ，ハケメナデ，ハケメ後ナデ，ハケメ，ミガキ９ｃＡ９１９．５３．８１１．２２２．４ｃＡⅠＦ５１４
－－一条突帯長石，角閃石－－暗赤橙赤褐ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｂＡ８２８．３２．０－３５．４＋ａＡⅠＦ５１５

１２１
－－一条刻目突帯雲母，長石○－赤橙赤橙ハケメ，指ナデハケメ，ナデ，ケズリ状ナデ９ｃＡ９２７．５４．０－２６．５＋ａＡⅠＦ５１６
○－長石，角閃石，輝石－－明橙明橙工具ナデハケメ，工具ナデ９ａＡ８２０．１８．２２０．１２１．６ＢⅡＦ５１７
○－長石，角閃石，石英－－にぶい橙明橙ナデ，ハケメナデ後ハケメ，ナデ９ｃＡ８２０．８８．２２０．８１９．７ＢⅡＦ５１８
○－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい赤褐ハケメ，工具ナデ，ナデハケメ，指ナデ９ｂＡ８１６．２６．８１６．２１６．８ＢⅡＦ５１９
○－長石，角閃石，石英－－明黄橙明黄橙工具ナデ，指ナデハケメ，工具ナデ，ケズリ９ｃＡ８２３．８－２３．８２５．０＋ＢⅡＦ５２０

１２２

○－長石，角閃石，輝石－－橙赤橙ハケメ，ナデ，工具ナデハケメ，ナデ，工具ナデ９ｃＡ９２４．０－２４．０－ＢⅡＦ５２１
内面底部に黒班○－長石，角閃石，輝石，

石英－－明橙明橙ナデナデ，ハケメ，指頭圧痕９ｃＢ７１４．５－１４．５１４．４＋ＢⅡＦ５２２
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい褐黄橙ナデ，指ナデ，工具ナデナデ，指ナデ，工具ナデ９ｂＡ９－９．０－－ＢⅡＦ５２３

黒班○－長石，角閃石，輝石，
石英－－橙明黄褐ハケメ，工具ナデ工具ナデ，ナデ９ｂＡ８１９．２－１９．２２０．７＋ＢⅡＦ５２４

－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ９Ａ９－７．８－１１．８＋ＢⅡＦ５２５
○－長石，角閃石，輝石，

石英－－黄橙赤橙工具ナデ指ナデ，ナデ９ｃＡ９１２．３６．０１２．３１０．５ＣⅠ・ⅡＦ５２６
○－角閃石，輝石－－黄褐黄褐ハケメ，工具ナデハケメ，指頭圧痕９ｃＡ８９．９３．８９．９８．０ＣⅠ・ⅡＦ５２７
○－長石，角閃石－－淡赤橙淡赤橙ナデ，工具ナデナデ，指ナデ９ｂＢ８１０．５５．３１０．５９．１ＣⅠ・ⅡＦ５２８

ミニチュア土器○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ａＡ８８．０３．６８．０７．８ＣⅠ・ⅡＦ５２９
透１，１０カ所－－長石，石英，雲母－－にぶい褐橙ミガキ，ナデナデ，ミガキ，ハケメ，指頭圧痕９ｂＡ８３０．５－３０．５１４．１ＤＩＦ５３０

１２３

透２カ所－○角閃石，石英－－明赤橙明赤橙ナデ，ハケメ工具ナデ，ハケメ９ｃＢ８－－－－ＤⅡ・ⅢＦ５３１
透４カ所－－輝石－－橙橙ナデハケメ，ナデ９ａＡ８－１４．０－７．０＋ＤⅡ・ⅢＦ５３２
透４カ所○－線刻角閃石，輝石－－橙にぶい橙ハケメ，ナデ，工具ナデハケメ，ナデ９Ａ８１６．４１２．７１６．４１４．９ＤⅡ・ⅢＦ５３３
透４カ所－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ工具ナデ９Ｂ８－１１．０－－ＤⅡ・ⅢＦ５３４
透４カ所○－長石，角閃石，雲母－－黄橙黄褐ナデ，ハケメナデ，ハケメ，ミガキ９ｃＡ８１９．０－１９．０１４．４＋ＤⅡ・ⅢＦ５３５

○－長石，角閃石，輝石－－明橙明赤橙ナデナデ，ハケメ９Ａ９１８．０－１８．０７．９＋ＤⅡ・ⅢＦ５３６
透○－角閃石，長石－－橙橙ナデ，指頭圧痕ハケメ，工具ナデ，ナデ，指ナデ

ミガキ９ｂＡ８１３．８１２．２１３．８１６．０ＤⅡ・ⅢＦ５３７
高坏転用か？○－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，丁寧な工具ナデナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕９ｃＡ８３２．６－３２．６－ＦⅠＦ５３８

－－長石，角閃石，輝石－－赤橙明赤橙指ナデハケメ，工具ナデ９ａＡ８－－－－ＦⅠＦ５３９
ベンガラ頸部に
残○－一条突帯長石，角閃石，輝石○－淡黄橙黄橙ハケメ，工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，工具ナデ，指ナデ９ｂＢ１０４８．３９．４２５．４７２．５ａＡＩＧ５４０１２４
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備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№
丹塗痕あり－○浮文角閃石，赤色粒子－－にぶい橙にぶい橙ナデ，指頭圧痕ハケメ，ミガキ状ナデ９ｂＢ９２０．７２．４－２７．４＋ｂＡＩＧ５４１

１２４ －－角閃石，石英－－黄橙黄橙板ナデ，ナデハケメ，ナデ，指ナデ９Ｃ１１－８．４－２０．０＋ＢＩＧ５４２
黒斑○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙浅黄橙指ナデ，工具ナデ，指頭圧痕，ハケメ

ケズリ
指ナデ，工具ナデ，ハケメ状ナデ
ミガキ，指頭圧痕９ｃＣ９４４．０７．０２２．７７０．０ａＡⅡＧ５４３

○○長石，角閃石，輝石，
雲母－－橙にぶい橙ケズリ後ナデ，ハケメ状ナデ

指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｂＤ９５０．５９．８－６９．５ａＡＩＨ５４４

１２５
○－胴・二条刻目

突帯
頸・一条刻目突
帯長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙指ナデ，工具ナデ工具ナデ９ｂＤ９３７．０５．５１４．０４９．５ａＡⅢＨ５４５

○○四条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９ａＤ９３８．３２．１１６．２４７．７ａＡⅢＨ５４６
黒斑○－浮文（大，小）一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙赤橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，ミガキ９Ｄ９４６．９－２２．０６２．５ａＡＩＨ５４７
黒斑○－二重口縁長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい赤橙ナデナデ，指頭圧痕９Ｄ９３７．５７．５２１．０４９．６ｂＡⅡＨ５４８

○○帯広突帯格子文長石，角閃石，石英，
雲母－－赤褐赤褐ミガキ，ナデミガキ，ナデ９ｂＤ９４３．０７．０１８．９５３．９ａＡⅣＨ５４９

１２６

○－長石，角閃石，輝石－－明橙明黄橙指頭圧痕，指ナデ，工具ナデ指ナデ，ナデ，ハケメ９Ｄ１０１５．０４．０１５．０１３．３Ｂ・ＣＩＨ５５０
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい黄橙ハケメ，ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｃＤ９－８．０－１０．５＋Ｂ・ＣＩＨ５５１
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデナデ，ハケメ９Ｄ９－－－－Ｂ・ＣＩＨ５５２
○－長石，角閃石－－明黄橙明黄橙指頭圧痕，工具ナデ，ナデ，ミガキナデ，工具ナデ，指頭圧痕９Ｄ１０１２．５７．９１２．５９．３ＧＩＨ５５３
○○長石，角閃石，石英－－明赤褐浅黄橙，明

赤褐ナデ工具ナデ，指ナデ表採Ｄ９１０．０－９．７１０．０ＥⅣＨ５５４
○－長石，角閃石，輝石－－赤橙にぶい赤橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ撹乱Ｄ９８．０１．５６．３８．２ＥⅣＨ５５５
○○一条突帯長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙ナデ，指頭圧痕，ハケメナデ，工具ナデ，指ナデ９ｂＣ９３４．９６．０２１．６５２．３ａＡＩＩ５５６

１２７

底部に棒圧痕の
ようなものあり－－長石，角閃石，輝石－－明橙明橙工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，工具ナデ，指頭圧痕９ｃＣ１０－７．６－－ＡＩＩ５５７

○○二条刻目突帯長石，角閃石－－明赤褐明赤褐ヘラケズリ，ナデ板ナデ，ナデ９ｂＣ１０５９．０７．０１７．７５０．５ａＡⅡ・ⅢＩ５５８
○－口唇，波状沈線長石，角閃石，輝石－－明橙明橙エ具ナデ，指ナデエ具ナデ，ナデ，指ナデ９ｃＣ１０－－１９．６２４．７＋ａＡＩＩ５５９

突帯刻みは布目
状痕有，黒斑－○帯広突帯格子文角閃石，石英，雲母－－橙明黄橙エ具ナデナデ，ミガキ，ヘラミガキ後ミガキ９Ｃ１０３８．０１０．８－４７．０＋ａＡⅢ・ⅣＩ５６０

－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデナデ，工具ナデ９ｂＣ１０－－－－ＡⅠＩ５６１
○－長石，角閃石，石英，

雲母－－にぶい黄褐赤橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ｂＣ１０３４．８－１６．３３８．５ｂＡＩＩ５６２

１２８
－－長石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ９Ｄ１０－２．１－－ＡⅠＩ５６３
－－長石，角閃石－－橙黄橙ナデ指ナデ，ナデ９Ｃ１０－６．３－－Ｂ・ＣⅠＩ５６４

黒班○－長石，角閃石－－明橙，黄褐明橙指頭圧痕，ナデ，工具ナデナデ及指ナデ後ハケメ９Ｃ１０８．７３．５８．７７．４ＣⅠＩ５６５
丹塗り痕○－角閃石－－にぶい橙橙ミガキ，ナデミガキ９ｃＣ１０－－９．６６．０＋Ｅ・ＧⅢ・ⅣＩ５６６

－－角閃石，輝石－－明橙淡橙ナデナデ９ｂＣ９８．１５．０－６．０＋ＥⅢ・ⅣＩ５６７

○－
口緑部中央及
び頸部にも突
帯

帯広突帯格子文長石，角閃石，輝石－－暗赤褐明黄褐ナデ工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕９ｂＣ１０３８．８５．６１８．４５３．７ａＡⅣＪ５６８

１２９
○－貼付突帯頸・一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明赤橙にぶい橙ミガキヘラミガキ９ａＢ１０４０．９－２０．５５４．５＋ａＡⅣＪ５６９
○○長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙ナデ，工具ナデ工具ナデ９ｂＣ１０３０．２３．３１５．２３４．１ｂＡⅣＪ５７０
○○長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙工具ナデ，指ナデ工具ナデ，ケズリ，指ナデ，ナデ９ｃＢ１０３０．１４．０１３．８３９．９ｂＡⅣＪ５７１
○○底部にヘラ記

号頸・一条突帯長石，角閃石－－明黄褐明赤褐ヘラミガキ，ナデナデ，ヘラミガキ９Ｃ１０３１．２４．３１５．２４３．３ａＡⅣＪ５７２
－２ヶ所長石，角閃石，輝石－－赤橙明赤橙ナデ，指頭圧痕ナデ９ｂＣ１０４１．３１．７－４６．３＋ｂＡⅣＪ５７３
－－長石，角閃石，輝石－－赤褐淡橙工具ナデ，ナデ工具ナデ，ナデ９ａＣ９２８．０－－２５．６＋ｂＡⅣＪ５７４

１３０ 黒班○－長石，角閃石，石英－明橙明赤橙ナデ，ハケメ，指ナデ，指頭圧痕ナデ９ａＢ１０１５．６２．０１０．３２３．５ｃＡⅣＪ５７５
○－長石，角閃石－－明黄褐明黄褐ナデハケメ，ナデ，ハケメ後ナデ９Ｂ１０１１．７１．８７．４１４．９ｂＡⅣＪ５７６
○－角閃石－－明黄橙明黄橙ハケメ，工具ナデハケメ，工具ナデ，指ナデ９Ｂ１０１９．９８．６１９．９２５．６ＢⅣＪ５７７
○－長石，角閃石－－淡灰赤明赤橙ナデ，ミガキナデ９Ｂ１０１７．３１２．２１７．３１３．１ＧⅣＪ５７８

１３１

丹塗り痕－－長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－赤橙赤橙ナデ工具ナデ，ナデ撹乱Ｃ１０－１３．８－９．０＋ＧⅣＪ５７９

－－長石，角閃石，輝石－－浅赤橙明赤橙工具ナデ，ナデナデ，ケズリ９Ｂ１０－１１．６－７．４ＧⅣＪ５８０
－－長石，角閃石－－にぶい黄褐明黄褐ナデナデ９Ｂ１０－１４．２－８．４＋ＤⅣＪ５８１

脚内部に縄目状
の圧痕有－－長石，角閃石，砂粒－－橙明赤橙指ナデ，ナデナデ後ミガキ，丁寧なナデ９ｂＣ１０－１４．３－－ＧⅣＪ５８２
丹塗痕あり－２カ所長石，輝石－－にぶい橙橙ナデナデ，ミガキ９Ｂ１０－６．８－－ＧⅣＪ５８３

○－角閃石，輝石－－淡黄橙明赤橙ナデ後ミガキ，指頭圧痕，指ナデ
ナデナデ後ミガキ９Ｃ１０１５．３５．３１２．８１７．０ＧⅣＪ５８４

○○長石，角閃石－－明赤橙明赤橙ミガキミガキ，ナデ９Ｂ１０１３．１６．５１１．３１３．６ＧⅣＪ５８５
丹塗り○－長石－－赤橙赤ミガキミガキ９Ｂ１０－－１３．２６．９＋ＧⅣＪ５８６

－－角閃石，砂粒－－黄橙明赤橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ後ミガキ９Ｃ１０１３．０６．６－９．９＋ＧⅣＪ５８７
部分的に丹○－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ９ｃＢ１０７．６３．８７．３８．５ＧⅣＪ５８８

○－長石，角閃石－－明橙明橙ナデ，ミガキナデ後ミガキ９Ｃ１０－－７．３－ＧⅣＪ５８９
○○櫛描状波状文角閃石，砂粒－－緑灰緑灰ナデナデ９Ｂ１０１２．５－１０．０１１．９ＨⅣＪ５９０
○○帯広突帯格子

文頸・一条刻目突帯角閃石，石英，輝石－－明赤褐明橙ミガキ後ナデミガキ，ナデ９Ｂ１０４２．５７．０２１．３５９．５ａＡⅣＫ５９１

１３３

－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい黄橙－ハケメ，工具ナデ，ナデ９Ｂ１０－４．５－－ＡⅣＫ５９２
部分的に丹－○胴・帯広突帯

格子文頸・一条刻目突帯角閃石，石英，輝石，
長石－－明赤褐赤橙工具ナデミガキ状ナデ，工具ナデ９Ｂ１０３６．０－－４５．５＋ａＡⅣＫ５９３

○－胴・帯広突帯
格子文頸・一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－赤橙橙ミガキミガキ９ｂＢ１０４５．０－２３．０－ａＡⅣＫ５９４

丹塗痕あり－－帯広貼付突帯長石，角閃石，雲母，
輝石－－明橙明黄褐ナデ，指ナデ，指頭圧痕丁寧な工具ナデ９ａＢ１０３７．５－－－ａＡⅣＫ５９５

○－長石，角閃石，輝石，
石英－－明褐明赤橙ミガキ後ナデ，指ナデ，工具ナデミガキ後ナデ，指ナデ，工具ナデ

ケズリ状ナデ９Ｂ１１２０．４３．０１２．４３２．１ｂＡⅣＫ５９６

１３４ ○－長石，角閃石－－明橙明黄褐ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケ状ミガキ９Ｂ１０１３．８－９．０－ｂＡⅣＫ５９７
－－底部ヘラ記号

「×」長石，角閃石，輝石－－明黄褐明赤橙指ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，ミガキ９Ｂ１０２０．２４．８－２５．２＋ｂＡⅣＫ５９８
黒班－－長石，角閃石，輝石－－明橙黄橙工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９Ｂ１０１３．４２．８－－ＡⅣＫ５９９
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備考口縁
有無

穿孔
有無

文様胎土色調調整
層出土区

大きさ（㎝）時期分類掲載掲載挿図
その他突帯その他金運母

有無
ベンガ
ラ有無内面外面内面外面最大径底径口径器高器種

（小）
器種
（大）時期ブロ

ック№№
黒斑－－長石，輝石－－にぶい黄橙黄橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ミガキ，ナデ，丁寧な工具ナデ９ｂＢ１０１５．５－－１１．０＋ｄＡⅣＫ６００

１３４
台付ツボ－－角閃石，輝石－－にぶい橙橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９Ｂ９１１．０９．７１０．９１５．０ＣⅣＫ６０１

○－角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ，指ナデ９Ｂ９１０．７８．２１０．７１０．８ＣⅣＫ６０２
－－長石，角閃石－－橙淡橙工具ナデ，ナデナデ，指ナデ９Ｂ１０－５．３－－ＣⅣＫ６０３

手捏土器のよう－－長石，角閃石－－明橙褐暗橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指頭圧痕９Ｂ１０８．９３．０８．３７．９ＣⅣＫ６０４
透４カ所－－角閃石，輝石－－黒赤褐ナデ脚部ミガキ，ナデ９Ｂ１０１５．９１３．２１５．９１４．５ＤⅣＫ６０５

１３５

坏部内面にミガ
キ－－長石，角閃石，輝石－－明黄褐明黄橙工具ナデナデ９Ｂ１０－１０．５－－ＤⅣＫ６０６

－－長石，雲母，角閃石○－明赤橙明赤橙ナデミガキ９Ｂ１０－１０．５－－ＤⅣＫ６０７
○－長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ミガキミガキ９Ｂ１０１６．３１１．６１６．３１３．２ＧⅣＫ６０８
○－長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ミガキミガキ，ナデ９Ｂ１０２１．８１５．３２１．８１５．０ＧⅣＫ６０９
－－長石，角閃石，輝石○－明赤橙明赤橙ナデハケメ，ナデ９Ｂ１０－１５．０－－ＧⅣＫ６１０
－－ベンガラ螺施

状文様角閃石，輝石，石英－○明赤橙明赤橙指ナデナデ，ミガキ９Ｂ１０－９．６－－ＧⅣＫ６１１
○○長石，角閃石－－浅橙明赤橙ミガキ，ナデ，工具ナデミガキ，ナデ９Ｂ１０１３．４６．８１１．８１４．４ＧⅣＫ６１２
○－角閃石，輝石－－赤橙赤ミガキ，丁寧なナデ，工具ナデ

指ナデミガキ９Ｂ１０・１１１９．０９．０１６．８２５．２ＧⅣＫ６１３

○－長石，角閃石，輝石－－明橙明橙丁寧なナデ，ヘラミガキ，指頭圧痕ヘラナデ，ヘラミガキ
底部丁寧なナデ９Ｂ１０１６．０５．０１３．０１７．０ＧⅣＫ６１４

○－長石，角閃石，輝石－－明赤橙赤橙ミガキミガキ９Ｂ１０－－１０．２－ＧⅣＫ６１５
－○角閃石，石英－－明赤橙明赤橙ナデミガキ９Ｂ１０８．０３．０－－ＧⅣＫ６１６
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙赤ナデ，ハケメ，指頭圧痕工具ナデ９Ｂ１１－－－－ＥⅣＫ６１７

１３６

－○長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙指頭圧痕，工具ナデナデ，ケズリ状ナデ，ケズリ９Ｂ１０－６．５－１０．５＋ＥⅣＫ６１８
－－長石，角閃石，輝石－－黄橙黄橙指ナデ，ナデ工具ナデ，指ナデ，ナデ９Ｂ１０１２．４４．０－９．８＋ＥⅣＫ６１９
○－底部ヘラ記号

「×」長石，角閃石－－浅黄橙浅黄橙ナデナデ９Ｂ１０７．６３．６６．５７．８ＥⅣＫ６２０
－○長石，角閃石－－明黄褐明黄褐－ナデ９Ｂ１０８．０３．６－５．４＋ＥⅣＫ６２１

内面に丹－－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙赤橙指頭圧痕ナデ９ｂＢ１０８．７３．８－６．６＋ＥⅣＫ６２２
脚部・透３カ所－－砂粒密－－灰白オリ－ブ灰ヘラケズリ，ナデヘラケズリ，ナデ９Ｂ１０１３．６９．６１１．３１０．２ＨⅣＫ６２３
口縁～底部に丹
塗痕あり，黒斑○○一条突帯長石，角閃石，輝石－－明黄橙明黄橙工具ナデ，指頭圧痕ミガキ，工具ナデ，丁寧な工具ナデ９Ｃ１１４３．６１．５１８．４７６．４ａＡⅠ・ⅡＬ６２４

１３７

－－頸部，櫛形波
状文長石，角閃石，石英－－明橙明橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕，ハケメミガキ，ナデ　　９Ｂ１０２０．０－－２４．０＋ａＡⅠ・ⅡＬ６２５

内面黒斑○－長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙ハケメ，工具ナデハケメ，工具ナデ９Ａ１０－－２１．６－ＧⅠ・ⅡＬ６２６
－－長石，角閃石，輝石－－明赤橙浅明赤橙工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９Ｂ１０－３．８－２０．８＋ｂＡⅠ・ⅡＬ６２７
－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデ丁寧な工具ナデ，工具ナデ，ナデ９Ｂ１１－９．２－６．５＋Ｂ・ＣⅠ・ⅡＬ６２８
－－長石，角閃石－－黒褐明橙ナデ後ミガキ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ９Ｂ１０－－－－Ｂ・ＣⅠ・ⅡＬ６２９
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９Ｂ１０１６．７５．８－１６．７＋ＢＩＬ６３０
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデ丁寧な工具ナデ，ナデ９Ｂ１０２３．２－２３．２－ＢⅡＬ６３１
○－長石，角閃石，輝石，

赤色粒子－－橙橙ナデ，指頭圧痕ナデ，指頭圧痕９ｂＢ１０１２．０２．３１２．０８．８ＣⅠ・ⅡＬ６３２

１３８

○－長石，角閃石，輝石－－明黄橙明黄褐工具ナデ，ナデハケメ，ナデ９ｃＢ７１０．３３．５１０．３９．３ＣⅠ・ⅡＬ６３３
破片に穴，底部
に朱あり○－長石－－橙赤橙工具ナデ工具ナデ９Ｂ１０２３．６－２３．６１５．０＋ＤＩＬ６３４

○－長石，石英，輝石－－赤橙浅橙ミガキミガキ９Ｃ１１１６．８－１６．８－ＤＩＬ６３５
透４カ所，黒斑－－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，指ナデハケメ，ナデ９Ｂ１０－１２．４－－ＥⅣＬ６３６
黒班○－角閃石－－淡橙淡明赤橙ナデ，ミガキ，指頭圧痕ミガキ９Ｂ１０１６．０８．５１２．０１５．２ＧⅣＬ６３７

○－長石，角閃石－－淡橙橙ミガキ，指ナデミガキ９Ｃ１１－－１２．８１３．０＋ＧⅣＬ６３８
○－角閃石－－橙にぶい橙ナデ，ハケメハケメ，ケズリ，ナデ９Ａ１１－－１４．０６．５＋ＧⅣＬ６３９
○－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙にぶい赤橙ナデ丁寧な工具ナデ，ナデ９Ｂ１１６．９２．８５．９８．８ＥⅣＬ６４０

頸部と胴部接合
部の一部に丹○－帯広突帯長石，角閃石，輝石－－にぶい赤橙にぶい橙ナデ，工具ナデミガキ後工具ナデ９Ｂ１１３８．３－１７．６５１．２＋ａＡⅣＭ６４１

１３９
－－帯広突帯格子文長石，角閃石，輝石－－赤橙にぶい赤橙ミガキ後ナデミガキ後ナデ９Ｂ１１４２．８７．８－５５．５＋ａＡⅣＭ６４２
○－頸部，一条刻目突

帯長石，角閃石，雲母－－明赤橙明赤橙ナデ後ミガキナデ後ミガキ９Ｂ１１－－１７．６－ａＡⅣＭ６４３
黒班－－長石，角閃石，石英－－にぶい橙橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ハケメ９Ｃ１１１１．４－－１５．６＋ｂＡⅣＭ６４４

－－長石，輝石－－橙にぶい橙－ハケメ９Ｃ１１－４．９－－ＡⅣＭ６４５
○－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙橙指頭圧痕，ナデ，ハケメハケメ，ナデ９Ｃ１１１９．７－１９．７－ＢⅣＭ６４６

１４０

－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，ナデ丁寧な工具ナデ，ナデ９Ａ１１－７．２－８．４＋Ｂ・ＣⅣＭ６４７
○－長石，角閃石－－橙橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ナデ，指頭圧痕９Ｃ１１９．６４．２９．６８．５Ｂ・ＣⅣＭ６４８
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ハケメ，ナデハケメ，ナデ９Ｃ１１２０．５－２０．５－ＢＩＭ６４９
－－長石，輝石－－橙黄橙工具ナデ工具ナデ，ナデ９Ｃ１１－３．０－９．０＋ｂＡⅣＭ６５０
○－長石，角閃石，石英－－淡赤橙明赤橙ナデ，工具ナデハケメ，ナデ９Ｃ１０６．６－１０．０６．６ＣⅣＭ６５１
○－長石，角閃石－－黄橙淡黄橙ナデ及指頭圧痕後工具ナデナデ後工具ナデ，指頭圧痕９ｃＢ９１０．７６．５１０．７６．８ＣⅣＭ６５２
○－角閃石，輝石－－浅黄橙淡橙，灰白ナデ，ミガキナデ，ナデ後ミガキ，ミガキ

指頭圧痕９Ｃ１１１６．２１４．０１６．２１４．０ＤⅣＭ６５３
○－長石，角閃石－－淡橙赤橙工具ナデ，ミガキ工具ナデ，ミガキ９Ｂ１１１４．６１２．０１４．６１３．４ＤⅢＭ６５４
－－輝石，砂粒－－明赤橙明赤橙工具ナデ，ナデナデ，ミガキ９Ｃ１１－１２．９－８．０＋ＤⅣＭ６５５
○－角閃石，輝石－－明赤褐明赤褐ナデ，ミガキナデ後ミガキ，ナデ９Ｂ１１２２．１１６．８２２．１１７．３ＧⅣＭ６５６

１４１ ○－長石，角閃石－－明赤橙明赤橙ミガキ，ナデミガキ，ナデ９Ｂ１１－－１７．６６．５＋ＧⅣＭ６５７
○－長石，角閃石，輝石，

石英－－明赤橙明黄橙縦方向のハケメ後工具ナデ，指ナデナデ，ミガキ９Ｂ１１１８．０１０．６１８．０１３．７ＤⅣＭ６５８
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ベンガ
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（小）
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○－角閃石，輝石－－黄橙明赤橙，淡
黄橙ナデ後ミガキ，工具ナデナデ後ミガキ，工具ナデ９Ｃ１１１７．０１０．２１７．０１３．５ＤⅢＭ６５９

１４１

丹塗痕あり－－長石，角閃石，輝石－－にぶい赤褐にぶい赤橙ナデナデ，工具ナデ９Ｂ１１－１２．８－８．８＋ＤⅣＭ６６０
黒班○－長石，角閃石－－明橙明赤橙ナデ，工具ナデナデ，ハケメ９Ｃ１１－－１４．５８．５＋Ｃ・ＤⅣＭ６６１

－－長石，角閃石，輝石－－赤橙橙ナデ，指ナデ，指頭圧痕ミガキ９Ｃ１１－－－－ＤⅣＭ６６２
－－角閃石，輝石－－にぶい赤橙赤橙ナデナデ９ｂＢ１１－－－－ＤⅣＭ６６３
－－長石，角閃石，輝石－－橙明赤橙工具ナデ，ナデ丁寧な工具ナデ，ミガキ９Ｂ１１－１６．６－－ＤⅣＭ６６４

底部に穿孔○○角閃石，輝石，石英－－淡橙橙指ナデ，ハケメナデ後ミガキ，ハケメ，ナデ９Ｂ１１１６．９６．４１４．６６．４ＧⅣＭ６６５
黒班－○角閃石－－橙淡赤橙指ナデナデ後ミガキ９Ｂ１１－４．６－－ＧⅣＭ６６６

－－長石，角閃石－－橙明赤橙工具ナデ，ナデ，指頭圧痕ナデ後ミガキ９Ｃ１１－４．０－－ＧⅣＭ６６７
－－角閃石－－明黄橙橙ナデナデ，ミガキ９Ｃ１１－３．４－－ＥⅣＭ６６８
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙橙工具ナデ，ナデ工具ナデ，ナデ９Ａ１１－－－－ＥⅣＭ６６９
－－角閃石，輝石，石英－－淡橙淡橙ナデナデ９Ｃ１１－１．０－－ＥⅣＭ６７０
○－角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ工具ナデ，ナデ９Ｂ１１７．７２．４７．０８．６ＥⅣＭ６７１

底部に穿孔－○角閃石，輝石－－浅黄橙浅黄橙ナデ，指頭圧痕ナデ，ミガキ９Ｃ１１－３．０－－ＥⅣＭ６７２
○－砂粒密，白粒－－灰オリ－ブ緑灰ハケメ，ミガキハケメ，ミガキ表採Ｂ１１１１．０－１１．０５．０ＨⅣＭ６７３１４２ 中央に凹○－長石，角閃石，輝石－－淡橙明赤橙ミガキ，ナデ，工具ナデミガキ，ナデ９Ｂ１１１３．６１３．８１３．６１１．６ＧⅣＭ６７４

黒斑－○一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－橙明橙指ナデ，工具ナデ，指頭圧痕工具ナデ９ａＣ７２１．０３．３－２６．７＋ａＡＩＮ６７５

１４３

－－長石，角閃石－－黄橙明黄橙工具ナデ，ハケメ工具ナデ，ミガキ９ｃＤ９－６．０－－ＡＩＮ６７６

底部ハケメ痕－－長石，角閃石，輝石，
石英－－橙明橙ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｃＢ７１０．８３．０７．０１３．３ｂＡＩＮ６７７

－○長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ｂＤ７１３．１－－１９．０＋ＡⅠＮ６７８
○－長石，角閃石－－淡赤橙淡赤橙ナデナデ９ｃＡ７７．２１．３７．０８．２ＥＩＮ６７９
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい黄橙橙ナデ，指頭圧痕ナデ９ｃＣ７９．８１．４－９．０＋ＥＩＮ６８０

黒斑○－角閃石，雲母－－にぶい橙浅黄橙ナデ，指頭圧痕，工具ナデナデ，ハケメ９ｂＡ７１７．３３．９１１．２２７．２ｂＡⅡＯ６８１

１４４

－○一条三角突帯長石，角閃石，石英，
輝石－－橙赤橙ハケメ，ハケメ後ナデ，指頭圧痕ハケメ後ナデ，ナデ後ハケメ，ナデ９ａＡ７１９．０－－２１．９＋ａＡＩＯ６８２

○－長石，角閃石－－暗黄褐淡橙ナデナデ，指頭圧痕９ｃＡ７９．８１．８６．３９．３ｂＡⅡＯ６８３
－－長石，雲母－－橙明橙ハケメ，指ナデ，工具ナデハケメ，工具ナデ，指ナデ，ナデ９ａＡ７－７．０－２３．３ｂＡⅡＯ６８４
－－長石，角閃石－－明黄褐明赤橙ナデハケメ，ハケメ後ナデ，ナデ９ｂＡ７－６．４－－Ｂ・ＣⅡＯ６８５
－－長石，角閃石－－にぶい橙橙ナデナデ９ｂＡ７－－－－ⅡＯ６８６
○－角閃石，輝石－－明赤褐明褐工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，指ナデ，一部ケズリ９ｃＡ７１４．１５．６１４．１１９．２ＢⅡＯ６８７
○－長石，角閃石，石英－－明黄橙黄橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ｃＡ７１７．０－１７．０７．０ＦⅡＯ６８８

布目圧痕○○一条刻目突帯長石，輝石－－橙橙ナデナデ，工具ナデ，丁寧な工具ナデ９Ａ９２１．８３．７１２．８３２．２ａＡＩＰ６８９

１４５

－－長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－明赤橙橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ，工具ナデ９ａＢ９－－－－ＡＩＰ６９０

－－角閃石－－にぶい橙にぶい橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ９ｃＢ９－７．２－７．１＋Ｂ・ＣＩＰ６９１
－－長石，角閃石，輝石－－にぶい橙にぶい橙ナデナデ，ハケメ９Ｂ９－－－－Ｂ・ＣＩＰ６９２
○－長石，雲母－－にぶい赤橙赤橙ナデ，工具ナデナデ，ミガキ状ナデ９Ｄ８－－１８．０７．４＋Ｃ・ＤＩＰ６９３
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ，指頭圧痕９ｃＢ９１３．６８．０１３．６１０．５Ｃ・ＤＩＰ６９４

○－長石，角閃石，輝石－－橙橙丁寧な工具ナデ，ナデ，ハケメ
指頭圧痕

ハケメ，指頭圧痕後ナデ，ナデ
工具ナデ９Ａ９３３．６－３３．６１２．４ＦＩＰ６９５

○○一条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－明赤橙明赤橙ハケメ，工具ナデ，指ナデ，指頭圧痕ナデ，ハケメ９ｃＢ９４６．２５．２２８．５７０．９ＡⅡＲ６９６

１４６
○－一条刻目突帯長石，角閃石，輝石，

石英－－明褐明黄橙ナデ，工具ナデ，ハケメ，指頭圧痕ナデ後ハケメ，工具ナデ９ｃＢ９２６．１５．２１１．７３１．８ａＡＩＲ６９７

布目状圧痕－－長石，角閃石，輝石－－橙橙工具ナデ，指頭圧痕ナデ，工具ナデ，指頭圧痕９Ｂ９１８．６１．６－２３．５＋ｂＡＩＲ６９８
○－長石，角閃石，輝石－－黄橙明赤橙ナデ，指頭圧痕，工具ナデナデ後工具ナデ，ハケメ，指ナデ９ｃＢ９１３．３２．６８．８１５．３ｂＡⅠ～ⅢＲ６９９

黒斑○－一条三角突帯長石，雲母－－にぶい黄褐明黄褐，橙ナデ，工具ナデ，指頭圧痕ハケメ後ナデ，ハケメ９ｂＢ９１８．０－１０．６２５．７ｃＡⅡＲ７００
○○二条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－赤橙赤橙ナデ，指頭圧痕，工具ナデナデ，工具ナデ９ａＤ８３６．１２．９１５．４４８．３ａＡⅢＲ７０１

１４７
線刻をナデ消し
た跡と思われる
所２ヶ所有，黒斑

○○浮文３つ一条刻目突帯角閃石，輝石－－橙赤橙エ具ナデ，指ナデエ具ナデ，ミガキ，ハケメ
ヘラナデ９ｃＢ９２８．０５．３１２．８３９．０ａＡＩＲ７０２

内面黒班○○二条刻目突帯長石，角閃石，輝石－－黒褐赤橙ナデ，指頭圧痕工具ナデ，ミガキ状工具ナデ９ｃＣ９３４．４２．５１３．０４８．４ａＡⅢＲ７０３
－○一条刻目突帯長石，輝石，赤色粒子－－にぶい橙にぶい橙ハケメ，ナデハケメ，ナデ９ｃＢ８３２．９３．７－４６．１＋ａＡⅡＲ７０４
○－長石，角閃石，輝石－－橙橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ，ハケメ９Ｂ９１８．２６．４１８．２１８．５ＢＩＲ７０５

１４８

－－長石，角閃石，輝石－－橙にぶい橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９ｂＢ９－５．４－１３．９＋Ｂ・ＣⅡＲ７０６
黒班○－長石，角閃石，輝石－－淡赤橙褐色ヘラ押圧痕、ヘラナデ，ナデナデ，ハケメ，指ナデ，工具ナデ９Ｂ９１８．７７．８１８．７２３．７ＢⅡＲ７０７

○－長石，角閃石－－黄橙暗橙指頭圧痕，ナデナデ後ハケメ，指頭圧痕，ナデ９ｃＢ９１７．２７．１１７．２２０．３ＢⅡＲ７０８
○－輝石，雲母－－にぶい橙橙ナデ，工具ナデハケメ，指頭圧痕９ｃＢ９１３．８４．２１３．８１０．３ＣⅡＲ７０９
－－長石，角閃石，石英－－明赤橙橙工具ナデ，ナデハケメ，指ナデ，工具ナデ９ｂＢ９－７．５－－Ｂ・ＣⅡＲ７１０

植物圧痕○－波状線刻角閃石，輝石－－淡黄橙淡黄橙ナデ，工具ナデ丁寧なナデ９ｃＢ９１２．８－１２．８１２．１ＣⅠ～ⅢＲ７１１
○－長石，角閃石，石英－－橙黄橙指頭圧痕，ナデ後ミガキ，ナデナデ，工具ナデ９ｃＢ９－－１３．４１０．０＋ＤⅠ～ⅢＲ７１２

○－長石，角閃石，輝石，
赤色粒子－－淡赤橙にぶい橙ナデナデ，工具ナデ９Ｂ９２１．６－２１．６７．１ＦⅠ・ⅡＲ７１３

○－角閃石，輝石－－明橙明橙ナデナデ，ハケメ９Ｃ１０１０．４２．８１０．４９．６ＣⅢ・ⅣＳ７１４

１４９ ○－角閃石，輝石－－黄橙明赤橙，黄
橙ナデ，工具ナデナデ，工具ナデ９Ｃ１０７．６２．９７．６６．３ＣⅢ・ⅣＳ７１５

－○長石，角閃石－－明橙明黄褐ナデ，指ナデ，指頭圧痕ハケメ，ナデ９ｃＡ９－５．０－９．３＋ＧⅢ・ⅣＳ７１６
－○帯広突帯長石，角閃石，輝石－－にぶい赤橙にぶい赤橙工具ナデ工具ナデ，指頭圧痕９Ｄ９３７．５７．０－４１．２ａＡⅢ・Ⅳ溝１７１７１５０
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※法量の「＋」表示は，錆付着や欠損状況から，街頭数値以上あるという意

備考重量
（ｇ）

最大厚
（㎝）

最大幅
（㎝）

最大長
（㎝）器種遺構出土

ブロック層出土区掲載
№

挿図
番号

目釘穴１１００．０＋０．４３．０１５．０＋鉄剣Ｔ７９ｂ９Ｃ１０Ｆｅ６７
目釘穴１１６２．００．４３．０２３．０鉄剣ＥＳ３９ｂ９Ｄ１１Ｆｅ

７９ －２０．０＋０．５２．５６．７＋鉄剣の剣先？ＥＳ３９ｃ９Ｄ１２Ｆｅ
－３７．５０．５２．８＋１５．２鉄鏃ＥＳ３９ｂ９Ｄ１３Ｆｅ
－３０．００．３３．３８．２鉄鏃ＥＳ４９ｂ９Ｃ１４Ｆｅ８０ －５．００．２２．３５．５鉄鏃ＥＳ４９ｂ９Ｄ１５Ｆｅ
－１９９．３＋０．４３．０２３．７＋鉄剣ＳＤ４２９ｂ１１Ｃ１６Ｆｅ９９
－５１．２＋０．３４．４１０．３＋鉄鏃ＳＤ６３９ｂ９Ｂ１７Ｆｅ１０５ －２７．００．５３．０１０．０鉄鏃ＳＤ６６９ｃ１０Ｃ１８Ｆｅ

３２０．０＋０．７３．５２３．７＋矛１９Ｆｅ１０８
片脚欠損３１．００．３４．２７．７鉄鏃Ｆ９ｃ８Ａ２０Ｆｅ１２３
－１０．９＋０．３１．３８．５＋帯状鉄製品Ｈ９ｂ９Ｄ２１Ｆｅ１２６ －７．６＋０．３２．４３．９＋鉄剣の剣先？Ｈ９ｂ９Ｄ２２Ｆｅ
－１３２．０＋０．４２．７２４．５＋曲剣Ｉ９ｃ９Ｃ２３Ｆｅ１２８
－７０．００．３３．４１７．８鉄鏃－９ｂ１０Ｃ２４Ｆｅ

１３２
－３７．０＋０．３２．９９．６＋鉄鏃Ｊ９ｂ９Ｂ２５Ｆｅ
片脚欠損３．７０．２２．５４．３鉄鏃Ｊ９ｂ１０Ｂ２６Ｆｅ
－２１．０＋０．３２．６６．６＋鉄鏃Ｊ９ｂ１０Ｂ２７Ｆｅ
－１８．００．４０．５１４．５細鉄鏃Ｊ９ｃ１０Ｃ２８Ｆｅ
－６０．００．３３．２１３．５鉄鏃Ｍ９ｂ１１Ｃ２９Ｆｅ

１４２

－６５．００．５２．９１４．０鉄鏃Ｍ９確認Ｔ１０・１１Ｃ・Ｄ３０Ｆｅ
２本文書く４４．００．３３．４１３．２鉄鏃２点Ｍ９ｂ１１Ｃ３１Ｆｅ
－２８．００．５２．９８．４鉄鏃Ｍ９確認Ｔ１０・１１Ｃ・Ｄ３２Ｆｅ
－２０．０＋０．３０．８９．６＋剣？Ｍ９１１Ｃ３３Ｆｅ
－７０．０＋０．５３．０１２．７＋曲剣Ｍ９１１Ｃ３４Ｆｅ
目釘穴１２００．００．４３．４２８．０曲剣Ｍ９１１Ｂ３５Ｆｅ
－８６．０＋０．３２．６１５．３＋鉄剣Ｍ９１１Ｃ３６Ｆｅ
－４３．０＋０．３１．５９．３＋蛇行剣Ｍ９１１Ｂ３７Ｆｅ
目釘穴３１１０．００．３２．９２１．４鉄剣Ｍ９１１Ｃ３８Ｆｅ
－２０．００．３２．８９．５鉄鏃Ｑ９ｂ９Ｂ３９Ｆｅ１４５
－１３．０＋０．３２．７８．２＋鉄鏃Ｓ９ｂ１０Ｃ４０Ｆｅ

１４９

－４０．０＋０．３３．３８．６＋鉄鏃Ｓ９１０Ｃ４１Ｆｅ
－４０．０＋０．４３．５６．８＋鉄鏃Ｓ９ｂ１１Ｃ４２Ｆｅ
－９．９＋０．４１．８７．３＋鉄鏃Ｓ９ｂ１０Ｃ４３Ｆｅ
－１０．０＋０．４１．１６．１＋鉄鏃Ｓ９確認Ｔ１０・１１Ｃ・Ｄ４４Ｆｅ
－２０．００．４１．４１．６鉄鏃Ｓ９１０Ｃ４５Ｆｅ
－１５９．５０．６３．８３５．６鉄剣Ｓ９ｂ１０Ｃ４６Ｆｅ
－１６．００．３２．８１５．１鉄鏃－９１０Ｂ４７Ｆｅ

１５１ －７．９＋０．４１．０７．２＋細鉄鏃－９１０Ｃ４８Ｆｅ
－９．０＋０．３１．８５．８＋鉄鏃－９１１Ｃ４９Ｆｅ
－２９．４０．４２．１１３．６鉄剣－９１１Ｃ５０Ｆｅ

備考石材重さ
（ｇ）

厚さ
（㎝）

幅
（㎝）

長さ
（㎝）分類層出土区出土

ブロック
掲載
№

挿図
№

頁岩３．９０．４２．８＋４．０磨製石鏃９ｂ８ＢＴ４１２１Ｓ６５
頁岩４．３０．４２．５４．２磨製石鏃９ｂ８ＤＥＳ２１２２Ｓ７８
頁岩９．６０．４２．８６．０磨製石鏃９ｂ９ＣＥＳ６１２３Ｓ８１
頁岩１０．９０．３２．８６．５磨製石鏃９ｃ８ＣＳＤ７１２４Ｓ９１
頁岩９．３０．４２．８６．８磨製石鏃９ｃ１０ＢＳＤ３５１２５Ｓ９８
頁岩５．１０．３２．５４．０磨製石鏃９ｂ８ＣＳＤ４９１２６Ｓ１０１
頁岩０．９０．２１．８２．２磨製石鏃９ｃ９ＣＳＤ５５１２７Ｓ１０３
頁岩４．６０．３２．８４．６磨製石鏃９ｃ８ＡＦ１２８Ｓ１２３
頁岩７．４０．４２．３５．７磨製石鏃９ｃ７ＤＨ１２９Ｓ１２６
頁岩７．８０．４２．９５．６磨製石鏃９ｃ１０ＢＪ１３０Ｓ

１３２ 粘板岩４１．７１．０４．９７．３砥石９ｃ１０ＢＪ１３１Ｓ
粘板岩２０．４０．９３．９４．５砥石９ｃ１０ＢＪ１３２Ｓ
頁岩３．６０．３２．４５．３磨製石鏃９ｂ１０ＢＫ１３３Ｓ１３６
頁岩１０．７０．５３．５６．０磨製石鏃９ｃ７ＤＮ１３４Ｓ１４３
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　本報告では，土坑墓や壺棺墓と考えられる遺構について，遺体が埋葬されていた可能性を検証するこ
とを目的としてリン酸・カルシウム分析を実施する。本調査では遺構埋土と比較用サンプルにおけるリ
ン酸・カルシウム含量を比較することにより，遺体埋納の痕跡を確認する。

����

　対象とする遺構は，土坑３０，土坑７，土坑６２および壺棺２の４基である。試料は，土坑３０の中央底部
埋土Ｂ（試料番号３），土坑７の中央埋土（試料番号４），土坑６２の中央底部埋土③（試料番号５），壺
棺２の底部埋土（試料番号６）および比較用サンプルの土坑３０近くの包含層土壌Ｆ（試料番号２）の計
５点である。いずれも古墳時代初期～中期にかけての遺物包含層であるⅨｂ層に対比される試料である。
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　本調査では，土壌中に含まれるリン酸およびカルシウムの含量を測定する。リン酸はとくに骨に多量
に含まれ，土壌中では比較的拡散・移動しにくいため，その局所的な濃集状況から遺体，骨が埋葬され
たことを判断する方法として有効な手法とされている。また，カルシウムはリン酸とともに骨の主成分
であることから，その濃集状況も遺体埋葬の手がかりとなる可能性がある。
　リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法，カルシウムは硝酸・過塩素酸分解－原子
吸光光度法でそれぞれ行う（土壌養分測定法委員会，１９８１）。以下に操作工程を示す。
　試料を風乾後，軽く粉砕して２．０�の篩を通過させる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を加熱減
量法（１０５℃，５時間）により測定する。風乾細土試料２．００ｇをケルダールフラスコに秤とり，はじめ
に硝酸（HNO３）５mlを加えて加熱分解する。放冷後，過塩素酸（HClO４）１０mlを加えて再び加熱分解
を行う。分解終了後，蒸留水で，１００mlに定容して，ろ過する。今回は，リン酸含量をリン酸（P２O５）
濃度として測定する。ろ液の一定量を試験管に採取し，リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸
濃度を測定する。別に，ろ液の一定量を試験管に採取し，干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によ
りカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリ
ン酸含量（P２O５mg／g）とカルシウム含量（CaOmg／g）を求める。
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　分析結果を表１に示す。比較用サンプルである試料番号２のリン酸含量は１．６２P２O５mg／gであり，カ

ルシウム含量は４４．３１CaOmg／gである。各遺構埋土の中で比較用サンプルのリン酸含量を上回る試料
は，土坑３０埋土B（試料番号３），土坑６２埋土③（試料番号５），壺棺２埋土（試料番号６）である。中
でも，土坑３０埋土B（試料番号３），土坑６２埋土③（試料番号５）のリン酸含量はそれぞれ３．３６P２O５mg

／g，７．０３P２O５mg／gと比較的高い。一方，各遺構埋土のカルシウム含量は比較用サンプルの土坑３０近
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備考ＣａＯ（ｍｇ／ｇ）Ｐ２Ｏ５（ｍｇ／ｇ）土色土性層位試料名試料番号
比較用サンプル４４．３１１．６２黒褐１０ＹＲ３／２ＳＣＬⅨｂ層土坑３０近くＦ２
土坑内埋土３３．７６３．３６黒褐１０ＹＲ３／２ＳＣＬⅨｂ層土坑３０Ｂ３
土坑内埋土４４．５３１．３４黒褐１０ＹＲ２／２ＳＣＬⅨｂ層土坑７４
土坑内埋土４２．５０７．０３黒褐１０ＹＲ２／２ＳＣＬⅨｂ層土坑６２５
壺棺内土３８．９４１．９１黒褐１０ＹＲ３／１ＳＣＬⅨｂ層壺棺２６

注．�土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，１９６７）による。
　　�土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，１９８４）の野外土性による。
　　　　ＳＣＬ・・・砂質埴壌土（粘土１５～２５％、シルト０～２０％、砂５～８５％）
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くF（試料番号２）と同等かそれ以下であり，リン酸含量と相関するような傾向は認められない。
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　土壌中に普通に含まれるリン酸量，いわゆる天然賦存量については，いくつかの報告事例があるが
（Bowen，１９８３；Bolt・Bruggenwert，１９８０；川崎ほか，１９９１；天野ほか，１９９１），これらの事例から推
定される天然賦存量の上限は約３．０P２O５mg／g程度である。また，人為的な影響（化学肥料の施用な
ど）を受けた黒ボク土の既耕地では５．５P２O５mg／g（川崎ほか，１９９１）という報告例があり，当社にお
けるこれまでの分析調査事例では骨片などの痕跡が認められる土壌では６．０P２O５mg／gを越える場合が
多い。一方，カルシウムの天然賦存量は普通１～５０CaOmg／g（藤貫，１９７９）といわれ，含量幅がリン
酸よりも大きい傾向にある。
　調査を行った４基の遺構の中で，遺構埋土試料のリン酸含量が比較用サンプルを上回ったのは，土坑
３０，土坑６２，壺棺２の３基で，うち前述の天然賦存量を上回るものは土坑３０，土坑６２の２基である。特
に，土坑６２埋土③（試料番号５）における７．０３P２O５mg／gのリン酸含量は特徴的であり，人為により富
化された可能性が極めて高い。
　ここで，土壌中に含まれるリン酸の給源としては動物遺体埋納や施肥などの人為的要因のほか，植物
遺体に由来する自然蓄積がある。今回は，腐植含量の調査を実施していないので正確な評価は難しいも
のの，比較用サンプルと比べて壺棺２埋土（試料番号６）で土色の彩度が小さく，黒色味が強い傾向が
認められることから，試料番号６には土壌腐植が比較用サンプルより多く含まれていると考えられる。
したがって，試料番号６で検出された比較用サンプルより僅かに高いリン酸は，土壌腐植に由来するも
のと考えられる。
　一方，土坑３０埋土Ｂ（試料番号３）は天然賦存量上限付近のリン酸含量であるが，土色が比較用サン
プルと同じであることを考慮すると，植物遺体由来のリン酸は比較用サンプルと大きくは変わらないも
のと考えられる。したがって，比較用サンプルを上回る量のリン酸は人為的に富化された可能性が高い
と見ることが出来る。
　以上のことから，自然状態の土壌に含まれる量よりも多いリン酸が含まれると判断される土坑３０，土
坑６２の２基については外的な影響によってリン酸が富化されており，２基の遺構にヒトを含む動物遺体
が埋納されていた可能性が高いと考えられる。一方，土坑７，壺棺２については，今回の分析結果から
見る限り，遺体の存在を積極的には支持できない。今後，脂肪酸分析や，遺構内の複数試料の分析によ
るリン酸の局所的な濃集状況の調査等を実施することにより，遺体埋納についての情報が得られる可能
性がある。さらに同様の遺構についての調査例も蓄積することが望まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 

引用文献
天野洋司・太田　健・草場　敬・中井　信，１９９１，中部日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量．農林水産省農
林水産技術会議事務局編　土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発，２８－３６．

Bowen, H. J. M.，１９８３，環境無機化学－元素の循環と生化学－．浅見輝男・茅野充男訳，博友社，２９７ｐ．
Bolt, G. H.・Bruggenwert, M. G. M, １９８０，土壌の化学．岩田進午・三輪睿太郎・井上隆弘・陽　捷行訳，学会出版
センター，３０９ｐ．
土壌養分測定法委員会編，１９８１，土壌養分分析法．養賢堂，４４０ｐ．　　　
藤貫　正，１９７９，カルシウム．地質調査所化学分析法，５２，５７－６１．
川崎　弘・吉田　澪・井上恒久，１９９１，九州地域の土壌型別蓄積リンの形態別計量．農林水産省　農林水産技術会
議事務局編　土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発，２３－２７．
農林省農林水産技術会議事務局監修，１９６７，新版標準土色帖．
ペドロジスト懇談会，１９８４，野外土性の判定．ペドロジスト懇談会編　土壌調査ハンドブック，博友社，３９－４０．
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　　　　　　　　　㈱加速器分析研究所
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　南摺ヶ浜遺跡は，鹿児島県指宿市十二町黒ヶ岡（北緯３１°１３′３８″，東経１３０°３９′０８″）に所在す
る。測定対象試料は，土坑７の埋土から出土した炭化物（１：ＩＡＡＡ－８０８８２）である。
��������	


　土坑が作られた時期を特定する。
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�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。
�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。最
初の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希
釈する。アルカリ処理では１Nの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。なお，
AAA処理において，アルカリ濃度が１N未満の場合，表中にAaAと記載する。その後，超純水で
中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理した後，超純
水で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際には，遠心分離機を使用する。

�　試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。
�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（CO２）を精製
する。

�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製す
る。

�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着する。
��������	

　測定機器は，３MVタンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）を使
用する。測定では，米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。
この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
��������	

�　年代値の算出には，Libbyの半減期（５５６８年）を使用する（Stuiver and Polash １９７７）。
�　14C年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中14濃度が一定であったと仮定して測定され，１９５０年
を基準年（０yrBP）として遡る年代である。この値は，δ１３Cによって補正された値である。 14C

年代と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また， 14C年代の誤差（±１σ）は，
試料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

�　δ１３Cは，試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し，基準試料からのずれを示した値である。同位体
比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは加速
器を用いる。加速器により１３C／１２Cを測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

�　pMC (percent Modern Carbon)は，標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。
�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去

の14C濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，14C年代に対応する較
正曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）
で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は，下一桁を四捨五入しない14C年代値である。
なお，較正曲線および較正プログラムは，データの蓄積によって更新される。また，プログラムの
種類によっても結果が異なるため，年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要
がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，IntCal04データベース（Reimer et al 2004）を用い，
OxCalv4.0較正プログラム（Bronk Ransey 1995  Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey, van der Plicht 
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��
������������



－１８９－

and Weninger 2001）を使用した。
��������	

　土坑７から出土した炭化物の14C年代は，２１９０±３０yrBPである。試料の炭素含有率は６３．７％であり，
十分な値であった。暦年較正年代（１σ）は，３５６BC～２８６BC（４６．０％）・２３４BC～１９６BC（２２．２％）で
ある。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考えられる。

参考文献
Stuiver M. and Polash H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19, 355-363

Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy: the OxCal Program, Radiocarbon 37 

(2), 425-430

Bronk Ramsey C. 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal, Radiocarbon 43 (2A), 355-363

Bronk Ramsey C., van der Plicht J. and Weninger B. 2001 'Wiggle Matching' radiocarbon dates, Radiocarbon 43 

(2A), 381-389

Reimer, P.J. et al. 2004 IntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration, 0-26cal kyr BP, Radiocarbon 46, 1029-1058
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　縄文時代晩期は，土器が上加世田式土器から刻

目突帯文土器まで出土し，石器も日常生活で使わ

れたと考えられるものが多数出土している。目立

つのは，打製石斧と石錘である。打製石斧は，そ

のもの自体の数だけでなく，破損したと考えられ

るものや，調整や製作の際に出たと思われる破片

も多数出土している。材質は頁岩を主に使用して

おり，熱変成を強く受けているものから，ほとん

ど受けていないものまで大きく四種類に分けるこ

とができた。中でも，大きく熱変成を受けていて

きれいにはがれる材質のものが多く，製品・剥片

ともに打製石斧全体の大部分を占めている。石錘

は漁ろう具と考えられるが，南摺ヶ浜遺跡の目の

前には鹿児島湾が広がっており，そこで漁を行っ

ていたのではないかと考えられる。　

　土器・石器がこれだけ出土しているが，今回の

調査では遺構を検出することができなかった。し

かし，これだけ日常生活に使ったと考えられるも

のが出土していることから，南摺ヶ浜遺跡の近辺

に人が住んだ場所があったと考えられる。

　弥生時代前半の遺物は出土しているものの，全

体的な量から見ると非常に少ない。土器・石器が

見つかっていることから，生活の場ではあったと

考えられる。

　縄文時代晩期から弥生時代前半にかけて，この

南摺ヶ浜遺跡は生活の場であった可能性が高いと

思われる。しかし，弥生時代後半から古墳時代に

かけては墓地として考えられる遺跡の性格からし

て，この間のどこかで生活の場から墓としての場

への転換点があったと思われる。 

�������	
��
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　本遺跡では，壺棺墓や甕棺墓，立石，円形周溝

墓，土坑墓と狭い調査範囲の中で多様な形態の墓

制が発見された。従来，薩摩半島南部の墓地とし

ては，指宿市山川町の成川遺跡や枕崎市松之尾遺

跡といった立石土坑墓が主流であり，弥生時代中

期頃のものともいわれてきた。また，南九州市川

辺町の堂園Ａ遺跡では，内陸部という違いはある

が，立石を伴わない土坑墓群が発見されている。

しかしながら，県内における調査の中でも特徴的

な遺構として，壺棺墓や甕棺墓といった土器棺墓

と円形周溝墓の発見が，本遺跡の最大の特徴であ

る。土器棺墓では，薩摩半島西岸において，市ノ

原・入来・白寿・下小路遺跡などで，弥生時代

前・中期の甕棺や壺棺が，先述の成川遺跡では壺

単棺の存在が知られているだけである。更に円形

周溝墓は，曽於市松山町の京ノ峰遺跡で弥生時代

中期の頃の遺構が，湧水町の永山地下式板石積石

室墓群でも古墳時代前期のものが検出されている

が，本遺跡のように多くは検出されていない。本

遺跡の墓域からは３世紀後半から５世紀中期にか

けての遺物が出ていることや，層位及び遺構の切

り合い関係等から，墓制の変遷は下記のようにま

とめることができる。

　まず，円形周溝墓は，少ないながら遺構内遺物

や壺棺墓との切り合い関係から弥生時代終末期に

��� � �

大型隅丸方形状土坑墓３ｃ後半
　　↓
円形状土坑墓
　　↓
円形周溝墓弥生時代
　　↓終末期
立石と甕棺墓・壺棺墓
　　↓
楕円形状土坑墓古墳時代

５ｃ中期 　　↓
中型隅丸方形状土坑墓
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該当する遺構と考える。

　立石は，従来，成川及び松之尾遺跡で解された

弥生時代中期の立石土坑墓であるが，本遺跡では

配置的に見て，壺棺墓・甕棺墓に伴うと考えられ

る。ただ，立石の検出状況から意図的に動かした

り加工したりしたと思われる状況から，旧大根占

町山之口遺跡で発見された環状列石の可能性もあ

ると思われるが，本遺跡では前者を考えたい。ま

た，これらの石材は，近隣の指宿市山川町の竹山

及指宿市西部の山地，同市魚見岳等に安山岩質の

露出した場所があることから，おそらくこれらの

割合近い場所から持ち込まれたと思われる。

　壺棺墓・甕棺墓は，土器の形状から在地の中津野

式土器段階の壺形・甕形土器や１号壺棺墓のよう

に庄内式土器を模して作られたと思われる土器な

どが見られることから弥生時代終末期から古墳時

代初頭にこの土器棺墓が営まれていたと考えられ

る。このことから，立石もこの時期該当と考える。

　土坑墓は，３世紀後半から５世紀中頃まで造ら

れていたと思われる。科学分析のからも３世紀後

半から４世紀中頃までの遺構であるという結果も

あり，円形周溝墓や壺棺墓・甕棺墓と並行しなが

ら造られていたと思われる。

　５世紀代には，土坑墓及び祭祀の場の活用が考

えられる。これらは，祭祀に使用されたと考えられ

る丹塗研磨土器をはじめ，高坏形土器や鉢形土器が

集中して良好な状況で検出されたことからこの時

期は上記の場の活用がなされていたと考える。

　以上のことから，本遺跡の墓域の活用の変遷と

しては，３世紀終わり頃丘側を墓域として活用し，

北の丘陵地斜面へ広がり，５世紀中頃には鹿児島

湾側へと変遷していったと考えられる。

　さらに，祭祀の跡と思われる土器集中区を見て

も，破砕を行う行為から丹塗研磨土器等を置いて

行って何らかの祭祀を行ったと思われる場所も同

様に変遷し，祭祀そのものも変化していっている

と考えられる。

　最後に，これらの遺構は，地形を意識して作ら

れたのではなく，方位を意識して作られたのでは

ないかとも思われる。ほとんどの遺構の軸方向は

東西方向を向く。東には鹿児島湾，西には開聞岳

がある。眺望としては，北方向には魚見岳が，遠

方には桜島も見える場所である。

������

　本遺跡では，成川様式の土器がほぼ完形の状態

で多く出土した。これまで，中村直子氏の土器編

年を基に，時期と器種で分類してきた。本遺跡の

特徴として，次のようなことがあげられる。

・多種多様な形態の土器があり，作りがよく，お

墓専用に作られた土器と考えられること。

・出土土器に壺形土器の占める割合が非常に多く，

時期編年と合致しないものがあること。

・従来の成川式土器とよばれる様式とは全く異な

る，外来の土師器を模した遺物が見受けられる

など，外来技術の流入が考えられること。

・祭祀に伴う供献遺物が多く見られること。

　以上のようなことから，本遺跡における遺物に

ついて再度，器種・器形を中心に土器の細分を試

みた。しかし，この細分については遺構内一括資

料ではないため時期的に不明瞭である。

　本遺跡の細分案については各部位の形態をもと

に９つの器種に分類し，更に各形態の小分類に分

け次頁の表のようににまとめた。壺形土器は，口

縁部形態や胴部形態に特徴が見られる他，大型は

平底を中型以下は丸底を呈する。突帯は刻目突帯

とＭ字や三角形状もしくは台形状の突帯が多く，

多条突帯や幅広突帯は少ない。ただ，突帯位置が

非常に気に掛かるところである。無紋の壺形土器

は概して，長胴形と肩の張った逆卵形が多い。
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備考
突帯器形小

分類
器種
分類 突帯位置突帯種底部胴部口縁部口唇部

胴部中央刻目平底丸味を帯びた菱形長くくの字状に外反－ａ

Ⅰ

大
型
壺
形
土
器

胴部中央刻目平底なで肩，長楕円形状直線状に外傾丸ｂ
胴部やや上位台形状平底なで肩，長楕円形状くの字状に外反平坦ｃ
胴部やや上位Ｍ字・刻目平底なで肩，丸味を帯びた長胴形の菱形くの字状に外反平坦ｄ
胴部やや上位Ｍ字平底なで肩，スリム長胴形の逆卵形，頸部に平坦面くの字状及び口唇部外反平坦ｅ
胴部上位刻目レンズ状肩の張った逆卵形外傾立ち上り，口唇やや外反平坦ｆ

肩部やや下位幅広格子文平底肩が張った逆三角形状内湾後，口唇で外反丸ｇ
肩部やや下位幅広格子文平底肩が張った逆三角形状直線状に外傾丸ｈ
胴部やや上位刻目平底なで肩，丸味を帯びた菱形直線状に外傾丸ａ

Ⅱ

中
型
壺
形
土
器

胴部中央刻目平底なで肩，楕円形状短頸，やや外反丸ｂ
胴部やや上位刻目平底肩の張った逆卵形，底部で急にすぼむ短頸，くの字状外反平坦ｃ
胴部やや上位幅広平底長楕円形状直線状で垂直－ｄ
頸部刻目平底なで肩，逆卵形直線状に外傾，口唇端部やや外反丸ｅ

頸部及び肩部多条刻目平底肩の張った逆卵形内湾後，口唇部で外反丸ｆ
肩部・頸部幅広・刻目平底なで肩で膨らみのある長楕円形状直線状外傾及び疑似口縁より垂直丸ｇ
－－丸底長楕円形直線状に外傾丸ａ

Ⅲ

無
紋
壺
形
土
器

－－平底なで肩，やや膨らみある長楕円形状くの字状外反平坦ｂ
－－丸底肩の張った逆三角形状円筒形で外傾，口唇部で外反平坦ｃ
－－レンズ状なで肩，丸味のある菱形状くの字状外反平坦ｄ
－－平底なで肩，膨らみのある長胴形長楕円形状くの字状外反平坦ｅ
－－平底肩が張った逆卵形短頸，くの字状外反平坦ｆ
－－レンズ状肩が張った逆卵形直線状に外傾平坦ｇ

胴部中央Ｍ字やや平底球形やや長頸気味で外傾，口唇部外反平坦ａ
Ⅳ球形

壺 胴部中央多条刻目丸底球形やや長頸気味で外傾，口唇部外反丸ｂ
屈曲部多条Ｍ字平底屈曲やや上位で鋭い直線状外傾，口唇部やや外反丸ａ

Ⅴ
長
頸
壺

屈曲部多条Ｍ字平底屈曲やや下位で鋭い直線状外傾，口唇部やや外反平坦ｂ
屈曲部刻目平底屈曲やや緩いほぼ垂直，口唇部やや外反丸ｃ

頸部から屈曲部重弧文平底屈曲緩く球形状直線状外傾，口唇部やや外反平坦ｄ
胴部中央多条Ｍ字ほかやや平底楕円形状長頸気味で外傾，口唇部で外反平坦ｅ

備考底部天井
器形小

分類
器種
分類 底部口縁部口唇部

平坦外傾及び外反，低いくの字状外反丸ａ

Ⅵ
甕
形
土
器

平坦端部で外反，高いくの字状外反平坦ｂ
平坦外傾して開く，やや高いくの字状外反平坦ｃ
平坦外傾して開く，低いくの字状外反丸ｄ
平坦外傾して開く，高い直線的に外反丸ｅ
平坦外傾して開く，低い直線的に外反丸ｆ

備考
器形小

分類
器種
分類 底部脚部口縁部口唇部

外反外傾して開き円筒形状，底部疑似口縁部より外反平坦ａ

Ⅶ

高
坏
形
土
器

外反直線状にやや外反し円筒形状疑似口縁部より緩やかに外反平坦ｂ
外反外傾して開く疑似口縁部より短く緩やかに外反丸ｃ
屈曲外反外傾やや外反丸ｄ
やや外反外反やや内湾丸ｅ
やや外反外反やや内湾丸ｆ
外傾，短い－やや外反丸ａ

Ⅷ
鉢
形
土
器

平底－やや内湾丸ｂ
外傾，高い－緩やかに疑似口縁部より外反丸ｃ
丸底－やや内湾丸ｄ
丸底－疑似口縁部より外反－ｅ
平底－やや内湾丸ｆ
高台状平底－疑似口縁部より外反平坦ａ

Ⅸ
蓋
形
土
器

－－緩やかに疑似口縁部より外反丸ｂ
丸底－緩やかに疑似口縁部より外反平坦ｃ
平底－緩やかに疑似口縁部より外反平坦ｄ
丸底－直線状丸ｅ
平底－くの字状に外反外反丸ｆ
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－１９７－

　長頸壺は，屈曲部度合いから時期差がありそう

である。甕形土器は，あまり従来の器形分類と差

異がないように思われる。ただ，底部形態に特徴

がある。

　高坏形土器は，疑似口縁という口縁部が段をも

ち外反する形状のものは従来の分類でよいと思わ

れるが，その他の高坏に関しては，土師器等でよ

く見られる器台に類似している。これらは，他地

域からの影響を受けていると思われ注目したい。

　以上の本遺跡における土器は，この墓に使用す

る目的で作られていると思われ，バリエーション

に富んだ土器が多いのが特徴である。さらに，従

来の成川式土器とは異なり，墓専用に造られた土

器や他地域から入ってきた技術の影響を受けた遺

物も多く見られることも特徴であると言える。

�������

　須恵器は，高坏１点， ２点，坏身１点，坏蓋

１点の計５点検出された。いずれの須恵器もＴＫ

２０８段階の初期須恵器である。時期的には５世紀

中期と判断できる。この状況から，この墓域の集

団は，他地域との交流を行っていることの証しで

ある。鹿児島県内における初期須恵器の出土遺跡

を見ると，吹上浜沿岸エリア，川内川下流域エリ

ア，南沿岸エリア，鹿児島湾岸エリア，志布志湾

沿岸エリアに集中していると言える。（下図参照）
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これらのことから，東シナ海ルートと太平洋沿岸

ルートでの交流が考えられるが，本遺跡のある指

宿市は鹿児島湾沿岸部の最南端にあり，どちらの

ルートの交流を示す物なのか非常に興味深い。先

の土器や鉄製品の関連などから，時期毎に交流先

が変わっているのか同じなのか，非常に興味深い。

�������	

　南九州において，絵画土器の出土は宮崎県に事

例が多く見られるが，鹿児島県においては出土例

が非常に少ない。しかしながら，本遺跡では多く

の絵画土器が出土したことも最大の特徴でもある。

本遺跡の絵画の意味については不明であるが，こ
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れらをまとめると「絵画的な線刻画」と「記号的

な線刻画」「ベンガラ文様」の三種類に分類でき

そうである。それをもとに分けてみると次のよう

に分けられる。

　絵画的な線刻画とベンガラ文様を施す土器では

概して中津野式土器段階の遺物が多いことから弥

生時代終末期に該当すると思われる。また，記号

的な線刻画の遺物は，辻堂原～笹貫式土器段階の

遺物が多いことから古墳時代中期該当と思われる。

　まず，絵画的な線刻画を見てみると，１５５・

２９０・３５９・４２５・４４２は鹿屋市名主原遺跡で検出さ

れた線刻と同様，「∋」の模様がある。これらは，

この当時の人々の生活の特徴を表しているものな

のか，祭祀的な意味合いのあるものを表している

ものなのか不明である。また，唐古遺跡等で見ら

れる，いわゆる「龍」を表現しているといわれる

ような形状のものも見られる。３５８は，一本の線

を抽象的に描いているが，動物の姿を描いたので

はないかと思われる。４６２は，三叉状の線刻が放

射線状に組み合わさっているようにも見受けられ

る。その他，１６８の樹木のような線刻，７１１の波を

表現しているような線刻が見られる。５０１は非常

に不明瞭ではあるが，ある場所から昇天している

ような表現にも見られる。

　文様的な線刻には，１５号壺棺，１５８にある二本

の沈線がＳ字状に描かれているものや，１６４のよ

うに垂れ枝のように描かれているものがある。

　次に，記号的な線刻画では，「×」印が共通す

る。制作者のマークなのかどどうか興味深い。　

　最後に，ベンガラ文様では，２８４のように「Ｓ

字」のような模様をバランスよく配置してあり，

６１１は螺旋状に描かれる。これらは祭祀のものと

考えられるが，他の遺跡の事例を待ちたい。

　以上，様々な絵画土器が見られるが，これらの

絵画土器が発見された場所や絵画が施された土器

には，祭祀的な意味合いが非常に強いのではない

かと考える。今後の鹿児島県内における発掘事例

が増えることを期待したい。

�������

　本遺跡の鉄製品は，鉄鏃と鉄剣が中心である。

鉄鏃は大きく弥生時代終末期該当のものと古墳時

代中期後葉該当のものとに分かれる。時期的な分

類については次頁の図のとおりであるが，Ⅰ期は

弥生時代終末期，Ⅱ期は古墳時代中期中葉，Ⅲ期

は古墳時代中期後葉として分類をした。Ｆｅ１２・

１５・１８・２６は弥生時代終末期の代表的な鉄鏃で，

無圭鏃・圭頭鏃・長三角鏃が中心である。Ⅱ期で

はＦｅ１３の二段腸抉柳葉鏃，Ｆｅ３１は鳥舌鏃と長三

角腸抉鏃が銹着したものである。これらは須恵器

のＴＫ２１６段階と同時期と思われる。Ⅲ期ではＦｅ

５・６・１４の長圭鏃とＦｅ２０無圭鏃Ｆｅ４は長三角

腸抉鏃，ｆｅ１７は二重腸抉鏃があり古墳時代中期後

葉に位置づけられる。その他，剣では蛇行剣，曲

剣等もあり，成川遺跡や松之尾遺跡との関連も伺

わせる。また，Ｆｅ３８は，双孔関をもつ鉄剣であ

ると思われ（註：鹿児島大学橋本達也准教授のご

教授による。）九州から関東までの出土はあるが，

南九州では珍しい。その他，Ｆｅ１９の槍身鉾やＦｅ

２１の帯状鉄器など県内でも出土例の少ない遺物も

発見されている。

　このように本遺跡の鉄製品は非常にバリエー

ションに富んだものが多い。圭頭鏃や鉄剣は在地

産の可能性があるが，他地域との交流を示す鉄製

品も見られる。これらは，弥生時代終末期には，

在地産の鉄製品を，古墳時代中期の鉄製品は他地

域からの交流でもたらされた鉄製品が多いと考え

られる。
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あ　と　が　き

　青い空と海に囲まれた丘の上で，開聞岳の噴出物である固いコラ層の下から，大量の遺
物と遺構が出てきたその姿には，圧倒されました。
　発掘調査中は，多くの困難が待ち構えていました。６月からの雨期に入ると，水はけの
悪い調査区に水がたまってしまうことが多々ありました。泥水で汚れた調査区を何度も丁
寧に掃除をかける作業員さんの姿がそこにはありました。大量の遺物と遺構の記録保存の
ため，多くの方々に支援を頂きながら発掘調査を終えることができました。
　報告書作成作業では，出土した大型土器の接合・復元，実測が困難でした。大型の土器
は，接合の角度がずれると組み上げてもゆがみが生じ，調整のため外してはまたつけると
いった作業をおこないました。また，実測の際は，大型土器を据え付けるところから始ま
り，道具を工夫して使い試行錯誤しながら実測しました。
　発掘調査・報告書作成という作業をとおして言えることは，多くの方々の力が集まって
この南摺ヶ浜遺跡の調査，報告書刊行をすることができたということです。
　この資料が，郷土の歴史研究に役立つことができれば幸いです。
　発掘調査に携わっていただいた指宿市の方々，報告書刊行のために整理作業に携わって
いただいた皆様に深く感謝しお礼申し上げます。
　最後に，発掘調査中並びに整理作業中にご指導いただきました方々に末尾ではあります
がお礼申し上げます。

�������	
��
��������������

�������	
��
��������������

発行日　　２００９年３月

発行者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　〒８９９－４３１８　鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森２番１号
　　　　　ＴＥＬ（０９９５）４８－５８１１

印刷所　　株式会社あすなろ印刷
　　　　　〒８９９－００４１　鹿児島市城西２－２－３６
　　　　　ＴＥＬ（０９９）２１４－３７５７


	000前-001
	000前-003



